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「──ではこれより、今月の生徒会会議を始めたいと思います」

　チナツ会長の澄すんだ声が、静かな生徒会室に響ひびき渡わたった。

　彼女はコの字型に並んだ長テーブルの上座に立ち、落ち着いた眼まな差ざしで、ここに集つどう顔ぶれを見渡している。その視線が自分の前を横切るたびに、葛かつ本もと光みつ宏ひろは言い知れぬ緊きん張ちよう感かんとトキメキを覚え、全身をガクガクとわななかせた。

（いいなー、チナツ会長。とてもきれいです……）

　頰ほおをだらしなく緩ゆるませ、光宏は心の中で思う。

　射い貫ぬかれそうなほど鋭するどい切れ長の目と、それにミスマッチするかのような、常に優やさしげな微ほほ笑えみを湛たたえた口元。硬こうと軟なんが合わさったチナツの表情は、確固たる包容力を漂ただよわせている。

　喩たとえて言うなら、思わず「どこまでも付いていきます！」と自発的に叫さけんでしまいたくなるような、そんな顔だ。どんなだかよく分からないが。

　加えて、腰こしまでかかる黒くろ髪かみに、スラリとした身体からだつき──。この辺りのポイントが、光宏の心にいちいちストレートに訴うつたえかけてくるものだから、会議中だというのに、ついついポカンと口を開けて見み惚とれてしまっていた。

　そんな、ある意味シアワセな放課後。

「始めに、本日の参加者の確かく認にんをおこないます」

　チナツの言葉に合わせて、その胸むな元もとに縫ぬいつけられた紋もん章しようが輝かがやく。一ひと振ふりの剣けんを模かたどったそれは、常に正しくあるべき生徒会の「正義」を象しよう徴ちようしている。

　生徒会──生徒達の頂点に位置し、この学校を動かす力を持った、特別な存在。チナツはその生徒会を束ね導く、絶対的な美少女だった。

　力強い視線も、落ち着いた口ぶりも、堂々とした姿勢も──そのすべてが、生徒の頂点たる立場にふさわしい。圧あつ倒とう的てきな存在感をもってトップに君臨する。それがチナツなのだ。

　言わばカリスマの塊かたまりか。こんな会長が相手なら、是ぜが非ひでも言いなりになってみたい──。

　……などと光宏が人知れずＭっ気を大放出してる間に、チナツ会長は厳おごそかに、この部屋に集った一人目の名を挙げた。

「生徒会副会長、北きた原はら紗さ衣えさん」

「はい」

　返事をしたのは、光宏の真向かいの席に着いている女子だった。

　北原紗衣──光宏のクラスメイトである。こちらもかなりの美人だ。ただ、常に微笑みを絶やさないチナツと違ちがい、彼女の顔からはいつも感情が捉とらえづらい。

　無表情。クール。澄まし顔──。いろいろと言い方はあるが、いずれマイナスに陥おちいるものではない。紗衣の美び貌ぼうは、チナツとは異なる方向で完かん璧ぺきなのだ。

　さらに言うなら、彼女は光宏にとって極きわめて特別な存在で……いや、ぼかして言う必要もないか。

　北原紗衣は、葛本光宏が目下片かた想おもい中の相手である。

　春に告白をして断られ、それから早数ヶ月。いまだに未練がましい気持ちを抱いだいて止やまない。今こうして真向かいに座られているだけで、充じゆう分ぶん胸が熱くなる。

　ただ、こんなことをバカ正直に言ってると、「ちょっと待てチナツ会長はどうなるんだ」とお怒いかりの声が飛んできそうな気もするが……まあ、そこは勘かん弁べんしてほしい。実のところ光宏には、チナツ会長を本命にできない深い事情がいろいろとあるわけで──。

「生徒会書記、葛本光宏くん」

「あ、はい！」

　いきなり会長に名を呼ばれ、光宏は慌あわてて叫び返した。その無む駄だに元気のいい返事に、チナツ会長はクスリと笑ってくれた。

　紗衣は相変わらず無表情だったが。

　会長は思わず細めた目を再び開き、改めて進行に戻もどった。

「そして会長の私、チナツ──。今日はこの三人です。ちょっと少ないですけど、頑がん張ばりましょう。よろしくお願いします」

　そんな始まりの挨あい拶さつの後に、光宏と紗衣が「よろしくお願いします」を続ける。

　こうして、たった三人の生徒会劇が幕を開けた。あとは紅茶でも淹いれてあれば完璧か。

「さて、本日の議題ですが、先に連れん絡らくのあったとおり、各部活動および同好会の予算決議が中心になります。そのための資料を──」

「会長、これを」

　チナツ会長の言葉に合わせて、光宏がサッと横からプリントを差し出す。この手て際ぎわのいいサポートこそ、生徒会長を支える側として欠かせないもの。会長もニッコリ微笑んで、「ありがとう、葛本くん」と言ってくれた。

　光宏の頰は、再び激しく緩んだ。

　そんな二人を、紗衣は相変わらず物静かに見つめている。もともと表情の変わりにくい彼女だが、果たしてこの沈ちん黙もくが何を意味するのか……。

「すでにお二人には同じ資料をお渡ししてありますが、何か質問は？」

　会長からの問いかけに、「はい」と真っ先に手を挙げたのは、紗衣だった。

　いったい何事か。紗衣はスッと立つと、そのクールな眼差しを、まっすぐチナツ会長に向ける。

　そして一言。

「……違うわ」

　落ち着きながらも、どこか不満げな声で、そう言った。

　それを受けて戸と惑まどうのは、当然チナツ会長の方だ。たおやかな笑えみを困ったような形に変え、紗衣に問い返す。

「北原さん、いったいどうしたの？　何が違うのかしら」

「あなたよ、チナツ会長」

　紗衣は、静かに断言した。

「あなたは──私が求めている生徒会長ではないわ」

　そう言って、ポケットから何かを取り出した。

　メタリックなピンク色の、細長い物体──ペンタブレットのペン部分だ。本来はパソコンと連動させてポインタを動かすためのものだが、紗衣はいつもそれを単独で持ち歩いている。

　そしてこのペンタブレットこそ、紗衣の「不可思議な力」を引き出す、特とく殊しゆなアイテムに他ほかならない。

「会長、『リペイント』するわよ」

　紗衣は手を伸のばし、ペンの先せん端たんをチナツの額に押し当てた。

「きゃっ！」

　チナツの可愛かわいらしい悲鳴が上がる。だがその驚おどろきの顔は、紗衣が振ふるうペン先になぞられ、すぐさま元の笑顔に「修正」されてしまった。

　リペイント──すなわち、描かき変え。

　紗衣はこのペンタブレットを使うことで、自分の描いた美少女イラストを、服装からスタイル、性格に至るまで、すべて思うままに描き変えることができるのだ。

　そう、つまりチナツ会長は──。

「北きた原はらさん、僕が持ってる生徒会長のイメージ、変ですか？」

　光みつ宏ひろの問いかけに、紗さ衣えはペンを動かしながら、小さく首を横に振った。

「いいえ、特に変ではないわ。ただ、私はいまいち萌もえないの。私が描くイラストなのだから、まず私が萌えなくちゃ、意味がないでしょう？」

　紗衣の言うとおり。チナツ会長は、ただのイラストだった。

　パソコン上に描き起こされたデジタルイラスト。漫まん画がタッチにデザインされた、専門用語でいうところの「萌えっ娘こ」だ。

　じゃあなぜにそんなものが、さっきから現実世界で光宏達と会議を繰くり広げているかと言えば。

　すべては紗衣の──もしくはそのペンタブレットに秘ひめられた──不可思議な力のせいだ。

　北原紗衣。ペンネーム、歌うた川がわミウミ。インターネット上の美少女イラストサイト「ミラージュ・ネル」で活動を続けている、アマチュアイラストレーター。

　彼女の描いた美少女は、激しく萌えられ、誰だれかに求められた時、なぜだか現実世界に抜ぬけ出してくるのである。




「というわけで、葛かつ本もとくんが召しよう喚かんしたチナツはいまいちだったから、直したわ」

「はぁ、すみません」

　ペンを手に涼すずしげにのたまった紗衣に、光宏は若じやつ干かん投げやりに謝った。

　もともと「絵」として描かれた二次元の女の子には、固定された人格やバックボーンというものが存在しない。あるのは「見た目」だけだ。だからすべてのディテールは、現実世界の人間が決めることになる。

　もっと具体的に言うなら──性格。口くち癖ぐせ。嗜し好こう。さらには種族や年ねん齢れい、特殊能力から、果ては肌はだ触ざわりに至るまで──あらゆる設定が、彼女を呼び出した人間の願望どおりになるのだ。

　だから今光宏が呼び出したチナツ会長も、光宏の願望どおりに動いていた。優等生でしっかり者で、誰にも負けない包容力があって──。

　ただ、原作者の紗衣は、その辺にはピンと来なかったようだが。だからリペイントを施ほどこして、自分好みに修正したわけだ。

「確かに、生徒会長が優等生というのは定番だけど──」

　紗衣は小さく首を傾かしげながら、自分独自の感性に従って不満点を挙げ連ねる。

「これでは何だか物足りないわ。優等生のチナツを眺ながめていても、私の気持ちが全然昂たかぶらないの。萌えっ娘なんだから、見てるだけでハァハァできなきゃ駄だ目めなのに」

　……ああ、今の台詞せりふに対するツッコミは、もう過去に散々してるから省略でお願いしたい。

　とりあえず光宏は困った顔で、紗衣に向かって訊たずねた。

「優等生萌えの属性は、北原さんにはないですか？」

「問題はそこよ」

　はあ、そこですか。

「私も最初は、生徒会長イコール優等生だと思っていたの。でも、実際に描いていても全然気が乗らなくて……。だから今日、葛本くんにここでチナツを呼び出してもらって、生徒会長の具体的な萌えポイントを見せてもらおうと思ったのだけど」

「はは。前にも似たようなこと、やりませんでしたっけ……？」

　うん、プールサイドでスク水萌えについて語り合った気がする。あの時紗衣が叫さけんだ「萌えとエロとは違ちがう」という発言は、いまだに記き憶おくの片かた隅すみに残っている。半ばトラウマ的な意味で。

　ちなみに補足しておくと、光宏と紗衣は生徒会の役員でも何でもない。ただの一いつ般ぱん生徒だ。だから副会長も書記もへったくれもない。さっきの会議だって、すべてチナツに萌えるための「ごっこ遊び」に過ぎない。

　そもそもうちの学校の生徒会は形ばかりで、それほど盛さかんに活動をしているわけではない。この生徒会室も、どうせ月一の定例会議でしか使われてないところを、勝手に利用させてもらっているだけだ。

　わざわざ放課後を潰つぶして、いったい何をやってるんだか──。光宏はそれを思うと、苦く笑しようと溜ため息いきの混ざった妙みような吐と息いきしか出てこない。もちろんすべての発ほつ端たんは、いつもどおり紗衣の一言から始まったわけで。

「生徒会長って、萌えよね」

　授業が終わるや、唐とう突とつに光宏を捕つかまえてそう言ってきた彼女は、そのままなし崩くずしに彼を引っ張って、この生徒会室へ連行してきたのだった。

　理由は簡単。鋭えい意い制作中の新作「生徒会長・チナツ」について、意見を聞くためだ。

　何しろ光宏は、紗衣のイラストを現実世界に呼び出すことのできる、萌え心と煩ぼん悩のうと青春妄もう想そう劇場の塊かたまりみたいな健全男子。だからその感想が、いろいろと参考になると踏ふんだのだろう。

　ちなみにこの「呼び出す」という行こう為いは、誰にでもできることではない。過去に一度あったごく稀まれな異例を除けば、今のところ光宏と紗衣だけの特権だ。

　そんなわけで、光宏は紗衣に命じられて、この部屋にチナツを召喚したわけだが……、そこから後の展開も、今までと同じ。光宏と紗衣の求める萌えが嚙かみ合ったことなんて、一度たりともない。

　で、結果がこの駄だ目め出し攻こう撃げきだ。

「それじゃ、もう一度実験してみましょう」

　紗衣がそう言って、リペイントを終えたチナツ会長を、再び上座に立たせた。

「今のチナツ会長は、現時点で私が『いい』と思える方向に修正されているわ。これで会議をやるとどうなるか」

「ああ、やり直しなんですね、これ……」

　いったい、いつになったら家に帰してもらえるのやら。しかしまあ、紗さ衣えと萌もえっ娘こと三人で、こうやってお話しできるんだから、べつに悪くはないか……。

　煩悩で思考をプラスに保ち、光みつ宏ひろは生徒会ごっこ・テイク２ツーの開始に備え、席に着いた。
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「ええと、ではこれより、今月の生徒会会議を始めたいと思うんですけど……いいですか？」

　再び仕切り直された生徒会室にて。

　チナツ会長のはにかんだ声が、おずおずと流れた。

　もうその顔に、さっきの落ち着いた眼まな差ざしはない。人前に立って話すのが恥はずかしいと言わんばかりにもじもじしながら、挙動不ふ審しんな視線を紗衣や光宏に投げかけてくる。

　包容力もへったくれもない。が、逆に応おう援えんしたくはなる。これはこれでアリなんだろうけど……。

（うーん、生徒会長らしいとは言えないよな……）

　光宏は何とも言えない面おも持もちでそう思いながら、生まれ変わったチナツ会長を眺めた。

　改めて説明しておこう。チナツ会長は、紗衣がイラスト作成ソフトで描えがいた二次元美少女だ。身体からだや服の陰いん影えいにはデジタル処理が施され、瞳ひとみは顔全体の中でも高い比率を占しめ、毛穴は見えず、しわもなく。

　本来はモニターや紙の上でしかお目にかかることのできない、そんな二次元の萌えっ娘が、三次元世界に実体化している。まるで動くフィギュアだ。

　改めて見ると何とも奇き妙みような光景だった。しかしあいにく、光宏はすっかり慣れている。

　初めて二次元の女の子が実体化したのは、紗衣に告白してふられた直後だった。あの時はそりゃあ驚おどろいたが、しかしあれから数ヶ月。その間にも、何人もの女の子が絵から抜ぬけ出してきた。

　例えば一いち人にん称しようがボクの魔ま導どう士し見習い娘とか、ドＳなメイドさんとか、スク水とかツンデレとか、その他諸もろ々もろ──。なので、今さら二次元の生徒会長が出てきたって、驚く理由もない。

　さらにその萌えっ娘を挟はさんで、紗衣と萌えについて意見を語り合う今日のような日々にも、もうだいぶ慣れてきていた。

　そんな、ある意味いつもと変わらない放課後。

「始めに、本日の参加者の確かく認にん……でいいんでしたっけ？」

　チナツ会長が恐おそる恐る紗衣に訊たずねている。うん、さっきと違って実に頼たよりない。

「それであってるわよ、チナツ会長。自信を持って」

「は、はい。ありがとう、北きた原はらさん！」

　会長がホッとしたように礼を言う。それを受けて紗衣がご満まん悦えつなのが、ありありと伝わってくる。

　頼りない生徒会長と、それをサポートする副会長──。紗衣が望んだシチュエーションは、光宏とは正反対のものだったようだ。

「生徒会副会長、北原紗衣さん」

「はいっ」

　心なしか、返事もさっきより元気になっている。

　見た目はいつもと同じクールな紗衣だが、その心の中では、自分好みに生まれ変わったチナツ会長を前に、ハァハァして止やまないに違ちがいない。

　北原紗衣は「二次専」なのだ。

　二次専──すなわち二次元専門。現実の恋れん愛あいをすっ飛ばし、漫まん画がやアニメなどのイラストキャラのみを追い求める、果てしなき存在。

　だから紗衣は萌えイラストばかりを愛し、現実の人間には振ふり向こうともしない。加えて自分で美少女イラストを描いては実体化させ、萌え死にそうになっているという、希代のアレな女の子だ。

　光宏がその事実を知ったのは、告白してふられた後だった。あの時は、絵が抜け出るなんて珍ちん現象がどうでもよくなるほど、深い驚きよう愕がくに陥おちいった気がする。

　何しろそれまで紗衣のイメージは、まったく違うものだった。学校一の美少女で、気品溢あふれる清せい楚そな大和やまと撫なでし子こ。成績は優ゆう秀しゆうだし、家は立派で正真正しよう銘めいのお嬢じよう様さまだし──。

　いや、まさに女の子は見た目じゃ分からない。こんな事実、学校内でも知ってるのは光宏一人だけだろう。

　しかし、かく言う光宏もまた、二次元美少女が大好物。校内ではそれこそ「二次専」の愛あい称しようでからかわれ親しまれている。だもんで、今や紗衣とはすっかり同好の士として、萌え談義に花を咲さかせたり萎しぼませたりの日々だ。

　まあ、これがさらに恋愛関係に発展してくれるなら、光宏にとっては申し分ないのだが──現実はそんなに甘くない。

　紗衣は今のところ光宏を、あくまで共通の趣しゆ味みを持つ仲間としてしか見てくれてない。そして明らかに、「それ以上」の進展を望んでない。

　このまま生殺しの状態が続くのだろうか。それはそれで虚むなしいが──。

「生徒会書記、葛かつ本もと光宏くん」

「あ、はい！」

[image: ]

　いきなりチナツ会長に名を呼ばれ、光みつ宏ひろは慌あわてて叫さけんだ。

「キャッ」

　その叫びに、会長が短い悲鳴で応こたえてくれた。

「あ、あの？　どうしたんですか葛本くん？　私何か変なこと言っちゃいました……？」

　そう言って、ひたすらおどおどしながら光宏に訊ねてくる。何というか、守ってあげたくなるタイプには違いないけど。

「いえ、何でもないです。続けてください」

「そうですか？　ホントですか？　もしお腹なかが痛かったら、すぐに言ってくださいね？」

　よく分からない気の遣つかい方をしつつ、会長は手元の進行表に目を落とす。そしてしどろもどろに自己紹しよう介かいを済ませると、「よろしくおねがっします！」と思いっきり嚙かみながら、ようやく会議の幕開けを宣言した。

「──素す晴ばらしいわ」

　紗さ衣えがえらく満足げに呟つぶやいた。

「守りたいわね。だっこしながら」

「ハハ、どうぞご自由に……」

　もう笑うしかない。これで生徒会劇場のお約束こと紅茶でも淹いれてあった日には、チナツが盛せい大だいに引っくり返してくれたに違いない。

「で、あの、今日の議題なんですけど。かくぶかつどーおよびどーこーかいのよさんけつ……」

「会長、棒読みすぎよ？」

「あぅ、ごめんなさい。長い漢字苦手なんです……。で、あの、何か質問とかあります？」

　ないといいな、という後ろ向きな期待の籠こもった訊ね方だった。

　ここでさっきの流れと同じにするなら、今度は光宏の方が異を唱える番だが──。

「何か言いたいことがあるみたいね、葛本くん」

　すべてを見み越こしたように、紗衣がそう言ってきた。

「やはり、あなたにとっての理想の生徒会長のイメージとは違ってる？」

「ええ、まあ」

　違いすぎるだろうに。

「北原さんの好みじゃないかもしれないけど、生徒会長っていったら、完かん璧ぺきな優等生だと思うんですよ。そこに仕える幸せというやつを嚙みしめるんです」

「葛本くんの好みがそうだとしても、私はやっぱり頼たよりない娘この方がいいわ。学校全体を取り仕切る身でありながら、全然ダメダメなギャップが堪たまらないわね。で、サポート役の私がたっぷり補ほ佐さしてあげるの。もうこれしかないわよ」

　まあ、二人ともこんな調子だから、意見が一いつ致ちするはずもない。

　それでも、結局絵を描かくのは紗衣自身だ。最終的には彼女の好みに合わせるべきか。

　だが──紗衣は何を思ったか、ふうと溜ため息いきを一つつくと、再びペンタブレットを取り出し、チナツに言った。

「会長、今日はもういいわ。ご苦労さま。また明日あした」

「は、はい！　北きた原はらしゃん、またアチタですっ！」

　なぜか嚙み嚙みになりながら、チナツ会長はペン先になぞられ、三次元世界から消えていった。

　絵の中に還かえったのだ。つまり、今日の生徒会ごっこはこれでおしまい、と。

「……何だかしっくりこないわね」

　チナツをしまい終えると、紗衣はもう一度、難しい顔で呟いた。

「それはもう聞きましたよ？　優等生の生徒会長は何か違ちがうって」

「そうじゃないのよ、葛本くん。ドジっ娘の生徒会長も──」

　ちょっと違うのかも、と彼女は言った。

　いったい何が気に入らないのかは分からない。ただ少なくとも、「生徒会長・チナツ」の完成は、まだまだ先になりそうだ。
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「ていうかミックンさ、あんまり北原さんに付きまとわない方がいいよ？　ストーカーで訴うつたえられる前に諦あきらめなよ」

　佐さ和わのそんな悪意に満ちた一言に、光宏は思い切り顔をしかめて、目の前のにっくきツインテールを睨にらみ返してやった。

　葛かつ本もと佐和──光宏の双ふた子ごの妹。ついでに言うならクラスメイト。で、宿敵。

　とにかく二次元萌もえに偏へん見けんを持ち、そんな趣味を持つ兄を、ただのヘンタイとしか見てない。しかもそのヘンタイぶりを、あることないこと含ふくめて片かたっ端ぱしから女子連中に言いふらすものだから、今や光宏の学校での地位は大いに危あやうい。

　というか、ぶっちゃけこいつが原因だろ。自分が女子から相手にされないのは……。

「なあ佐和、それ、どこまで本気なんだ？」

　もてないのを他人のせいにしつつ、光宏は妹に向かって、嫌けん悪お感かんたっぷりに訊たずねた。

　帰宅して部屋でくつろいでいたところへ、唐とう突とつに入ってきたから、何を言うかと思えば。まあ、こいつが兄の部屋を訪おとずれる以上、悪口目的なのは間違いないけど。

「どこまでも本気だよ」

　意地悪気にニヤニヤしながら、佐和はいい加減にはぐらかした。

「肉親がストーカーになる前に止めるのが、家族の義務ってもんじゃない？」

「いや、べつに付きまとってるわけじゃないから」

　光みつ宏ひろは憮ぶ然ぜんと言い返した。

　確かに最近、自分は紗衣と一いつ緒しよにいる時間が増えた。片や二次専と呼ばれる冴さえない男子。片や学校一の才女。傍はたから見れば、ずいぶんと奇き妙みような組み合わせだろう……が、いくら何でもストーカーはない。

　しかし、佐和の中では他ほかに答えが見つからないらしい。

「じゃあさ、何でちょくちょく一緒にいるわけ？　あの北原さんと」

　訝いぶかしげに顔を歪ゆがめ、そんなことを訊ねてきた。

　どうやらこの質問が、核かく心しんのようだ。

「あれだけ美人で優等生の北原さんだよ？　全校生徒の憧あこがれの的なんだよ？　しかも、告白した男子は片っ端から玉ぎよく砕さいしてるんだよ？　いつぞやのミックンも含めて」

「あの、それは思い出させないでほしいんだけど……」

「なにトラウマ引きずり出してんの。とにかくさ、その北原さんがミックンと一緒にいると、すっごい不自然なんだってば」

「いや、不自然て何それ」

「不自然じゃん。何で北原さんみたいなすごい人が、二次専のヘンタイ男と仲良くしなきゃならないわけ？　大方ミックンの方が付きまとってんでしょ」

「……それがお前の見解か？」

「いや、うちの部員全員で議論して出した結論」

　どんな部だよそれ。アホな議論してないで、真面まじ目めに活動しろ。

　いや、そもそもなぜもっと好意的な解かい釈しやくをしてくれないのか。普ふ通つう、男子と女子が一緒にいるのを見かけたら、もっと思春期真まっ盛さかり的な可能性を想像するもんだと思うけど。

「佐和、お前はいろいろと誤解している」

　光宏はやるせない気持ちを抑おさえ、妹に向かって厳おごそかに言った。

「誤解って何？」

「うん、僕と北原さんのこと」

「ストーカーと被ひ害がい者しやの関係？」

「違うってば……」

　いちいち混ぜっ返さないでほしい。たぶんこいつだって、口ではいろいろ悪く言っても、内心は真実が知りたいに違いないのだ。

　だったら──その疑問に的確に答えるしかない。

「つまりさ……」

　光宏は少し躊ちゆう躇ちよしてから、最も端たん的てきな回答を出した。

「北きた原はらさんは、本当は二次専なんだよ」

　端的かつ、ヒジョーに的確な回答だった。

　……が、その後に続いた妹の沈ちん黙もくから察するに、効果は薄うすかったらしい。

　佐和は黙だまったままひとしきり眉まゆをひくつかせ、兄の顔をまじまじと眺ながめる。おそらくその心の中では、今の台詞せりふをあらゆる角度から分ぶん析せきし、真意を求めているのだろう。

　で、最終的に出した結論はただ一つ。

「……それ、世よ迷まい言ごと？」

　まあ、他に考えられないだろうさ。普通は。

「あのねミックン。女の子について何でも都合よく妄もう想そうしたくなるのは、ミックンの持病みたいなもんだからしょうがないと思うけどさ。いくら何でも現実離ばなれしすぎるのはよくないよ？」

　佐和は口の端はしを引きつらせてそう言うと、腹筋をピクピク痙けい攣れんさせながら、今にも爆ばく笑しようしそうになるのを堪こらえて、そそくさと部屋を出ていった。

　全然信じてもらえてない。ていうか、むしろ逆効果だったかも。

「ああ、明日あしたからまた変なウワサが流れるな……」

　この先に待つ哀かなしい未来を予見し、光宏は大いに後こう悔かいした。うん、間ま違ちがいなく佐和のやつ言いふらす。「うちの兄貴は、片かた想おもいの相手が自分と同じ趣しゆ味みだと思い込んで付きまとうドヘンタイ野や郎ろう」とか、そんな感じで。

　まったく、何というセルフ墓ぼ穴けつ。

「でもなぁ、しょうがないか。北原さんがアレだなんて、誰だれも知らないんだし……」

　光宏はベッドにゴロリと寝ね転ころがり、深く溜ため息いきをついた。

　北原紗さ衣えはその激しい二次専ぶりが災わざわいしてか、現実の人間と交流を深めようという意識が非常に薄い。加えて周りの生徒達も、その美び貌ぼうと優等生ぶりに圧あつ倒とうされ、どことなく近寄り難がたい目で彼女を見ている。

　おかげで紗衣は人と接する機会がほとんどない。同じクラスの女子連中──例えば佐さ和わのような──ですら、だ。だから、その二次専趣味が周りに知られることもない。

　べつに隠かくしているわけではないのだろう。ただ、ずっとこんな調子だから、光宏風ふ情ぜいが真実を語ったところで、誰も信じちゃくれないわけで。

「でも、ストーカーはないだろ……」

　光宏はさっきの佐和の言葉を思い出し、げんなりした。

　紗衣にとって、自分は同好の士だ。恋こい人びとではないし、友達と言えるほど親しくもないけれど、共通の趣味を語り合える仲間には違いないはずだ。

　ついでに加えるなら──そう、「ファン」か。

「あ、そう言えば北原さん、サイト更こう新しんしたのかな」

　光みつ宏ひろはふと思い立って起き上がると、机のパソコンに手を伸のばした。

　インターネットブラウザを起動させると、すぐにピンクと白を基調とした、可愛かわいらしいサイトのトップページが表示される。

　萌もえ美少女専門イラストサイト「ミラージュ・ネル」。運営者は歌うた川がわミウミ。

　その画力は、アマチュアながらプロ顔負けで、ネット上でも絶大な人気を誇ほこっている。しかし同人誌のようなものは一いつ切さい作ってないから、顔が表に出ず、正体はいまだ謎なぞ。まさに希代のカリスマ覆ふく面めんイラストレーターなのだ。

　で、その正体が紗衣だと知っている数少ない人間の一人も、光宏だ。まったく、どんだけ肉にく薄はくしてるんだか。

「えっと、最終更新は……ああ、まだか」

　てっきり紗衣のことだから、帰って早々にチナツのイラストを完成させて、ここにアップしたんじゃないかと思ったけど──。

「北原さん、納なつ得とくしてなかったもんなぁ。いろいろと」

　今日の生徒会室でのやり取りを思い出し、光宏は呟つぶやいた。

　会長は優ゆう秀しゆうであるべきなのか、それともドジっ娘この方がベターなのか──。そこが見み出いだせない以上、紗衣は絵の完成を踏ふみ止とどまっているのかもしれない。

　さすがは天才肌はだだ。まあ、その天才部分をフル活用させて絵を描かく理由が、自分で萌えてハァハァするためだけってのが、実にアレだけど。

　しかもその絵は、実体化するというおまけ付き。仕組みはサッパリだが、とりあえず鑑かん賞しよう者しやの中で、一番萌え心の強い人のところに抜ぬけ出すらしい。

　一番萌え心の強い人──要するに紗衣自身だ。作者の愛情は絶大なのだ。

　もっとも、そこに変則的に割り込んで、順位を塗ぬり替かえてしまったのが光宏なのだが。

　光宏はその妄想力の激しさのあまり、作者を差し置いて二次元娘を呼び出せる唯ゆい一いつの存在──らしい。おかげで紗衣から萌えっ娘を奪うばっては、そのたびに叱しかられている。

　まあ、それはともかく。

「チナツ会長が完成してたら、ぜひ呼び出したかったのに……」

　ついつい本音が漏もれた。

　できれば紗衣の見てないところで、生徒会長と心置きなくイチャイチャしたかったのに。あの包容力のある笑え顔がおで見つめられながら、奴ど隷れいのように尽つくして、ペットのように可愛がられて、幸せな気分に浸ひたりたかったのに。

「……って、これじゃまるで僕がＭみたいじゃないか！」

　思わず心の中に浮うかんだ危険な嗜し好こうに、光宏は慌あわてて身み震ぶるいした。

　でも……所しよ詮せん妄想だし、べつにいいか。

「うん、会長はやっぱり、しっかり者の方がいいよ。どんな仕事でもバリバリこなせてかっこよくて。で、その仕事疲づかれは僕が癒いやしてあげるとか、どう？」

　誰もいない場所でブツブツと脳内設定を垂れ流しながら、光宏はニヤニヤし続けた。

　これもまた、すっかりお馴な染じみになった光景には違いなかった。




　　　　３




「──ではこれより、今日の生徒会会議を始めるわね」

「まだやるんですね北きた原はらさん」

　次の日も生徒会室に呼び出され、始まった会長審しん査さ。席に着いた光宏は、生温かい目で向かいの「副会長」紗衣を見ながら、ハフゥと溜め息をついた。

　紗衣の前には、彼女愛用のノートパソコンが置かれている。チナツはまだこの中だ。

「もちろんよ。だって、もう少しで何かが分かりそうな気がするんだもの」

　すごくあやふやなことを言って、紗衣は鞄かばんから何かを二つ取り出した。

　お手製の缶かんバッジだ。チナツ会長の胸にくっついている紋もん章しようと同じ形の剣けんが、中央に描かれている。

「はいこれ。葛かつ本もとくんの分」

「何作ってんですか、いったい……」

　他ほかに家ですることないのか、この人は。

　心の中でツッコミを入れつつ、光宏は半ば諦あきらめ顔で、胸に缶バッジを取り付けた。

　そのすぐ正面では、やはり紗さ衣えが嬉き々きとしてバッジを付けている。こんな無む邪じや気きな姿を見せるのは珍めずらしい気もする。ていうか、ピンを閉じようと両手でモゾモゾしている辺り、ちょっと可愛い。

「あぅ、なぜこんなタイミングで萌えてるんだ僕は……」

　紗衣に聞こえないよう、光宏は小声で呟いた。これから妄もう想そうの化身である二次元生徒会長を呼び出そうって時に、三次元に心奪われてるだなんて、本気でただの節操なしじゃないか。

「北原さん、準備はいいですか？」

　微び妙みように頰ほおを赤らめ目を泳がせながら、光宏は訊たずねた。

「チナツ会長を呼び出しますよ？」

「ああ、ちょっと待って葛本くん。今日は私が呼び出すわ」

「じゃあ僕は？」

「葛本くんのイメージだと全然しっくりこないのよ。だからもう評価役に徹てつしてちょうだい」

　紗衣はそう言うと、すぐにパソコンを動かし始めた。

　なるほど、始めから作者自身が呼び出せば、無む駄だなテイクを増やさずに済むわけだ。

　ただ……ということは、これから紗衣がチナツを呼び出す瞬しゆん間かんをナマで公開するわけで。

（そう言えば、北原さんが女の子を出す瞬間って、実はまだ見たことないんだよな……）

　昨日の場合は、こちらが呼び出したのを後から描かき直しただけだったし──。

　光みつ宏ひろはそんなことを思いながら、紗衣の挙動を見つめた。

　そもそも二次元美少女を召しよう喚かんするには、絶大な妄想力が必要となる。すなわち絵を眺ながめてニヤニヤしながら、脳にたっぷりとアドレナリンを分ぶん泌ぴつさせて、彼方かなたへトリップする必要があるのだ。

　光宏などは、普ふ段だんでもついそんな状じよう況きように陥おちいってしまうことが多々ある。それを見た佐さ和わからは、やれヘンタイだの××××だのと呆あきれられているが、でも紗衣は──。

（北原さんが激しい妄想に駆かられているところって、どんな感じなんだろう……）

　うん、そこが気になった。

　いったいどんな具合になるのか。妄想に耽ふけるってことは、きっと頰を赤く染めて、目を潤うるませて、半開きの唇くちびるからハァハァと熱い吐と息いきを──って、あ、これ想像したらまずいかも……。

　つい邪よこしまな期待が浮かんでしまい、光宏は真っ赤になって顔を伏ふせる。

　もう伏せたままでいい。たとえ見えても、見ないのが紳しん士しだ。

「ええと、ファイルを開いて……フフ。ファイル名、chinatsu……」

　ああ北原さん、独り言は言わないで。見えないはずのあなたの顔が、どんどん頭の中に湧わいてきちゃうから……。

『一年生の北原紗衣さん、お客様がいらしてます。校内に残っていたら、至急校門前まで──』

　そうそう、お客様が……って、はい？

「今の何？」

　顔を上げた光宏に、紗衣は「アナウンスね」と分かりきった答えを返してきた。

「私にお客って、いったい誰だれかしら」

「さあ。でも変じゃないですか？　学校に生徒を訪ねてくる客って。しかも放課後だし」

「確かに変だけど……ほっとくわけにもいかないわ」

　紗衣はそう言うと、パソコンをスリープモードに切り替かえて、蓋ふたを閉じる。

「葛本くん、ちょっと席を外すから、これいじらないでね？」

「いじりませんてば……」

　念を押されて頷うなずく光宏に、紗衣はもう一度「絶対よ？」と駄だ目め押しすると、そそくさと生徒会室を出ていった。

　缶バッジを付けたままだ。あれで意外とそそっかしいらしい。

　まあ、それはいいとして。

「一人か……」

　うん、一人になってしまった。放課後の使われてない生徒会室に、一いつ般ぱん生徒が一人。知らない人が見たら不ふ審しんがるに違ちがいない。

「せめて北きた原はらさんがいてくれたら、心強いんだけどな……」

　と言っても、残ってるのは鞄とパソコンだけだし。

　いじらないでね、と言っていた。もちろん人のものだから勝手にはいじらない。せいぜい眺めるぐらいだ。もっとも、すでに蓋が閉じてる以上、手で触ふれない限りモニターは見えないが……。

「うん。いじりませんよ？」

　光宏は自分に言い聞かせるようにしながら、椅い子すの上で落ち着かずにもじもじした。

「すごく見たいけど……」

　ついでに本音も言ってみた。

　ああ、そりゃ見たいさ。あのパソコンにはチナツ会長だけじゃない。紗衣が今までに描えがいてきたたくさんのドリーム達が、ギュウギュウ詰つまっているのだ。歌うた川がわミウミファンの自分にとってみれば、まさに桃とう源げん郷きよう以外の何ものでもない。

「うう、せめて画面上だけでも……」

　まるで餌えさを前に「待った」をかけられた犬のように、光宏はじっとパソコンを見つめながら呟つぶやいた。

　きっとあそこには、紗さ衣えが開いたばかりのチナツ会長のイラストが映ってるに違いない。昨日の会議から一日経たって、どこか修正されたりしたのだろうか。それとも昨日のまま？

　個人的には昨日のままで、しっかりしたタイプの会長が好みなんだけど。で、自分は書記として、会長にたっぷり尽つくして、いっぱいホメホメされるんだ。さらにそのまま深い仲になって、周りから「あのチナツ会長が葛かつ本もとくんと？」なんて驚おどろかれて。そして激しい優ゆう越えつ感かんに浸ひたりながら、みんなに見せつけるように、人前でこう会長の肩かたを抱だいて──。

「あ、しまった……」

　ついいつものように脳がトリップしていることに気づき、光宏は慌あわてて我に返ろうとした。

　が、時すでに遅おそし。パソコンの蓋の内側では、すでに白い光が迸ほとばしり、そのまま外側へ溢あふれてこようとしている。

　間違いない。これは、出る！

　光宏がそう確信した瞬間──光が形となって、三次元世界に降り立った。

「──私を呼んだかしら？　葛本くん」

「チナツ会長……」

　ついに目の前に現れた生徒会長に、光宏は引きつった笑えみを浮うかべるしかなかった。

　何てこった。またやらかしてしまった。しかも紗衣がいない時に……いや、いないからこそか。

「ああ、これでまた北原さんに叱しかられる……」

　自分の不ふ甲が斐いなさに絶望する光みつ宏ひろ。しかしチナツはその凜りんとした眼まな差ざしをこちらに向けると、「しっかりなさい」と優やさしく叱しつ咤たしてきた。

「あなたがしょげているところなんて、見たくないわ。いつもの明るい笑顔で、ちゃんと私をサポートしてちょうだいね？　あなたの笑顔、私は大好きだもの」

「は、はい！　何というありがたいお言葉！」

　途と端たんに光宏は調子よく元気を取り戻もどす。

　ああ、これだこれ。やっぱり生徒会長はドジっ娘こなんかじゃダメだ。トップに立つ以上、いろいろとリードしてくれるしっかり者であるべきなのだ。

　光宏が納なつ得とくしてウンウン頷いていると、チナツはクルリと生徒会室を見み渡わたし、「誰もいないのね」と呟いた。

「これから会議が始まるというのに……。葛本くんだけなの？」

「いえ、北……副会長なら、お客さんが見えたとかで、どっかに行きました」

「そう。じゃあ、戻るまで待ちましょうね」

　そう言ってチナツは上座に座った。

　背筋はまっすぐ、ピンと姿勢を正し、きちんとテーブルに向かって九十度。とても形のいい座り方だ。こんなにきちんと座られたら、つい横から紅茶を差し出したくなってしまう。

「あの、飲み物とか、いります？」

　なぜかイラスト相手に気き遣づかって、光宏は訊たずねてみた。

「フフ、ありがとう。大だい丈じよう夫ぶよ」

「そ、そうですか。でも、あの、もし何かしてほしいことがあれば、遠えん慮りよなく……」

　もうすっかり奉ほう仕し願望に支配されている。

　しかし忘れてはいけない。二次元の女の子は、呼び出した相手の願望に、常に忠実だということを。

「葛本くん、もしよかったら、肩を揉もんでくれないかしら」

　光宏の願いに応こたえるべく、チナツ会長は優しげな笑みを浮かべ、そう言ってきた。

「か、肩ですか！」

「ええ。毎日生徒会活動に追われてるものだから、凝こって仕方がないの」

　至し極ごくテキトーな設定で、絵に起こるはずのない肩凝りを訴うつたえるチナツ。だが光宏にしてみれば、そんな細かいことはどうでもいい。

「もちろん喜んでお揉みします！」

　揉む。ただこれに尽きる。光宏はアワアワと手首を震ふるわせ、すぐさまチナツの背後に立った。

　ちょうど自分の胸むな元もとに、座る彼女の後頭部が来る。そのまま手を前に出せば、制服越ごしに真ん丸な撫なで肩がたが摑つかめてしまう位置だ。

「それじゃ、失礼して……」

　顔を赤らめ、心臓の鼓こ動どうも高らかに、光宏はそっと肩に触ふれてみた。

　チナツの長い髪かみが、必然的に手の甲こうをくすぐった。

　光こう沢たくも豊かにデジタル彩さい色しきを施ほどこされた、二次元美少女特有の頭とう髪はつ。そこから漂ただよってくる仄ほのかなシャンプーの香かおりにドキドキしつつ指を動かすと、手の平の中でチナツの肩が、制服越しにやわやわと揉みほぐされていく。

「うーん、もうちょっと首の方かしら」

「は、はい！　こっちですね！」

　言われるままに光宏は手の位置を滑すべらせる。ていうか、どこを触さわっても感かん触しよくが同じだから、自分がどの辺を揉んでいるのだか、よく分からない。

　いや、そもそも現実の女性の肩に触れたことのない光宏が、二次元美少女の肩の触り心ごこ地ちを詳しよう細さいかつリアルにイメージできるはずがない。そしてイメージできないものは、抜ぬけ出しても反映されることなどない。

　とりあえず、温かくて柔やわらかい。あと、たまに骨があって硬かたい。それだけだ。

　とはいえ一応マッサージだから、無む駄だにツボなども探さぐってみる。

「あ、この辺とか凝ってるかも……」

　そう言いながら、少し強こわ張ばった部分を指の腹でクリクリしてみると──。

「ひゃんっ！」

　いきなりチナツがあらぬ悲鳴を上げた。知らない人が聞いたら、絶対誤解されそうな声で。

「か、会長？　大丈夫ですか……？」

「え、ええ、ごめんなさい。ちょっと効きすぎたみたいで……ねえ、もう一回今のところ、お願いできる？」

「いいんですか？」

「いいわよ。でも……優しくしてね？」

　そう囁ささやく会長の耳が真っ赤になっているのを、光宏は見み逃のがさなかった。

　改めて同じ場所を、もう一度そっと指の腹で刺し激げきする。するとチナツは身体からだの力を抜いて少し斜ななめになりながら、「はあぁ……」と悩なやましい吐と息いきを漏もらした。

「とても気持ちいいわ、葛かつ本もとくん」

「ぼ、僕も気持ちいいのです、会長……」

　もう何が何だか分からない。紗さ衣えがいないのをいいことに、光宏は勝手に大フィーバーしながら、チナツの肩を揉みほぐし続ける。

　熱で次し第だいに手が汗あせばんでくる。一度ハンカチで拭ぬぐった方がいいかな、と思っていると、そこへ新たな命令が。

「葛本くん」

「何でしょう」

「あのね、首筋も……いい？」

　少し振ふり向いて、チナツが潤うるんだ瞳ひとみでおねだりしてきた。

　首筋──ということは、つまりアレですか。制服越しじゃなくて、ナマ肌はだを直じかにモミモミしてほしいということですか。

「よ、喜んで！」

　鼻息も荒あらく、光みつ宏ひろは両手の指をチナツの首筋に押し当てた。

　そしてしっとりした感触を存分に味わおうとした矢先──。

　ガチャッ、と生徒会室のドアが乱暴に開かれた。
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「葛本くん、これはどういうことかしら？」

「わっ！　北きた原はらさんごめんなさ……って、おい」

　いつものお叱しかりの台詞せりふを耳にして、つい条件反射的に謝ろうとした光宏の目に飛び込んできたのは、こめかみを引きつらせた紗衣ではない。もっと別の代しろ物ものだった。

　ちんまりとした身体を真っ黒なゴスロリドレスで飾かざり、意味もなくヒヨコのぬいぐるみをぶら下げた、ショートヘアの少女。

「月つき代よ……またお前か」

　そう、こいつの名は月代。姓せいはまだ知らない。

　彼女についての説明は、敢あえて簡潔に済まさせてもらおう。紗衣と似たような能力を持つ萌もえイラスト描かきで、昔は紗衣と一いつ緒しよに「歌うた川がわミウミ」を名乗っていたという元相方。ただし性格はドヘンタイ。おかげで今はコンビを解消し、別々に活動している。

　そして趣しゆ味みは、抜け出してきた二次元娘むすめを襲おそい、ヤラシイ意味でいじること。以上。

「お前……何でここにいるんだよ」

　存分に嫌いやそうな表情を作り光宏が言うと、ドアの前に立った月代はいつものニヤニヤ顔で、その質問を笑い飛ばした。

「何言ってんのキミ。紗衣が新作を描けば、私は必ず現れる──。いつものことじゃん？」

「いや、だからってよその学校にまで入ってくるなよ。それにだいたいチナツ会長は、まだウェブにはアップされてないんだ。描いたかどうかなんて分かるはずないだろ？」

「へー、その娘、チナツたんって言うんだ」

「おい、人の疑問を無視するな」

　まあ、どうせまたハッキングか覗のぞきでもやらかしたんだろうけど。もういい。こいつの相手をまともにしても疲つかれるだけだ。

「ほらとっとと帰れ。北原さんが戻もどってくる前に」

　光宏は湧わき立つ片頭痛を抑おさえながら、努めて冷静に、月代に向かってそう言った。

　いつも萌えっ娘こを前に、いろいろと発禁手前な暴挙に及およぶことの多い月代だが、それも紗衣が不在なればこそ。もしこの場に紗衣が居合わせれば、たちまち原作者の怒いかりに触ふれて追い出されるだけだ。

　だから彼女の名前を出せば、引き下がると思ったのだが──。

「フフ、私をなめてもらっちゃ困るよ。紗衣なら今いま頃ごろ、校門でボケッと突つっ立ってるはずさ！」

「あの呼び出しもお前かよ……」

　何とまあ、用意のいい。

　呆あきれるのを通り越こして感心する光宏。それをよそに、月代はチナツの方に目を向けた。

　欲よく望ぼうのあまりギラギラしている。見てて、なんかやばい。

「フフ、この娘が新しい紗衣の嫁よめだね。ねぇチナツたん、キミの属性は？」

「はい、生徒会長ですけど……」

　月代に訊きかれ、チナツが困こん惑わく気味に答える。さすがに目の前のゴスロリの危険性には感づいたらしい。彼女は恐おそる恐る立ち上がり、やや一歩引きながら訊たずね返した。

「それより、あなたは？」

「私はアナザー・ミウミ。あるいはチナツたんの婿むこ！」

　メチャクチャなことを言いながら、月代はズカズカと生徒会室に踏ふみ込んできた。それを阻そ止ししようと、光宏は急いでそちらへ駆かけ寄る。

「会長に近寄るなっ！」

「は？　ギャラリーはおとなしくしてろよ」

　そう言うや、月代はポケットから何かを取り出した。それは紗さ衣えと対ついになった、メタリックブルーのペンタブレット。

　そう、こいつもまたリペイントの力を持っている。それを行使する目的はただ一つ──。

「チナツたん、もらったっ！」

　ヒュッ！　とペンが空を切るや、チナツの身体からだに変化が起きた。

　いや、正確には身体ではない。彼女の下半身を覆おおう制服のスカート。その丈たけだ。

　まるでペン先で横一文字に切り裂さいたかのように、スカートが一気に短くなった。それも、中が見えそうで見えないぐらいギリギリに──というならまだいいけど。

「きゃぁっ！　何コレっ？」

　慌あわてて両手でスカートの前後を押さえ、下に引っ張るチナツ。が、そんなことをしたって、詰つめすぎた裾すそからはみ出した、可か憐れんなピンクの下着は隠かくしきれない。

　ええ、バッチリ見えてますよ？　チラとかそんなレベルじゃないですよ？

「か、会長っ？」

「だ、ダメよ葛かつ本もとくん！　見てはダメっ！」

　顔を真っ赤にしてあたふたと光みつ宏ひろを叱しかるチナツ。そこへ再び月代の魔ま手しゆが襲いかかる。

「よーし、ついでにヘソも出せっ」

　月代は嬉き々きとしながら、チナツの脇わき腹ばらを制服越ごしにペンでなぞった。

「きゃぅっ！」

　不意に走った絶ぜつ妙みような感かん触しよくに、チナツが思わず悲鳴を上げる。それと同時に、今度は上着にも変化が起こる。

　こちらも裾が急激に詰まり、腰こしから胸下辺りまでの布地が、一いつ瞬しゆんにして消しよう滅めつした。

　無む駄だな肉のないなだらかなお腹なかと、その中央に控ひかえ目に窪くぼんだ可愛かわいらしいオヘソが丸見えだ。さらにその上では、たわわに揺ゆれる二つの果肉の下半分が、やはりピンクの下着に包まれてチラチラと……。

「な、何なんだこれは……」

　光宏は茫ぼう然ぜんとしながら、突とつ如じよあられもない姿になった会長を、まじまじと見つめてしまった。

　ついさっきまでの清せい楚そな制服が、今やすっかり破は廉れん恥ちな代しろ物ものに変化している。ていうか、もはや制服じゃない。何というか、行きすぎたビキニ？

「うん、いいねいいねー。どうよ少年、感想は？」
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　月つき代よがニヤニヤしながら、こちらに意見を求めてくる。

「生徒会長といえば品行方正。だからこそ、こんな恥はずかしい格好をさせた時の興奮ったらないわけよ。このままチナツたんが無理やり全校生徒の前でスピーチさせられるとことか、想像してみ？」

「い、いや、そんなイケナイ想像、僕にできるはずが……」

　……あー、きっと「クッ、私生徒会長なのに、こんな恥ずかしい格好で……」とか思いながら、それでも気き丈じようにスピーチするんだろうなぁ。でも顔は真っ赤で、目は涙なみだで潤うるんで、剝むき出しの美び脚きやくをフルフル震ふるわせて……あ、つい想像しちゃった。

「こ、こらっ！」

　とりあえず光宏は逆ギレしてみた。それに応こたえたのは、月代ではなくチナツの方だ。

「葛本くん！　何を考えてるのっ！」

「は、はい！　すみませんっ！」

　さすがは生徒会長。光宏の心の中など、すっかりバレバレだ。

　両りよう腕うでを駆く使しして、剝き出しになった部分を必死に隠そうとしながら、チナツはなおも説教してくる。

「わ、私でそんなヘンナコトを想像するなんて……あなたそれでも生徒会の一員なの？　今までも私のこと、そんないやらしい目で見てきたの？　ねえどうなの？」

「あう、ごめんなさい！　ごめんなさい！」

　怒ど鳴なられて、光宏はペコペコと頭を下げ続ける。そんな情けない男を見て何を思ったか、月代は「あーあ」と一つ溜ため息いきを漏もらした。

「やってらんないね。せっかく萌もえっ娘こがこんなエロい格好してんのに、男子のキミがそんな反応だから、いつも盛り上がらないんだよ」

「何だよ、その『盛り上がる』ってのは」

「うん、もっとこう、本能に身を任せてほしいというか、そんな感じ？」

　いや、拙つたないだろそれは。いろいろな意味で。

　しかし──今回の光宏が、いつにも増して役立たずなのは確かだ。チナツがこれだけ酷ひどい目に遭あっているのに、いつものように助けることも、間ま違ちがって月代に加担することもない。ただ怒おこられて謝っているだけなのだから。

「しょうがない。また盛り上げ役を出そう」

　月代はそう言うや、ペンを振ふるって、空中に素す早ばやく何かを描かいた。

　彼女は紗さ衣えと同じ力の持ち主。描いた絵も、もちろん実体化する。ただしそれは萌えっ娘じゃない。もっとこう、何と言うか特とく殊しゆな……。

「……タコ？」

　チナツが訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。空中でたちまち実体化して、生徒会室のど真ん中にデンと降り立ったのは、どこからどう見ても巨きよ大だいなタコだった。

　一応たこ焼き屋の看板みたいに、コミカルになってはいるが、用よう途とが用途だけに笑えない。え、用途とは何ぞやと？　はい、ご想像にお任せします……。

「さあ、チナツたんを搦からめ捕とりなさい！」

　嬉うれしそうに叫さけぶ月代。その命令に合わせ、タコは八本の足をウネウネと振り回し、勢いよくチナツに襲おそいかかってきた。

　だが、今のチナツに防ぐ術すべはない。少しでも手足を動かそうものなら、恥ずかしい部分があちこちはみ出してしまうはず。

　そう、まさに絶体絶命のピンチだと、誰だれもが思ったその時──。

「いい加減になさい、月代さん！」

　不意にチナツが叫んだ。いきなり手足をピンと伸のばし、仁に王おう立ちになって。

　弾はずみでピンクの下着が上下お揃そろいで丸出しになった。

　が、すでに怒いかりに燃えた彼女は、そんなことなど気にしない。恥じらいの欠片かけらも見せぬ堂々ぶりと、その声の力強さに、迫せまっていたタコ足がピタリと止まる。

　いや、タコだけじゃない。月代も、そして光みつ宏ひろも、今のチナツの様子に何かを感じ取り、思わず背筋を凍こおらせる。そんな二人と一いつ匹ぴきに向かって、会長はさらに叫んだ。

「前に教えたはずよ！　萌えとエロは違うって！」

「あの会長、今の台詞せりふは何……？」

　光宏は冷ひや汗あせを浮うかべながら訊たずねた。うん、何かこう、すごくどこかで聞き覚えのあるような……。

「何もかにもないわよ、葛かつ本もとくん。月代さんの萌え感が間違っていることを、ちゃんと教えてあげないと！」

「いや、あのですね、会長？」

　何これ。まるでどっかの誰かさんそっくりなんですけど。

「おい煩ぼん悩のう少年」

　同じく異変に気づいた月代が、チナツから一歩離はなれてこちらを見た。

　目が笑ってない。ていうか、どんよりしてる。何が言いたいか、すごく分かる。

「これ……紗衣なんじゃない？」

　月代は顔面中の生気を失いながら、案の定そう言った。

　光宏は──黙だまって頷うなずくしかなかった。

　ああ、そのとおり。間違いなく紗衣だ。今のチナツ会長の性格は、どこからどう見ても北きた原はら紗衣そのままだった。

「ねえ、なぜに紗衣？」

「訊きくな……」

　月つき代よの問いかけにも答えようがない。

　なぜにって？　理由はすぐに思いつく。

　自分はずっと妄もう想そうしていたのだ。生徒会長は優等生でなければならない、と。どこまでも完かん璧ぺきで、誰からも一目置かれていなければならない、と。

　そして、そんな会長に尽つくして好かれて仲良くなって、周りからいろいろ噂うわさされて──。

「ああ、全部北原さんだ……」

　何のことはない。これ、すべて紗衣を巡めぐる諸もろ々もろのイメージと重なるものだった。

　そう、優等生萌えとかじゃない。ただの「紗衣萌え」だ。単に現実の紗衣がなかなか光宏の期待に応えてくれないから、ついついチナツ会長を紗衣風味に仕立ててしまったというだけのことだ。もちろん、現実よりもかなり光宏に優やさしいというおまけつきで。

　そして、紗衣がそんな優等生のチナツ会長にしっくりこなかった理由も、今なら分かる。

「そりゃそうだよな。自分相手に萌もえるわけないよな……」

　おそらく紗衣も本能的に、チナツと自分が似ていることに感づいていたのだろう。だからしっくりこなかった。優等生かドジっ娘こかなんて、全然関係ない。

　しかし、もし紗衣が、チナツのイメージがストレートに自分をなぞったものだと知ったら──言い換かえれば、光宏が相変わらず自分にハァハァしていると知ったら──果たしてどう思うだろうか。

「愕がく然ぜんとしてどうしたの、葛本くん？」

「いえ、何でもないです！」

　紗さ衣え的な口調でチナツに話しかけられ、光宏は大きく後あと退ずさった。もはや彼女のあられもない姿に、トキメキを覚える余よ裕ゆうはない。それから慌あわてて月代の方を見ると、あっちもあっちで固まったまま動こうとせず。

「おい月代」

「うぇ？　なに？」

「お願いだ、チナツ会長をドジっ娘にリペイントしてくれ！　北原さんが戻もどってくる前に早く！」

「は？　冗じよう談だん言わないでよ。何で私が紗衣似の女をドジっ娘にして、ヤラシーことしなきゃならんわけ？」

　いや、誰もそこまでしろとは言ってないんだけど。

「お断りだよ！　絶対お断り！　私、二次専だから！　いくらチナツたんが萌えっ娘だからって、知り合いそっくりなのはダメだから！」

　どこか共感できることを口走りながら、月代は急いでペンを振ふるい、オバケダコを二次元世界へと消し去った。すでにその顔からは、戦意も欲よく望ぼうも窺うかがえない。ただ自分の手を出そうとした美少女が、己おのれのライバルそっくりだったと気づいて、ショックに打ちのめされている。

　と、そこへよせばいいのに、さらなる駄だ目め押しが──。

「……何をしてるのかしら。月代さんも、葛本くんも」

　こちらは紛まぎれもない紗衣本人の声が、ドアのところから響ひびいてきた。

　振り返れば、そこには瞬またたき一つしない怒いかり状態の二次専様が、何やら仁王立ちになっていた。

　そりゃ怒おこるのも無理ない。ニセの呼び出しでしばらく待ち惚ぼうけさせられた上、戻ってきたら自分の嫁よめが半はん裸らになってるんだから……。

「二人とも、私のチナツに何をしていたのかしら？」

「あ、紗衣。何だよこのチナツたん、まるで紗衣そっく……ふんぐっ？」

　真相を言おうとした月代を、光みつ宏ひろは慌てて羽は交がい締じめにし、手で口を塞ふさぐ。しかしその様子に、紗衣はまたもこめかみを引きつらせる。

「……葛本くん、まさか月代さんにもヘンタイ的行こう為いをするつもり？」

「いやそれすっごく誤解ですから！」

「もう許さないわ！　チナツ、リペイントするわよ！」

　ああもう、聞いちゃいない。

　すべてを諦あきらめた光宏の見守る中、紗衣は足早にチナツのもとに走り寄ると、あのピンクのペンを取り出した。そして有う無むを言わさず、その全身にリペイントを施ほどこしていく。

　つい今までの恥はずかしい制服が、瞬く間に元に戻る。さらにその、紗衣そっくりだった性格も──。

「お姉さま！　私の制服、直していただいてありがとうございますぅ！」

　うん、どうにか修正されたようだ。ただ、「お姉さま」という呼ばせ方は──いや、今はツッコんでる場合じゃない。

「さあ、お返しよ、チナツ！」

「はいっ！　葛かつ本もとくんも月代さんも、もう許しませんからねっ！」

　チナツはそう言うや、己の胸むな元もとに縫ぬいつけられた剣けんの紋もん章しように、スッと両手をあてがった。

　同時に紋章が光り輝かがやき、そこから本物の一ひと振ふりの剣が現れる。これこそ紗衣が設定した、チナツの特とく殊しゆ能力に違ちがいない。

　紗衣は、戦うヒロイン萌えでもあるのだ。

「我々生徒会は、常に正義と共にあります。正義とはすなわち、この剣のこと。私は生徒会の人間として、正義の名のもとに、この剣を振るうのでちゅ！」

　せっかくの決め台詞ぜりふを最後の最後で嚙かみつつ、チナツは剣を手に、颯さつ爽そうと光宏と月代に躍おどりかかった。

　割と洒落しやれにならない悲鳴が、放課後の生徒会室に響いた。




　　　　５




　……でまあ、当然のことながら、幸い怪け我がもなく。

「私帰るっ！　煩ぼん悩のう野や郎ろうのばかーっ！」

　ゴスロリドレスを切り裂さかれ、やたらとミニスカートにされた月つき代よが、泣きながら勢いよく生徒会室を飛び出していった。

　もっとも、さすがに下着が見えるほどではないが。というか、むしろちょっと似合ってるかも……と光宏はズボンを押さえながら思った。

　こちらはベルトとホックを切られたせいで、手を離はなすと落ちてしまう。これでさっきのチナツとお相子だ。ていうか、自分は何もしてないんだけど。

「ほんと、懲こりない子ね」

　紗衣は澄すました顔で月代を見送ると、こちらに向き直った。何が言いたいか──は、何となく分かる。

「ところで葛本くん、私がいない間に勝手にチナツを呼び出すなんて、どういうことかしら？」

「はい。言い訳はしません……」

　制服の件はともかく、そもそも会長を召しよう喚かんしたのは光宏だ。素す直なおに謝るしかない。

　まあ、その会長が実は原作者そっくりだったと気づかれずに済んだのは、不幸中の幸いだったが。もし紗さ衣えがあの場ですぐにリペイントをしてなければ、今いま頃ごろさらなる修しゆ羅ら場ばになっていただろう。

「お姉さま、もうその辺で許してあげてください。葛本くんも、悪気があってやったわけじゃないでしょうから……」

　ふと横から、チナツが助け船を出してくれた。ドジっ娘ことはいえ、この優やさしげな性格はありがたい。

「そうね、チナツに免めんじて、今回は大目に見るわ。……どうせ葛本くんのことだから、また同じようなことを繰くり返すんでしょうけど」

「面めん目ぼくないです。はい……」

　顔を赤らめ呟つぶやく光宏。こればかりは男子として制せい御ぎよできるものじゃない。さすがは北きた原はらさん。よく分かってらっしゃる。

　まあ、それはそれとして──。

　光宏は改めて、紗衣とチナツを交こう互ごに見た。先ほどから、ちょっと気になっていることがあるのだ。

　紗衣はなぜ、いきなり会長を「チナツ」と呼び捨てにしているのか。あと、会長が副会長に向かって「お姉さま」ってのも不自然じゃないか？

「さあ葛本くん、席に着いて」

　紗衣はそう言うと、自分もさっきのパソコンの前にいそいそと腰こしを下ろした。

　どうやらまた生徒会ごっこが始まるらしい。チナツもすぐさま上座に立って、昨日のように会議の幕開けを告げる。

「ええと、ではこれより、今月の生徒会会議を始めたいと思います。本日の参加者は──」

　チナツの目が、紗衣と光みつ宏ひろとを交互に見た。そして何を思ったか。

「生徒会長、北原紗衣さん」

「はい」

「生徒会書記、葛本光宏くん」

「……あの、ツッコんでいいですか？」

「そして副会長の私、チナツです。よろしくお願いしますっ」

「いや、だからツッコませてくださいってば」

　なぜにあなた唐とう突とつに降格してるですか。しかも紗衣が会長って、いったい。

　不思議がる光宏。だが紗衣は相変わらず澄ました顔で、こんなことをのたまった。

「葛本くん、私、今さっきようやく気づいたの」

「はあ。何をです？」

「生徒会長萌もえという属性は、私にはなかったのよ。あるのはそう、副会長萌えよ！」

　だからこそチナツは副会長になったのだ、と──彼女はそう言いたいらしい。

「で、私が生徒会長で、ドジっ娘副会長にいっぱい頼たよられるの。このシチュエーションが最高なんじゃないかって思ったのだけど、どう？」

「いや、どうもこうも、マニアックすぎますから」

　何だ「副会長萌え」って。ていうか北原さん、単に女の子に「お姉さま」って呼ばせたいだけなのでは？

　よっぽどそう言いかけた光宏だが、ここでとやかく指し摘てきするわけにはいかない。なぜなら自分の生徒会長イメージだって、正当さの欠片かけらもなかったわけで。

「さあチナツ、議題書を配るのよ！」

「はいお姉さま！」

　元気よく返事をして、チナツ副会長がプリントを手に、派手にすっ転ぶ。そんなあまりにもベタベタすぎる展開に、「あらあら♪」とか言いながら駆かけ寄る紗衣を見ていると──光宏はだんだん、今回のことがどうでもよく思えてきた。

（まあ、どうせ生徒会長は、誰だれがやったって生徒会長だよな。役職そのものに萌えるわけじゃないんだし……）

　そんな言ってはならない一言を、つい口走ろうとした時。紗衣がふと、こちらを見た。

「ねえ葛かつ本もとくん」

「何ですか？」

「私……来年、生徒会長に立候補しようかしら」

　いったい何を言い出すのかと思えば。まあ、もしそれが実現するなら、ある意味光宏の理想には近づくけど……その前に、一つ大事なことがある。

「北原さん、言っときますけど、生徒会ってただの雑用係ですよ？」

「そうなの？　生徒達の頂点に立って、絶対的権力で学校を動かすのではないの？」

「それ、漫まん画がとかラノベの話ですから……」

　案の定、現実を見てない紗衣は、激しく勘かん違ちがいしていたらしい。

　光宏は苦く笑しようし、こっそり思った。

　北原さん、あなたは生徒会長には向いてません──と。
















　ある少年の決意──萌え、やめます！










「葛かつ本もとくん、どうしてあなたはいつもいつも、そうやって私の嫁よめを奪うばうわけ？」

「あぅ、ごめんなさい、北きた原はらさん……」

　今日も今日とて放課後の教室で、葛本光みつ宏ひろはクラスメイトの北原紗さ衣えに向かって、全力で頭をペコペコ下げ続けていた。

　その横では、少女が一人ポカンとした顔で、お説教の様子を眺ながめている。この少女こそ、光宏が紗衣に怒おこられている原因に他ほかならない。

　彼女の名はカリン。ついさっき光宏の携けい帯たい電話から飛び出してきた、萌もえイラストだ。

　そう、イラストなのだ。本来二次元であるべき存在が、なぜかこの現実世界に立っている。何とも非常識な事態だが、二次元好きな光宏の周りでは、もうこんな奇き妙みような現象が日常化して久しい。

　ついさっきも放課後の教室に一人残り、「こんな時にカリンちゃんみたいな娘こと二人っきりだったら……」と妄もう想そうに耽ふけっていたら、携帯の待ち受け画像だったカリンが、スポンと飛び出してきた。

　で、その現場を紗衣に見つかって、こっ酷ぴどく叱しかられているわけだ。

　北原紗衣──。要するに、その「抜ぬけ出す絵」の作者である。

　清せい楚そなお嬢じよう様さま風の外見からは想像できないが、彼女は光宏に負けず劣おとらずの二次元好き。しかもネット上では、人気アマチュアイラストレーター「歌うた川がわミウミ」として活かつ躍やく中。で、カリンを始めとする自作のキャラは、みんな「私の嫁」なのだ。

　ただその嫁達には、「鑑かん賞しよう者しやの萌え心に反応して実体化する」という、困った特とく徴ちようがあった。しかも、召しよう喚かん主の願望を忠実に再現するために。

　おかげで、二次元大好きかつ大の歌川ミウミファンの光宏は、しょっちゅう嫁達を召喚してしまう。紗衣は当然それが面おも白しろくないから、こうやっていつも光宏を叱る。

　今やすっかりお約束になった光景だ。

「お姉さま、あんまりミックンを叱らないであげて？」

　カリンが萌えボイスで優やさしく光宏を庇かばってくれるが、もはや紗衣は聞いちゃいない。

「葛本くん、いくら何でもこうしょっちゅうだと、私も本気で怒るわよ？」

「はい、すみません……」

　まあ、毎日のように嫁を盗とられてちゃ、そりゃブチ切れもするだろう。

　光宏は改めて、何度も何度も頭を下げた。

　そして、下げながら悔くやんだ。己おのれの自制心の無さを。

　萌えれば抜け出す。抜け出せば紗衣に叱られる──。そんなこと、全部初めから分かっている。だったら迂う闊かつに煩ぼん悩のうを働かせないように、我が慢まんすれば済むだけなのに。

　このままでは、本気で紗衣に嫌きらわれてしまう。そんな危機感を抱いだいた光宏は、ついにある決意をした。

「……北原さん！」

「何かしら？」

　いきなり名を呼ばれて不ふ審しんそうな目を向ける紗衣に、光宏は叫さけんだ。

「僕、今日から萌えるのをやめます！」

　己の心を鍛きたえるために。紗衣に迷めい惑わくをかけないために。あらゆる萌えをシャットアウトする──。そう、いわゆる「萌え断だち」だ。

「もう二度と萌えませんから、それで許してください！」

「……葛本くん、自分のできないことは、言わない方がいいわよ？」

「いえ、できます！」

「たぶん一週間も続かないわよ？」

「続きます！」

　何の根こん拠きよもなく、光宏は叫ぶ。

　紗衣はそれを聞くと、フゥと溜ため息いきをついて言った。

「それじゃあ、とりあえず今日から一週間、我慢してみるといいわ。これを乗り越こえれば、少しは節操も身につくだろうから」

「はいっ！　一週間耐たえてみせます！」

　随ずい分ぶんと安やす請うけ合いだったかもしれない──。

　光宏がそう後こう悔かいするのは、少し後のことである。
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　さて、堂々と宣言したはいいものの。

「これ、どうしよう……」

　家に帰るなり、自分の部屋の惨さん状じように改めて気づき、光宏は思わず溜め息をついた。

　本ほん棚だなには萌え本。ゲーム機には美少女ゲーム。ＤＶＤレコーダーは深夜アニメを予約済みだし、パソコンのブラウザに登録されたお気に入りサイトもすべて萌え絡がらみだし。

「嗚呼ああダメだ！　この部屋にいたら、萌え断ちなんてできない！」

　頭を抱かかえて叫んでみる。……が、だからって、今さら手の打ちようがない。

「仕方ない。ハードル下げるか……」

　とてもすべてを遠ざけることは不可能と判断し、光宏は少し妥だ協きようした。

「本は読まなければ済むし、ゲームは遊ばなければ済む。アニメは録とり溜めておけば問題ない。萌え系サイトも見ない。これで萌え断ちにはなる……よね？」

　誰だれにともなくそう言うと、光宏は目を閉じて、一つ深呼吸をした。

　腹の底に溜まった煩悩を吐はき出すように、深く大きく。そしていま一度、心を澄すませて目を開く。

　と、そこには。

「ミックン、お帰り！」

　パソコンから抜ぬけ出したばかりのカリンが立っていた。

「な、なぜにっ？」

　思わず驚おどろきの声を上げる光みつ宏ひろ。だがカリンは相手の戸と惑まどいなどお構いなしに、無む邪じや気きにギュッと抱きついてくる。

「えへへ、さっきはお姉さまに邪じや魔まされちゃったけど、今はボクと二人っきりだからね！　さ、遊ぼ？」

　そう言ってじゃれついてくるボクっ娘こを前に、光宏はただひたすら混乱する。いったいどういうことだ。萌もえ断ちすると固く心に誓ちかった以上、こんな風に二次元娘が出てくるなんてこと、あり得ないはずなのに──。

「……いや、違ちがう。あり得るのか」

　おそらく、「禁断症しよう状じよう」というやつだ。

　まあ、そこまで言うと大おお袈げ裟さかもしれないが、禁酒や禁きん煙えんを実行中の人が、妙みようにイライラしやすいという話は聞いたことがある。たぶんそれと同じだ。

　とにかく抑よく制せいすればするほど、求める心は強くなるもの。萌え断ちを決意した自分の場合、召しよう喚かん癖へきの暴走という形で、それが表れたらしい。

　……開始から一時間も経たってないけど。

「ねぇねぇ、ミックン。遊ぼうよぉ。あ、ゲームしよ、ゲーム。この萌え萌えな女の子が戦う格ゲー。早く全キャラ解放しなきゃって、アクション苦手なのに毎日頑がん張ばってたよね？　ボク手伝うから、一いつ緒しよに隠かくしキャラ出しちゃお？」

「だ、ダメだ！　僕をそんな風に誘ゆう惑わくしないでくれ！」

　とんでもない悪あく魔まの囁ささやきに、光宏はそう叫び返すと、慌あわててベッドに潜もぐり込み、頭から布ふ団とんをすっぽり被かぶった。

　さすがは二次元。こちらの願望を忠実に反映している。何と恐おそろしい娘だ。

「あれれ、ミックン、寝ねちゃうの？　ボクつまんないよぉ。……あ、それとも、もしかしてボクに添そい寝してほしいのかな？」

「うぅ、許してください……」

　もう無邪気キャラでも何でもない。

　光宏は己おのれの煩悩と必死で戦いながら、布団の中でガクガク震ふるえ続けた。

　葛かつ本もと光宏の萌え断ち。その一日目である。




　二日目。

「ご主人様、この萌え萌えでエロ度高めのライトノベル、まだ読どく了りようされてませんでしたわね。わたくしが読んでさしあげますわ」

　真っ赤なメイド服に身を包んだ二次元お姉さんが、魅み惑わく的な声で囁きかけてくる。彼女の名はアサミ。やはり紗さ衣えが以前描えがいた、どＳなキャラだ。

「さ、ご主人様、この栞しおりを挟はさんだところからですわよ。ええと……。

　──あの『縞しまパン事件』から三日。あれ以来、ミオの様子がおかしい。今日も今日とて、彼女はボクを見るなり怒おこったような顔で睨にらみ、そして叫さけぶ。

『あ、あんたなんかただの幼おさな馴な染じみのくせに、こないだはあたしのパンツで、よくもコーフンしてくれたわね！　こ、こんなもん、ちっちゃい頃ころからずっと見せてきたんだからっ！　あたしは何とも思ってないんだからっ！』

　そう言うと、あろうことか自分からミニスカートをバッと捲まくり上げ、あの時と同じ柄がらのしましまぱんちゅを──」

「アサミさん、お願いですから静かにしてください……」

　机に向かって宿題などしている最中、突とつ然ぜん携けい帯たい電話から飛び出して、よからぬ朗読を始めたメイドに、光宏は半ベソで懇こん願がんした。

　とはいえ、そこは相手もＳ。ご主人様の言うことなんて、素す直なおに聞くはずもなく。
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「では、次のサービスシーンまでスキップでよろしいですか？　ちなみにここの挿さし絵えですけど、ヒロインの下着がバッチリ描かれてます。フフ、見たいですか？　そりゃ見たいですよね。ご主人様ってば、こういうの大好きですものね。ほんと、やらしいご主人様♪」

　アサミに言葉責めの限りを尽つくされ、光宏は泣きながらノートのページを捲めくる。




　三日目。

「ミックン、この深夜アニメ、本当は見たいんでしょ？　私が一緒に見てあげるんだから、感謝しなさい」

　ツンデレツインテール娘のユキに勝手に決めつけられて、光宏は頑かたくなに首を横に振ふる。

「ユキちゃん、アニメはいいんだ！　ちゃんと録画してあるから心配しないで！」

「な、何よぉ、人がせっかく親切で言ってあげてるのに……。そ、そんなだったら、もう二度と誘さそってあげないんだからね？　あんたなんか、一生アニメ見れないで泣いちゃえばいいんだからぁっ！」

　もう何が何だか分からない。なぜに一生？

「だいたいミックンが見たがってるこのアニメ、内容がエッチすぎるわよ！　何これ？　『ひょんなことから一緒にお風ふ呂ろに入ってしまった主人公とヒロイン。果たして二人の運命は？』って……。わ、私は全然興味ないんだからね？」

「ユキちゃん、そっちのは再放送だから！　もう続き分かってるから！」

「そうなの？　……じゃあ何で予約してるのよぉっ！」

「あぅ……」

　もういちいち反論もできない。ていうか深夜ぐらい、素直に寝かせてほしい。




　四日目。

「ミックン、あのね……また一緒にお風呂に入って──いい？」

　こちらの頑なな態度に苛いら立だってか、ついに萌もえキャラ側も、実力行使に出てきたようだ。

　今日の小こ悪あく魔まは、スクール水着に身を包んだナギサ。本当は恥はずかしがり屋のくせに、大だい胆たんな台詞せりふと身体からだで迫せまってくる。

「ナギサちゃん、そんなのダメだよ！　だって僕達、性別違ちがうし！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。だ、だってわたし、水着だもんっ！」

　顔を真っ赤にしながら叫ぶナギサ。ああ、これで萌え断だち中でなければ──いやいや、何もしませんよ？　本当ですよ？

「とにかく！　今日は僕、お風呂入らないから！」

　光みつ宏ひろは強きよう硬こう手段に出ると、そのまま布ふ団とんを被かぶって寝ねた。

　布団越ごしにスク水娘むすめが何度も身体を押し付けてきたが、必死で堪こらえながら寝た。




　五日目。

「光宏さん、昨日はちゃんとお風呂に入らなかったでしょ～。ダメですよ？　フフ、さあ、身体フキフキしてあげますね？」

「メイさん、お願いだから脱ぬがさないでください……」

　明け方からナース服の天使にベッドで襲おそわれ、光宏はあたふたと逃にげ惑まどった。

「大丈夫ですよ～。身体を拭ふくのはナースの務めですから♪」

「いや、自分でできますし、だいたいシャワーぐらい浴びれますから！」

　そう言って風呂場へ逃げ込み、内側からしっかり施せ錠じようする。これで入ってこれまい。

「光宏さ～ん、開けてください～。もう、悪い患かん者じやさんはオシオキですよ？」

　磨すりガラスのドアをドンドン叩たたくメイは、もはや慈じ愛あいに満ちた天使とは思えない。その誘ゆう惑わくを断ち切るため、光宏は頭からシャワーの冷水を浴び、煩ぼん悩のうを振り払はらおうとする。

「耐たえろ、耐えるんだ。ここでいつもみたいに流されたら、もう北きた原はらさんに顔向けできなくなる……」

　一週間、萌えなしで生きると約束した。だから、何としても乗り越こえるのだ。

　紗さ衣えに認めてもらうために。




　六日目。

「お客様、食後のデザートに、ナナコ特製のフルーツパフェはいかがですか？」

　笑え顔がおの眩まぶしいウェイトレスのナナコが、土曜日の夜を襲しゆう撃げきしてきた。そのはだけた身に、刻んだフルーツを惜おしげもなく盛りつけて。

「いえ、間に合ってます！」

　ギュッと目を瞑つぶり、相手を見ないようにしながら、光宏は言い返した。

「あま～いシロップもお付けしますよ？」

「それも間に合ってます！」

　水をかぶってまで固めたこの心。フルーツ盛りごときで崩くずされてなるものか。




　そして七日目。ついに最大の試練がやってきた。

「葛かつ本もとくん、今日は日曜日だから、お姉さまのサイトが更こう新しんされてるかもしれないわよ」

　生徒会副会長──という設定の萌もえっ娘このチナツが、光宏の部屋に現れて、そんなことを言ってきた。

「もう月曜からずっと覗のぞいてないんだもの。チェックしたくて、うずうずしてるんでしょう？　ほら、我が慢まんしないでいいのよ？」

「だ、ダメですチナツ副会長。いくら北原さんのサイトだからって、今の僕は萌えを──」

「……なぜ断つの？」

　耳元で、チナツが訊たずねた。

　その口から漏もれた吐と息いきに、思わずぞくり、と鳥とり肌はだが立った。

「葛本くんが萌え断ちした理由──。それは、大好きなお姉さまに嫌きらわれたくないから。なのに、そのお姉さまのサイトを見ないなんて、いくら萌え断ち中でもあり得ないわ」

「そ、それは……」

　正論かもしれない。

　光宏は呻うめき、ついチナツの言葉に頷うなずいてしまいそうになる。

　その気持ちを後押しするかのように。

「──素す直なおになりなさい」

　チナツが囁ささやいた。まるで、紗衣のような声で。

　素直に、か。ああ、チナツ副会長の言うとおりかもしれない。

　毎日欲よつ求きゆう不ふ満まんで美少女を召しよう喚かんしておいて、萌え断ちも何もない。そんなことで悶もん々もんとするぐらいなら、下らない決意なんかとっとと捨てて、楽になるべきじゃないのか？

　すぐ目の前にパソコンがある。今はブラウザが開かれていないが、ほんの少しマウスでいじれば、瞬またたく間に紗衣のサイト「ミラージュ・ネル」にアクセスできる。

　そこにはいつものように、カリンやアサミがいて。

　ユキが、ナギサが、メイが、ナナコがいて。

　それから、まだ見ぬ新作の美少女がいて。

　ああ、アクセスしたい。アクセスして、思う存分萌え狂くるいたい──。

「……決まりね」

　光みつ宏ひろの心の声を読み、チナツは満足げに頷いた。

　いや、読んだのではない。彼女の誘惑自体、初めから自分が心に望んだものなのだから。

　光宏は、震ふるえる指をマウスに伸のばした。

　そして──。
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　翌日。月曜日の夕方。

　あの萌え断ちを決意した瞬しゆん間かんから、ちょうど百六十八時間が経過していた。

　葛本光宏はそれを想おもいながら、放課後の教室でひとり佇たたずむ。

「耐えきった……」

　そして、感かん慨がい深い溜ため息いきをついた。

　耐えきった。そう、耐えきったのだ。あの最後の試練さえ、自分は乗り越えてみせた。

　まあ、「ここで新作の萌えっ娘を召喚したら、やっぱり北原さんに激しく叱しかられるんだろうなぁ……」と、最後の理性が働いて我に返っただけだが。

　それでも七日目を乗り越えれば、あとは早い。日が替かわって月曜日。この放課後をもって一週間。光宏はあらゆる誘惑に勝ち、ついに萌えの呪じゆ縛ばくから解放された。

　その心の何と清すが々すがしいことか。ああ、夕ゆう陽ひが目に染しみる。

「頑がん張ばったね、ミックン」

　ふとポケットの携けい帯たい電話から、カリンの声がした。

　取り出して中を覗くと、待ち受け画像の彼女がニッコリ微ほほ笑えんでいた。

「ボク、感動しちゃったよ。いっぱい誉ほめてあげるね♪」

　そう言うや、カリンはモニターを潜くぐり抜ぬけて、放課後の教室に実体化してくる。

　いや、カリンだけじゃない。その後に続くようにして、アサミが、ユキが。ナギサがメイが。ナナコがチナツが──。

「ご主人様、ご立派ですわ」

「な、何よ。べつにあんたが成し遂とげるなんて、全然信じてなかったんだからね？」

「ミックン、おめでとう。これでゆっくりお風ふ呂ろに入れるね♪」

「お身体からだもふきふきできますね♪」

「きれいな身体になって、フルーツもてんこ盛りですよ♪」

「さあ、お姉さまに報告しましょう」

　次々と飛び出してきては、光宏の快挙を口々に誉め称たたえる。

　彼女達は決して悪あく魔まなんかじゃない。光宏の心を鍛きたえるため、大いに頑張ってくれたのだから。

　光宏はニッコリと微笑み、「ありがとう」と心から礼を言った。

　その時──背後でガラッとドアが開いた。

　見れば、紗さ衣えがいつものポーカーフェイスで、そこに立っていた。

「葛かつ本もとくん」

「はい、何でしょう」

　光宏は笑え顔がおで訊たずねる。最後に彼女からの「よく頑張ったわね」という優やさしい言葉が聞きたくて──。

　その心に応こたえるかのように、紗衣が口を開いた。

「……私の嫁よめを七人も侍はべらせて、なにニヤついてるの？」




　かくして一週間、光宏の新たな萌もえ断だちが始まった。
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　葛かつ本もと光みつ宏ひろが、誰もいないはずの空き教室でその少女に出会ったのは、昼休みのことだった。

　ちょうど廊ろう下かを歩いていたら、ふとドアの前で小さな物音を耳にした。それで気になって覗のぞいてみたら、いた。

「だ、誰……？」

　埃ほこり臭くさい薄うす闇やみの中、唐とう突とつに現れた見知らぬ人ひと影かげを前に、恐おそる恐る訊たずねる。だが相手は何も言わず、どこか儚はかなげな眼まな差ざしで、こちらをまっすぐに見つめ返してきた。

　中世ヨーロッパ風の鮮あざやかな赤いドレスを身にまとい、ひとり床ゆかの上にしゃがみ込む少女。剝むき出しの肩かたに膨ふくらんだロングスカートと、まるで昔の社交界から抜ぬけ出てきたかのような出いで立ちだ。

　歳としは自分より少し下か。身体からだつきから見てまだ幼い。しかしその美び貌ぼうと、床まで垂れた長いブロンドヘアーは、早くも光宏の心を虜とりこにしようとしていた。

　ただ、問題が一つ。よく見たら、彼女は「生身」ではなかった。

「……ああ、絵だ」

　実に見たままの事実を、光宏は口にした。

　艶つややかな金きん髪ぱつも、淡あわ雪ゆきのような白い肌はだも、現実のものとは違ちがう。デジタルな彩さい色しきと陰いん影えい処理を施ほどこされた、いわゆるＣＧ。俗ぞくに言う二次元の「萌もえっ娘こ」だ。

　で、その萌えっ娘が、キャンバス内に収まることなく、こうして三次元世界の空き教室にいるという、不可解な事態が起きているわけだが──。

　まあ、驚おどろくほどのこともない。光宏にとっては、いつものことだ。

「北きた原はらさん、新作描かいたんだ……」

　そう呟つぶやいて、光宏は目の前の美少女を改めてマジマジと眺ながめた。

　初めて見る顔だが、その絵え柄がらはすっかり見慣れている。思い浮うかぶ作者はただ一人。クラスメイトの北原紗さ衣えだ。

　北原紗衣──学校一の美少女にして、学校一の優等生。そして光宏の片かた想おもいの相手。しかしその清せい楚そな大和やまと撫なでし子この外見とは裏腹に、実は萌えっ娘にハァハァするのだけが趣しゆ味みという、冗じよう談だんの塊かたまりみたいな人だ。

　加えて彼女は、ネット上で活かつ躍やく中のアマチュアイラストレーター「歌うた川がわミウミ」でもある。まあ、単に趣味で美少女イラストを描いているだけだが、これがプロ顔負けなほど上手うまい。というか、上手すぎるせいだか何だか分からないが、こうしてちょくちょく抜け出してくる。

　そう、パソコンの画面に収まっているはずの柔やわらかそうな萌えっ娘が、立体化して出てくるのだ。

　あり得ないだろ、というツッコミは今さら抱いだく気にもなれない。何しろ光宏自身、絵から出てきた美少女達には、散々振ふり回されているのだし。ていうか、目の前にいるし。

「ええと、こんにちは」

　新たな紗衣の「嫁よめ」を前にして、光宏はとりあえず挨あい拶さつなどしてみた。

　おそらく紗衣自身が、イチャイチャしたくて抜け出させたのだろう。もっとも、その紗衣の姿は見当たらないけど。

「あの、北原さんはどこに？」

　そう訊ねた途と端たん、不意にドレス姿の少女が口を開いた。儚げな瞳ひとみに涙なみだを滲にじませ、剝き出しの肩を震ふるわせて。

「──助けて」

　澄すんだ音色のような萌えボイスで、光宏に助けを求めてきた。

「──助けて、王子様！」

「お……？」

　誰だれが？　ていうか、何それ？

　いきなり出てきた慣れない単語に、ついポカンとしてしまう。しかしよくよく見れば、彼女の姿がどこかおかしいことに気づく。

　ドレス姿なのはさっきも言ったとおり。が、普ふ通つうドレスに手錠は付かない。

　そう、少女はその手に、重々しい鉄の枷かせをはめられていた。

　きらびやかな衣い装しようとは裏腹に、残ざん酷こくな装そう飾しよくが施された細い手首。まるで囚しゆう人じんのようだが、これは──やはり紗衣が描いたのだろうか。まったくもって彼女らしくない作風だ。

「北原さん、どうしちゃったんだろ。大事な嫁に手錠をかけるなんて……」

　……いったいナニするつもりですか？

　ついついイケナイ想像が頭をよぎってしまう。いや、よぎらせている場合ではないけど。

「い、今助けるからね！」

　とにかく反射的に、光宏は少女のもとに歩み寄った。と、その時。

「危ない！　後ろです！」

　少女が叫さけんだ。

　とっさに光宏が振り返ろうとした刹せつ那な、ポカンという地味な打だ撃げき音が、後頭部に響ひびいた。

「え？」

　べつに痛みはない。ただ、驚いて声が出た。

　そして襲しゆう撃げき者しやの正体を見み極きわめようと、背後を見た瞬しゆん間かん。

「えええっ？」

　別の意味で声が出た。

　何だかよく分からないものが、そこにいた。

　とりあえず、人の形はしている。顔があって身体がある。ただ、やはり生身ではない。

　じゃあ絵なのかと訊きかれると──まあ、「絵」だ。絵には違いない。

　十秒ぐらいで描き殴なぐったような、ヒドイ落書きだけど。

「……何だコレ？」

　唐とう突とつに現れた妙みようなものを見つめ、光みつ宏ひろはそう呟くしかできなかった。

「気をつけて！　その者は私をさらった悪い魔ま女じよです！」

　ドレスの少女がなんか言った。あまりに無視したいような意味合いのことを。

　いや、魔女もへったくれもない。落書きだ。彩さい色しき処理はされてないわ、線は雑だわ、立体感はないわ。おかげで抜ぬけ出したはいいが、ただの立て看板みたいになっている。

　で、それが地味にグラグラ動いて、なおも光宏を殴ろうとしてくるわけだ。

「魔女って、これ……」

　何の迫はく力りよくもない落書きアタックを手で受け止めながら、光宏は眉まゆをひそめた。

　とんがった目といい、黒く塗ぬられた身体からだといい、確かに悪者っぽい外見はしている。でも、魔女はない。こんなのが魔女なら、世の大半の落書きは大魔王だ。

　しかも手に何か持ってるし。何だこの鳥っぽいの。あ、もしかしてヒヨコ？　……って。

「これ、月つき代よじゃないか！」

　紗衣のかつての萌え仲間にして、今はライバルとなったヘンタイゴスロリ娘むすめのことを思い出し、光宏は思わず叫んだ。

　そう、あいつも手にヒヨコのぬいぐるみをぶら下げて、立体化した萌もえっ娘こを襲おそいにくるのだ。まさにこんな感じで──。

　とてつもなく大変なことに気づいたその刹那、不意に教室のドアが開かれた。

　見れば──そこに作者がいた。

　紗さ衣えだ。今まで姿の見えなかった召しよう喚かん主しゆだ。それが、なぜか手に箒ほうきを持って立っている。

「あ、北きた原はらさん？　ねえ、これ何とかしてくださいよ」

　落書きの対処に困っていた光宏が話しかけるも、彼女はこちらの声など聞いちゃいない。ただ箒を剣けんのように構え、一言。

「助けに来たわよ、姫ひめ！」

　なんか堂々と叫んだ。

　姫って、このドレスの少女のことか。まあ、言われてみれば姫っぽいけど。

　で、その姫が紗衣に向かって、さっきと同じ台詞せりふを繰くり返す。

「助けて、王子様！」

　いや、セーラー服の女子高生に向かって、王子様て。

　何かいろいろと間ま違ちがってるんじゃないかと首を傾かしげる光宏。それを尻しり目めに、紗衣は「任せなさい！」と胸を張ると、箒を上段に構えたまま、トテトテと落書きのもとへ走り寄る。

「ねえ北原さん、それ月代──」

「魔女よ」

　あ、言い切った。

「でも、どう見ても月代──」

「魔女だってば」

　またも言い切ると、紗衣は落書き目がけて、勢いよく箒を振ふり下ろした。

　ポカン、とこれまた何の迫力もない打撃音が、昼休みの空き教室に、地味に響いた。

　月代モドキはあっさりパタンと倒たおれた。落書きだから。

　このひたすら不毛そうな光景を前にして、ドレス姿のお姫様が、晴れやかな顔で叫ぶ。

「やりました！　魔女を倒しました！　ありがとう、素す敵てきな王子様！」

「フフ、姫のためなら容易たやすいことよ」

　で、ノリノリに答える紗衣。いったい何なんだ、コレ。

　光宏が見守っていると、姫がまたも表情を曇くもらせた。魔女が倒れたってのに、何が気に入らないのか。

「嗚呼ああ王子様、聞いてください。今私の手にはまっているのは、決して外れることのない呪のろいの枷かせ。永遠に私を苦しみから解き放つことはないのです。よよよ」

　最後のよよよは、彼女なりの泣き声だ。たぶん。

　どうやら事態は深刻らしい。だが紗衣は余よ裕ゆう綽しやく々しやくで、ポケットから何かを取り出す。

「心配いらないわ。この魔法の鍵かぎを使えば──」

「いや北原さん、それいつものペンタブレットだから」

　もうツッコミどころが多すぎる。紗衣が手にしたのは毎度お馴な染じみ、メタリックピンクのデジタルイラスト専用ペンだ。

　彼女の愛用品で、ＣＧを描かくには欠かせない道具である。しかもその効果は、抜け出してきた萌えっ娘にまで及およぶ優すぐれ物。

「さあ姫、手を出して」

　光宏の声など軽くスルーして、紗衣は姫の手首をペンタブレットでグリグリといじった。何しろ相手は絵だから、ペンを使えば自由自在に描き変えられる。

　すなわち「リペイント」だ。

　姫の手にはまっていた悪あしき手て錠じようは、こうして瞬またたく間に消去された。もっともその悪しき手錠を描いたのは、作者である紗衣本人のはずだが。

「さあ、これでもう姫は自由よ。よかったわね」

「はい！　王子様、大好きです！」

「あらあら。じゃあ私と結けつ婚こんする？」

「はい、ぜひ！」

　果てしなき自作自演の寸劇が、ついに結末を迎むかえたようだった。

　悪い魔女に捕とらわれて嘆なげき悲しんでいた姫は、現れた王子様に助けられ、二人は結婚して末永く幸せに暮らしましたとさ。って──。

「何やってんですか北原さん……」

　ぎゅーっと抱だき合う二人のシアワセそうな乙おと女め達をボケッと眺ながめながら、光みつ宏ひろは呆あきれた声で、今さらな質問を繰り返すのだった。




「ちょっと童心に返ってみようと思ったの」

　三文芝しば居いがひととおり終わった後──。白馬の王子様改め紗衣は、えらく満足げな顔でそう説明した。

　その傍かたわらには、相変わらず二次元の少女が嬉うれしそうにへばり付いている。紗衣の新作で、タイトルは「プリンセス──セシリア」。文字どおり、「姫」だ。

「囚とらわれの姫を助け出して結婚するシチュエーション。ベタなんだけど、たまにはこういうのもいいわよね」

　セシリアの肩かたをギュッと抱き、ブロンドヘアーに頰ほお擦ずりしながら、紗衣はご満まん悦えつの様子でのたまった。正直、目のやり場に困る。

「北原さん、それはもうベタというより、古典の域なのでは？」

　美少女二人のスキンシップをなかなか直視できずに、軽く目を泳がせながら、光宏はとりあえずそうツッコんでおいた。

　何だかもったいないなぁ、と思う。せっかくお姫ひめ様さまを出すのなら、そんな絵本みたいなプレイよりも、もっと他ほかの萌もえシチュエーションが再現できるはずなのに。

　例えば──そう、「こっそりお城を抜ぬけ出してきたお姫様と仲良くなって、町を案内するうちに、やがて二人は身分違ちがいの恋こいに落ち……」みたいな。いや、これもベタだけど。

　でもって、お姫様の性格なんかにも、もっとこだわりたい。今のセシリアは紗さ衣え好みの素直な娘こみたいだけど、姫ならもっと高貴な方がいい。一いち人にん称しようは「わらわ」で、ちょっぴり態度が偉えらそうで。でも世間知らずなだけで、実は結構素直だったり──。

「葛かつ本もとくん、私のセシリアを見つめてニヤニヤしないでちょうだい」

　姫を守るように抱き締しめながら、紗衣が苦言を呈ていしてきた。どうやら顔に出ていたようだ。

「たぶん葛本くんのことだから、お城から抜け出してきた世間知らずなお姫様とデートしたいとか、一人称は『わらわ』がいいとか、そんなことを考えていたんでしょうけど」

「はい、実におっしゃるとおりです……」

　何てこった。ばれてるし。

「でも、北原さんもそういうのって憧あこがれません？　王子様になってお姫様と結婚とかよりも、もっとストレートな萌え展開だと思うんですけど」

「それは葛本くんが男子だから、ピンと来ないだけよ」

　紗衣は少しムッとして、そんなことを言い返してきた。

「こういう童話のハッピーエンドって、どんな女の子も一度は憧れるものよ」

「はぁ、そういうもんですか」

　要するに、童心に返ったと。なるほど、さっき言ったとおりだ。

「私も小さい頃ころは、『白雪姫』や『眠ねむり姫』に出てくる白馬の王子様に憧れたものだわ」

　そして紗衣は、幼少期を懐なつかしむように、小さく微ほほ笑えんだ。

「へー、意外ですね」

　そんな可愛かわいらしい時代が北きた原はらさんにもあったんだなぁ、と光宏は思わず感心してしまう。いや、じゃあ今は可愛くないのかといえば、絶対にそんなことはないのだけど──。

「意外かしら。でも事実よ」

　紗衣は微笑んだまま、そう答えた。

「私もこんなかっこいい王子様になって、大ピンチのお姫様をキスで助けて、結婚してイチャイチャしたいって思ってたから」

「……ええと、北原さん？」

「やっぱり王子様って、女の子の憧れよね」

「すみません。それ、意味間ま違ちがってます」

　憧れる方向が大いにずれている。ああ、やっぱり北原さんは北原さんだ。ちっちゃい頃から、ずっとこんなだったんだ。

　ホッとしたような、いろいろとアウトのような。ていうか、どういう環かん境きようで育ったら、そんな憧れを抱くようになるんだろう。

「じゃあ葛本くん、話も終わったことだし、また後でね」

　自じ称しよう王子様な二次専女子高生は、そう言って軽く手を振ふった。暗に「出てけ」と命じているらしい。

「さあセシリア、葛本くんにはさっさと消えてもらって、残る昼休みを二人っきりで過ごしましょうね？」

「はい、王子様ぁ」

　何やら甘い声で囁ささやき合う二人の間には、割って入る余地などない。

　仕方なく光宏は、教室へ戻もどることにした。

　去り際ぎわにふと部屋の隅すみを見ると、まだ落書きの月つき代よが転がったままになっていた。

　あれ、本人が見たら何て言うだろう──。そんなどうでもいい心配が、ちょっと胸をよぎった。




　　　　２




　とまあ、そんなこんながあっての放課後。所変わって、学校の近くにある公園の、ひと気のない一角にて。

「ではミツヒロ、さっそくわらわに、この町を案内いたせ」

　すっかり口ぶりの変わったセシリアに命じられて、光みつ宏ひろは満面の笑えみでこくこくと頷うなずいてみせた。

　ああ、勝手に召しよう喚かんしましたともさ。紗衣に代わって、バッチリ自分好みの設定で。

　イラストの美少女は、鑑かん賞しよう者しやが強きよう烈れつな萌え心を抱いだくことで抜け出してくる。しかも、鑑賞者の願望を逐ちく一いち反映させてくれるという大サービスぶりで。

　ただしそれを可能にするには、作者の萌え度合いを上回らなければならないという条件がある。今現在、そんな芸当ができるのは光宏だけだ。

　まあ、単に自分の煩ぼん悩のうが激しいだけなので、あまり威い張ばれたことでもないが。だいたいこんなことが紗衣に知れたら、「葛本くん、また私の嫁よめを勝手に盗とったのね！」と叱しかられるのは目に見えている。

　それでも光宏が、帰り道の途と中ちゆうでふと思い立って公園に立ち寄り、携けい帯たい電話で紗衣のサイトにアクセス。セシリア姫のイラストをダウンロードして、それを呼び出してしまったのは──まあ、避さけられない男子の業ごうということで一つ勘かん弁べんしてほしい。

「ミツヒロ、何をニヤニヤしながら溜ため息いきなどついておるのだ？」

　セシリアが不思議そうな顔で訊たずねてきた。光宏はそれを照れ笑いで誤ご魔ま化かすと、いま一度実体化してきたお姫様を見つめてみる。

　赤いドレスにブロンドヘアーの外見は、お昼に会った時とまったく同じ。しかし口調は大きく変化した。姫ひめという身分にふさわしい、いかにも高貴そうな感じだ。

　で、肝かん心じんのシチュエーションなのだが、こちらも光宏の希望どおり。

　セシリアはやんちゃなお姫様。今日は勝手にお城を抜ぬけ出し、下々の町へお出かけ。しかし初めての場所で道に迷い困っていたところ、たまたま光宏が通りかかる。お城育ちで何も知らないセシリアは、初めて出会った同年代の男の子に興味津しん々しんになりながら、さっそく捉つかまえて案内を頼たのんでくる。逆にこちらはセシリアのことを姫と気づきつつも、あくまで知らないふりをして、案内を買って出る。かくして二人のドタバタデートが始まった、と──。

　ああ、もう完かん璧ぺきじゃないか、これ。

「ねえ、セシリアちゃん」

　すっかり浮うかれた声で、光宏はお姫様に気軽に話しかけた。一応自分も、このシチュエーションに合わせて、軽く演技する必要がある。

「ちゃん？　ミツヒロ、わらわに気安く『ちゃん』などと付けるでない」

　案の定、セシリアはプッとむくれて言い返してきた。この反応も含ふくめて、光宏の妄もう想そうどおりだ。

「セシリア様、もしくはセシリアどのと呼ぶがよいぞ」

　高貴な出であるがゆえに、世間の常識を知らないお姫様は、そんなことを光宏に命じてきた。

　しかし、もちろんそれに従うつもりはない。いや、たまにはそういう傅かしずきプレイもやりたいけど、今日はあくまでお姫様と対等に付き合うのが目的。だから光宏も、そこはわざと問い返す。

「えー、女の子に『ちゃん』を付けて呼ぶのは普ふ通つうだよ。なのに『様』とか『どの』とか……。セシリアちゃんって、まるでお城のお姫様みたいだね？」

「お、お姫様っ？　いやいや、そんなことはないぞ！　わらわが姫だなどと、それはミツヒロの考えすぎだぞ！　アハハハ……」

　あくまで身分を隠かくしているつもりのセシリアは、慌あわてて笑って誤魔化した。実にベタだ。が、そこがいい。だからこそ、光宏もベタに切り返す。

「うん、そうだよね。まさかお城のお姫様が、こんな町中をうろついてるわけないよね」

「そ、そのとおりだ。わらわは断じて姫などではないのだから、今後そのような憶おく測そくは一いつ切さい不要だ。よいな？」

「うん、いいけど、何でそんなに顔が真っ赤なの？」

「うるさい！　ええと……熱があるだけだ！」

　すごくテキトーな言い訳を並べるセシリア姫が、とても愛らしかった。

　しかし、いじるのはこれぐらいにしておこう。何はともあれデートだ。紗さ衣えのいない今なら、邪じや魔まされずにたっぷり二次元とデートができるはず──。

「じゃあセシリアちゃん、さっそくこの町を案内するよ」

「うむ、よろしく頼むぞ」

「じゃあ、まずはそこの自動販はん売ばい機きからだね」

「おお、町にはじどーはんばいきというものがあるのだなっ」

「他ほかにもブランコとかすべり台とか、いろいろあるよ」

「ほほう、それは楽しみが尽つきないな。うーん、町は素す晴ばららしいぞっ」

　……全部公園の中にあるものじゃないか、というツッコミは、敢あえてさせない。

　いや、しょうがないだろ。まさか二次元の萌もえっ娘こを引き連れて、本当に表通りを練り歩くわけにもいかないんだから。

　うん、この公園こそが「町」だ。そういうことにしておこう。どうせ彼女は世間知らずという設定だから、あまり深くは考えないだろうし──。

「ミツヒロ、このじどーはんばいきとやらは、いかなる設備なのだ？」

　販売機を指先でツンツンしながら、セシリアが興味津々に訊ねてきた。

「中に並んでおるのは何だ？　飲み物の名が書いてあるが、グラスに入っているわけではなさそうだな。ん？　このひゃくごじゅーえんというのは何だ？」

「セシリアちゃん、それはジュースの値段だよ」

「ふむ、値段というのは何だ？」

「買うのに必要なお金のことだよ」

「ほほう、して、そのおかねとは何だ？」

　ああもう、この質問、永遠に終わる気配がない。

　そうツッコみながらも、本音ではニヤニヤが止まらない。光みつ宏ひろはセシリアの世間知らずぶりを堪たん能のうしながら、財布を取り出して、コインを投入してやった。

「おお、何か出てきたぞ！」

　ガタンと音を立てて転がり落ちてきた缶かんに、セシリアがビクッと剝むき出しの肩かたを震ふるわせる。いや、そんなに驚おどろかなくても。

　光宏は苦く笑しようしながら、出てきた缶ジュースを手て渡わたしてやった。

「はい、どうぞ」

「ミツヒロ、これは何なのだ？」

「ジュースだよ、セシリアちゃん」

「ジュース……どうすれば飲めるのだ？」

　ああ、やっぱりプルトップの開け方は知らないか。

　いろいろと手がかかるなぁと嬉うれしい苦労を味わいながら、光宏はいま一度缶を取り、蓋ふたを開けてやる。それを改めてセシリアに渡わたすと、彼女は柔やわらかそうな唇くちびるを恐おそる恐る缶に押し付け、中の液体をコクンと一口──。

　ああ、女の子がジュースを飲む様子を観察するのって、なぜこうもイケナイ背徳感に襲おそわれるんだろう。

　光宏がわけの分からない感動に浸ひたる一方で、ジュースを飲んだセシリアは、満足げに表情を緩ゆるめた。

「うむ、なかなかの美味であるぞ。誉ほめてつかわす」

　そう言って自動販売機をナデナデする。まさかとは思うが、今の「誉めてつかわす」は、販売機に向かっての発言か。買ったのはこっちなんだけど。

「セシリアちゃん、それ飲んだら、次はすべり台にでも行こうか」

　まるで子供を遊ばせにきた母親みたいなことを言いながら、光宏はセシリアを促うながした。

「そのすべりだいとやらは、いかなるものだ？」

「ええと、滑り落ちる台だよ」

「そうか。滑り落ちるのか。……痛いのは嫌いやだぞ？」

「痛くはないから安心して？」

　まあ、痛かったら遊具にはならない。

　しかしセシリアはどこか浮うかない顔で、缶ジュースを持ったまま、辺りをキョロキョロしだす。いったいどうしたのかと思いきや。

「ミツヒロ、その柵さくの向こうには何があるのだ？」

　不意に不思議そうな顔で、こちらに訊たずねてきた。

　柵──要するに公園の囲いだ。腰こしほどの高さしかないが、一応この園内と道路の区切りになっている。ということは、当然その向こう側には、正真正しよう銘めいの「町」があるわけで。

「あ、そういう細かいことは気にしなくていいよ？」

　セシリアに外への興味を抱いだかせまいと、必死で光宏は言い繕つくろった。まるで箱はこ入いり娘を外に出したがらない過保護親おや父じになった気分だが、しかしこんな簡単な誤ご魔ま化かしが、彼女に通用するはずがない。

　何しろこのお姫ひめ様さまは、お城を勝手に抜ぬけ出すぐらいの行動力の持ち主なのだから──。

「うむ、何やら楽しそうだ！」

　柵向こうのアスファルトなんぞに何をどう心奪うばわれたか知らないが、セシリアはジュースを一気に飲み干すと、空いた両手でスカートをつまみ上げ、足早にテテテと走り出した。

「ああっ、待ってセシリアちゃんっ！」

「ミツヒロ、わらわに付いてまいれ！」

　勝手なことを言いながら、彼女は光宏の手を取り、ふわりと柵を飛び越こえる。それに引きずられるようにして、光宏もまた柵を飛び越え──いや、そんな運動神経ありませんから。

「セシリアちゃん、お願いだから止まっウギャッ！」

　最後に割り込んだ悲鳴は、柵に思いっきり向こう脛ずねをぶつけて上げた悲鳴だ。

「だらしないぞミツヒロ。何を泣いておるか」

　悶もん絶ぜつする光宏をサラリと叱しつ咤たしつつ、セシリアは再び走り出す。

　まずい。このままでは、彼女が持ち前の好こう奇き心しんに突つき動かされて、何をしでかすか分からない。

「セシリアちゃん、戻ろ？　ね？」

　涙なみだ目めで脛を擦こすりながら訴うつたえる光宏に、しかしわがままプリンセスは問答無用で首を横に振ふった。

「ミツヒロ、わらわはあれが気になるぞ！」

　そう言って、道路の彼方かなたを指さす。見ればそこには、派手なアーチ状の門を看板にして客を誘さそう、地元の商店街が。

「行くぞ、ミツヒロ！」

「いや、ダメだってば！」

　何ゆえわざわざ人ひと混ごみに行きたがるか。これじゃ、人のいない場所を選んで召しよう喚かんした意味がない。まあ、だったら最初から屋外で呼び出すなという話だが──。

　今さら遅おそすぎる後こう悔かいに苛さいなまれながら、光みつ宏ひろはセシリアに手を引かれて、商店街へと向かった。

　ひとたびアーチを潜もぐると、もう夕方近いとあって、辺りはすでに買い物客でごった返している。そんな中を、真っ赤なドレスをまとった二次元プリンセスが走っていく様は、もはやシュールとかいうレベルじゃない。

　しかも、セシリアの存在に気づいて目を丸くした主婦達が、こちらをポカンとした顔で眺ながめている。ああ、オタク趣しゆ味みがない人には、さぞかし珍ちん妙みような光景なんだろうな、これ……。

　そんなことを思いながら、光宏は真っ赤になって、セシリアの後を追う。しかし当のお姫様は、周囲の注目などまったく気にせず、好奇心の赴おもむくままに辺りの店へ突とつ撃げきしては、光宏に向かって騒さわぎ立てる。

「見るのだミツヒロ！　野菜がいっぱい並んでおるぞ！」

「セシリアちゃん、そこ八百屋だから当たり前……」

「おおミツヒロ、こっちには、何やら得体の知れない茶色い塊かたまりがいっぱいだ！」

「セシリアちゃん、頼たのむからお惣そう菜ざい屋の揚あげ物に、変な表現使わないで……」

「む、ミツヒロ。町ではこんないたいけな小動物を捕とらえて食べるのか？　何と残ざん酷こくな！」

「いや、それペットショップだってば……」

　世間知らずというか、むしろ常識がないというか。

　加えて店に入るたびに、いちいちこちらの名を叫さけぶものだから、光宏はもう赤面どころの騒ぎじゃない。今日一日で、自分の名前は確実にこの商店街に知れ渡わたった。もう、二度とここでは買い物できない。

「ああ、これローカル誌とかに載のったらどうしよう……」

　そんな余計な心配をしていると、往来を突っ走っていたセシリアが、ふと振り返った。

「ミツヒロ、ここいらに並ぶ品物は、もらってもいいものなのか？　みんな物色しているようだが」

　今さらそれに気づいたらしい。というか、「商店街」の意味さえ分かってない口ぶりだ。

「……ええと、とりあえず欲しいものがあったら僕に言ってね？　絶対に、勝手に持ってったらダメだからね？」

　お金の存在すら知らないという設定のお姫様に、光宏はただそれだけを伝えた。本当なら、今すぐにでも彼女を引っ張って、ここから離はなれたいところだけど……まあ、手て遅おくれだろう。

　それに、すっかり引きずり回されているとはいえ、これは「デート」なのだ。だったら女の子に何か買ってあげるのが男子の務め。それで喜んで抱きつかれたりすれば、もう思い残すところもないさ──。

　若くして悟さとりを開く光宏に、セシリアは「うむ！」と元気よく頷うなずくと、さっそく足早に走っていく。

　とりあえず、すぐそばの不動産屋に向かって。

「セシリアちゃん、もっと普ふ通つうの店選んで！」

　城でも買う気か、この娘こは。

　光宏は慌あわてて暴走姫を捕え、不動産屋の入り口からズルズルと引き離した。だが彼女はそれが気に食わないのか、不満げにこちらを睨にらみつけ、「分からん！」と叫ぶ。

「分からんぞ！　ミツヒロ、『普通の店』とはどういうものだ？」

　いや、そんな初歩的なことを改めて訊たずねられても。

「ええと、もっとこう、商品が普通に並んでいるような……」

「よく分からぬ喩たとえだな。じゃあ、そっちの店はどうだ？」

　そう言って、セシリアが改めて指をさす。そこには、若者向けのブティックが一いつ軒けん。

　ああよかった。普通だ。でも……服か。その場合、不動産ほどじゃないにしても、ちょっと困るかも──。

　ひとり思案する光宏をよそに、セシリアはいそいそとブティックへ。

「ミツヒロ、これはドレスか？」

　バーゲンと書かれたワゴンの前に陣じん取どって、服の山をごそごそと漁あさりながら、不思議そうに訊ねてくる。いや、一番不思議そうな顔をしているのは、レジにいるおばちゃんの方だけど。

「それは町で着る服だよ、セシリアちゃん」

「ほほう、するとやはりドレスか。しかしどれも変わった形だな」

　いや、変わってるのはセシリアちゃんの格好の方だから。

「このような服、わらわは着たことがないぞ」

　まあ、そうだろうね。セシリアちゃんって、実はある意味一いつ張ちよう羅らだし。

「よし決めた。ミツヒロ、わらわはこれが欲しいぞ」

　うんうん。……やっぱりそう来たか。

「セシリアちゃん、服が買いたいの？」

「うむ、欲しいのでミツヒロに申し出た。何か問題があるか？」

「いやその、問題というか……」

　ついつい口くち籠ごもりながら、光宏は考える。確かに、お姫様に普通の女の子の格好をさせるっていうのは、シチュエーションとしては充じゆう分ぶんアリだと思うけど……気になるのはその後だ。

　セシリアが絵の中に戻もどった後、買った服はどうなるんだろう。まさか自分の部屋に保管？　明らかに女性用なのに？

　それ、うちの妹に見つかったら本当に言い訳できなくなるぞ……。

　そんな不安に陥おちいりつつも、ここで拒きよ否ひするのも心苦しい。何しろセシリアの目が、期待のあまりキラキラしているのだから。しかも二次元美少女だから、そのキラキラ度合いときたら半はん端ぱない。まるで星空だ。

「ええと、じゃあ好きなの選んでいいよ……」

　仕方なく覚かく悟ごを決めて、光みつ宏ひろはゴーサインを出した。しかしよく考えてみたら……これって、いくらぐらいするんだろう。若者向けのバーゲン品だし、そんなに高いこともないと思いたいけど。

「あの、セシリアちゃん。一着だけにしてね……？」

　不意に湧わいた危機感を胸に、おずおずと追加条件を口にする。と、セシリアが山から深しん紅くのキャミソールを引っ張り出しながら、嬉うれしそうにこちらを見つめ返してきた。

「うむ、ではこの一着にするぞ」

「ああ、いや、下も買っていいから！」

　上だけキャミソールにパンツ丸出しで商店街を走り回るお姫様を想像し、光宏は慌てて首を横に振ふった。うん、そういうサービスファッションは屋外じゃなくて、どこか部屋の中で二人っきりの時に──。

「では、このヒラヒラしたのも一いつ緒しよによいか？」

　勝手に変なことを考えてニヤニヤする光宏に、セシリアがこれまた赤のミニスカートを掲かかげて訊ねた。

　上も下も、今のドレスに比べたら、かなり露ろ出しゆつ度どの上がる形だ。これはもう、早く着用姿を拝むしかない。

「うん、じゃあレジに持っていくから、貸して？」

　そう言って彼女の手から真っ赤な上下を受け取り、こっそり値札を確かめた。

　刹せつ那な、今月の小こ遣づかいがきれいにすっ飛んでいくほどの数字が、目に映った。

「あー、いいよ。今さらやめようなんて思わないから……」

　ハフゥと溜ため息いきをつきつつ、光宏はキャミとミニスカを手に、レジへ向かおうとする。だが……ちょっと待て。この場合、自分はいったいどんな顔をして買えばいいんだ。

　これで同どう伴はんの女の子が生身の人間なら、堂々と彼氏っぽくも振る舞まえるんだろうけど──あいにく絵だし。その萌もえっ娘こに着せるために、わざわざ際きわどい服を買っていく男の子って、いったい……。

　いろいろと懸け念ねんはあった。が、ここまで来て後あと戻もどりはできない。光宏は決意し、レジのおばちゃんを見た。目を逸そらされそうになったが、なおも見た。

「あの、すみません。これください……」

　言いながら、光宏の顔はキャミソール以上に真っ赤になっていた。

　二次元の萌えっ娘を引き連れて、女性用の服を買うこの感覚。確か以前にも、似たようなものを味わった気がする。あれはそう、初めて手に取った萌え萌えコミックを、震ふるえながらレジのお姉さんに差し出した時──。

　今やすっかり二次元文化に染まった男子高校生は、ふと初うい々ういしかった頃ころの自分を思い出し、ちょっとした感傷に浸ひたるのだった。




　かくして、新たなコスチュームをゲットしたわけだが。

「ミツヒロ、さっそく着てみたいと思うぞ」

　初めて手にした庶しよ民みんの服をギュッと抱だき締しめながら、セシリアはワクワクした顔でそう言った。

　ようやく精算を終えた光宏は、ハンカチで額の汗あせを拭ぬぐいながら、「どうぞどうぞ」と適当に相あい槌づちを打つばかり。もうすっかり心が疲つかれている。

「そこに試着室があるから、着き替がえてくるといいよ」

　値札も取ってもらったし、そのまま着ていって問題ない。むしろその方が目立たなくていい。少なくとも、今のドレススタイルよりは。

　そんなことを考えながら、セシリアを試着室の前へと誘ゆう導どうしてやる。あとは中で着替えてもらって、ガラッとイメージを変えたお姫ひめ様さまとご対面ってことで……。

「さあ、入るぞミツヒロ」

「あ、あの、セシリアちゃンっ？」

　いきなりセシリアに手を引かれて、光宏はつい声を上ずらせた。入るって、試着室へ？　なぜに一緒に？
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「急に慌あわててどうしたのだ？　さあ、早くわらわを着替えさせるのだ！」

　しかも何か、とんでもないことまで言ってくれたし。着替えさせるって。

「なぜ僕が！」

「何を言っておる。わらわに一人で着替えろと申すのか？　わらわの着替えを手伝うのは、従者の大切な役目だぞ」

「いや、あの、僕は従者とかじゃないし、そもそもソレはさすがに……」

　危険すぎるだろ。男が試着室で二次元娘を剝むくなんて、ヘンタイもいいところじゃないか。

　……と、理性では分かっていても、いきなりそんな刺し激げき的なことを言われてしまえば、健全な男子高校生が落ち着いていられるはずがない。瞬またたく間に脳内には、自分がセシリアのドレスを脱ぬがしているドキドキシーンが、浮うかんでは消え浮かんでは消え。

　おかげで次の瞬しゆん間かん、光宏が真っ先に取った行動と言えば。

「ええと、怒おこられない……よね？」

　思わずレジにいるおばちゃんの反応を窺うかがっていた。

　しかもこういう時に限って、何も言ってこないし。まあ、行くところまで行ったラブラブカップルだと思って黙もく認にん……ってわけじゃないよな、たぶん。別の意味で見て見ぬふりをしてるだけだよな。

　ああ、でも誰だれも止めないんじゃ、本当に着せ替えタイムに突とつ入にゆうしちゃうじゃないか！

（いや、ダメだ！　これを実行に移したら、僕はもう大事なものを失ってしまうに違ちがいない！）

　具体的に何を失うのかは謎なぞだが──とにかく消えかかりそうな理性を奮い立たせ、光みつ宏ひろはこの場を離はなれようと、セシリアの腕うでをグイッと摑つかみ返した。

　が、セシリアがこちらを見た。男子の本能を誘さそって止やまない、とてもじれったそうな眼差しで。

「ミツヒロぉ、早くわらわを脱がせるのだぁ[image: ]」

「はい、喜んでっ！」

　ああ、つい力強く頷うなずいてしまった……。

　己おのれの不ふ甲が斐いなさに愕がく然ぜんとしつつ、光宏はセシリアに誘われるままに、フラフラと禁断の試着室へ踏ふみ入っていく。そして後ろ手にカーテンを閉めると、とても狭せまい空間の中で、自然と身体からだが二次元少女に密着した。

　ここまで来れば、もう細かいことなんてどうでもよくなる。

　脱がす！　ただその欲よく望ぼうのみに支配され、健全な少年はお姫様のドレスに手をかけた。

「……で、これはどうすれば脱げるの？」

　まあ、ドレスなんて脱がしたこともないから、どこから手を付ければいいのかさっぱりだったけど。

　緊きん張ちように震える指で真っ赤なドレスの端はしを摘つまみ、光宏は涙なみだ目めで訊たずねかける。ここまで散々期待を膨ふくらませておいて、今さら情けなさすぎる。

「うむ、この背中の紐ひもから解ほどくのだ」

「はい、紐ですね。ひも、ひも……」

　クルリと向けられたセシリアの背中側には、確かにドレスを絞しぼって固定する紐が取り付けられている。なるほど、これを解いて緩ゆるめてやれば、まず背中から剝き出しになって、あとはそのままなし崩くずしにスルスルと──。

「じゃ、じゃあ脱がすからねっ？　ダメって言っても、もう止まらないからねっ？」

　想像したら、興奮が収まらなくなった。光宏は指の震ふるえに物を言わせ、闇やみ雲くもに紐の結び目を解いた。

　同時に二次元美少女の滑なめらかな背中が、スッと目の前に現れる。思わずナデナデしたくなる心を抑おさえ、さあドレスを下げようと、勢いよく布地に手をかけた──その刹せつ那な。

　いきなり試着室のカーテンが、外からバッと開かれた。

「見つけたよっ、セシリアたん！」

　すごくどこかで聞いたような声が、二人の一線越ごえを引き止めた。

「こんな所に抜ぬけ出してたんだねっ！　さぁ、存分にハァハァさせてもらうよ！」

　そのヘンタイじみた台詞せりふに振ふり返れば、そこには案の定、真っ黒なゴスロリ娘むすめが偉えらそうに立っていた。

　ちんまりとした背せ丈たけにショートヘア。ニヤニヤ笑いを顔に浮かべ、手にはヒヨコのぬいぐるみ──。

　月つき代よだ。さっき落書きになっていた、紗さ衣えのライバルにして爆ばく弾だん級の危険物。その本物の方だ。

　彼女は中学時代の紗衣のクラスメイトで、ネット上では「歌うた川がわミウミ」のペンネームを共有していた同人仲間でもある。ただし今では、何らかの事情からそのコンビを解散し、通う高校もバラバラだ。

　そんな月代がいまだに現れる目的はただ一つ。抜け出してきた二次元美少女に、イケナイことをするのみ。

　今日も新作のセシリアがアップされたのを見て、その抜け出し先を襲しゆう撃げきしにきたに違いない。ピンチを察した光宏は、とっさに姫ひめを守ろうと、盾たてになるように立ちはだかった。

「またお前かっ！」

「それはこっちの台詞だよ、煩ぼん悩のう少年。まーた紗衣に内ない緒しよで、勝手に萌もえっ娘こ呼び出しちゃったんでしょ。このスキモノがっ！」

　いや、そういう反論の余地もないことは言わないでほしいんだけど。

「しかも試着室に連れ込んで、ナニしようとしてたのかなー？　こんなこと紗衣が知ったら、もう叱しかるだけじゃすまないね。訴そ訟しようかもね。民事で」

　好き勝手なことを言いながら、月代はさっそくメタリックブルーのペンタブレットを取り出す。紗衣のと対ついになっている──かどうかはよく知らないが、このゴスロリ娘もまた、不可思議な能力を持っていることには違いない。

「それじゃ、セシリアたんはいただいてくよっ！」

　そう叫さけぶや、月代はペンを手に突つっ込んできた。

　とっさに防ごうとした光宏を無理やり横に押しのけ、素す早ばやい動きでセシリアの身体へ。

「わっ、何をするのだ無礼者っ！」

「クククッ、そんな半分脱ぬいだ格好で拒きよ否ひされたって、全然説得力ないんだからねっ！　むしろ誘さそってるとしか思えない！」

　堂々とエロオヤジな台詞を吐はきつつ、ペンでセシリアの手首をなぞる。と、突とつ然ぜん現れた鎖くさりの手て錠じようが、たちまち姫の手首を拘こう束そくしてしまった。

　そう、リペイントだ。月代はそのペンで、紗衣のイラストであるセシリアの一部を描き変えたのだ。

「ええい、何だこれは！　わらわにこのようなものを付けて、何をするつもりだ！」

　慌あわてて手首をガシガシと擦こすり合わせるセシリア。しかしそんな悪わる足あ搔がきをしたところで、この邪よこしまな戒いましめは解けそうもない。

　それに月代の武器は、このリペイントだけじゃない。

「そんじゃ、いつものやつも出しちゃうよ」

　そう言って彼女が取り出したのは、ごく普ふ通つうの携けい帯たい電話だ。ただしその画面に映っている待ち受け画像は、彼女自作のデジタルイラスト。しかも美少女ではなく、たこ焼き屋の看板にあるような、デフォルメされた大きなタコ。

　で、もちろん月代が紗衣と同じ力を持っている以上、これも抜け出すわけで──。

「まずい！　逃にげるよセシリアちゃん！」

　慌てて脱げかけのセシリアを引っ張り、店から飛び出す光みつ宏ひろ。しかしその背後から伸のびてきた巨きよ大だいな八本足が、瞬またたく間にセシリアの身体からだに追いついた。

「ひゃぁっ！　ミツヒロ、わらわを助けるのだっ！」

　携帯電話の中からブヨンと飛び出してきたでっかいタコに捕とらえられ、セシリアが悲鳴を上げた。

「セシリアちゃん！」

　光宏が叫び返すも、その手は彼女に届かない。店から這はい出し、セシリアを捕つかまえた大ダコは、主あるじの月代を頭に乗せると、どういう原理でかフワフワと宙へ。

「わぁっ、下ろせ！」

「クク、下ろさないよ。セシリアたんはこのまま私に誘ゆう拐かいされて、タコタコ責めになるんだから！」

　そんな破は廉れん恥ち極きわまりないことを言いながら、月代はセシリアを連れて、あっという間に大空の彼方かなたへ消えていった。

　あとにはただ、呆ぼう然ぜんとするご町内のギャラリー達と、光宏だけが残った。

「セシリアちゃん……」

　為なす術すべもなくさらわれていった姫の名を、思わず口にする。もちろん、それで帰ってくるはずもないけれど──他ほかに何もできやしない。そして、そんな自分が悔くやしくてならない。

　セシリアが消えていった空を見上げながら、光宏はキュッと唇くちびるを嚙かみ締しめた。それから顔を下ろすと、視界の片かた隅すみに、キャミソールとミニスカートが落ちているのが見えた。

　さっきセシリアに買ってあげたものだ。これだけを残し、彼女は行ってしまった。

　もう自分には助けられない。後を追おうにも、月代の行き先が分からないのだから。

　おそらく──セシリアを救えるのは、一人しかいない。

「北きた原はらさん……」

　彼女に頼たよる以外になかった。

　もちろん虫のいい話だとは思う。紗衣に内緒で勝手にセシリアを呼び出しておきながら、いざ困ったら頼るなんて──情けないのは分かっている。でも、ここで下らないプライドを貫つらぬいて、姫のピンチを延ばすぐらいなら。

「お願い北原さん、まだ学校に残ってて！」

　落ちている服を拾い上げ、光宏は一気に走り出した。

　周囲の目を憚はばかる気持ちなど、すべて捨てて。
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　それから十分後のこと。

「葛かつ本もとくん、いつも不思議に思うのだけど、どうして月つき代よさんが現れる危険性を考えずに、気軽に私の嫁よめを呼び出すの？」

「はい、すみません……」

　紗さ衣えのごもっともなお説教を食らいながら、光宏は彼女の後ろにくっついて、再び最初の公園に戻もどっていた。

　あれから学校に直行したところ、紗衣は奇き跡せき的に残っていた。どうやら学級委員の仕事があったようだが、事情を話すと、すぐにこちら優先で出しゆつ撃げきしてくれた。やはり大事な嫁のピンチとあっては、学校の用事などそっちのけになるらしい。

　まあ、一いつ緒しよにいた他の委員達はポカンとしていたけど。無理もないか。いきなりキャミソールを抱かかえた男子が現れて、何か紗衣に耳打ちした途と端たん、彼女が血相変えて突っ走っていったんだから……。

「それで北原さん、月代の居場所、分かりませんか？」

　足早に公園の中を突き進んでいく紗衣を追いながら、光宏は訊たずねる。こんなスタート地点まで戻って、いったいどうしようというのだろう。

「どうせその辺にいるわよ」

　だが紗衣は、あっさりと身も蓋ふたもないことを言い切った。

「その辺て？」

「要するにこの公園の中よ。ここ、昔から月代さんの徘はい徊かいコースだから」

　何だその徘徊コースって。せめて「散歩コース」ぐらいは言ってあげないと、本当にあいつが変質者になったみたいじゃないか。それとも中学からの腐くされ縁えんだけに、その辺は紗衣も容よう赦しやがないのだろうか。

「この公園って、遊歩道から逸それたら人目につかない場所が結構あるでしょ？　昼間から何かするにはもってこいなのよ。……ああ、あそこね」

　そう言って紗衣は、ある一点を指さした。

　公園の片隅の、ちょうど児童向けの遊具が固まっている一角。そこに、金属パイプを組み合わせて造られた、高さ二メートルほどの建造物がある。いわゆるジャングルジムだ。

　が、今それは、純じゆん粋すいな遊具としての役割を失っていた。

「な、何だあれは……」

　思わず絶句する光みつ宏ひろ。その目に真っ先に飛び込んできたのは、ジャングルジムの頂上で偉えらそうにふんぞり返る月代と、鉄パイプに八本足を絡からみつかせてクッタリしているでっかいタコ。もう奇き態たいとしか形容しようがない。

　そして肝かん心じんのセシリアは、ジャングルジムの骨組みの内側に、疲つかれたような顔で立たされていた。幸いまだ全ぜん裸らにされたりはしてないが、ドレスは脱ぬがせかけのままだ。

　大きく剝むき出しになった背中に、胸むな元もとからずり落ちそうな布地。前も後ろも危あやうげに、姫ひめはその柔やわ肌はだを存分に露ろ出しゆつさせている。

「許せないわ！　月代さんったら、また私の嫁を半裸にして！」

　ごめんなさい北原さん。それ僕がやりました……。

　こっそり心の中で土下座しながら、光宏は改めてセシリアに目を向けた。

　両手首を拘こう束そくする手て錠じようが鎖くさりでパイプに繫つながれ、姫を万歳するような形で無理やり立たせている。さながら牢ろう獄ごくに監かん禁きん中といった演出か。いや、どのみちただのジャングルジムなんだけど。

　その遊具を占せん領りようしている高校生って、いったい何なんだろう。だいたいこの時間に子供が一人もいないってのは、たぶん月代を見た母親達が、急いで連れて帰ったからなんだろうな。

　……あいつ、そのうち補導されるんじゃないか？

　光宏が呆あきれていると、こちらに気づいた月代が、ニヤーッと嫌いやな笑えみを浮うかべた。高い所でニヤニヤしてるからって、どこぞの消える猫ねこみたいな愛あい敬きようはない。

「ククク、来たね煩ぼん悩のう少年。キミの大事なセシリアたんは、この私がいただいたよっ！」

「勝手なこと言わないで！　セシリアは私のよ！」

　光宏に向けられた月代の挑ちよう発はつは、紗衣が横から華か麗れいにかっさらっていった。

　言い返す部分が、やや間ま違ちがっている気もするけど。

「しかも鎖で固定して無理やり立たせるなんて、拷ごう問もんもいいところだわ。萌もえっ娘こを何だと思ってるの？」

「えー？　だってセシリアたんはお姫様なんだよ？　やっぱりさらった後はこういう所に閉じ込めて、悲ひ壮そう感かん溢あふれる演出をするのがお約束じゃん。ほら、『悪いやつにさらわれて囚とらわれの身になったお姫様』って、どんな女の子も一度は憧あこがれる定番設定だし」

「そんなもの、誰だれも憧れないわよ！」

　紗衣の言うとおりだ。月代はいろいろと間違っている。……ちょっとデジャブに襲おそわれたような気もするけど。

「北きた原はらさん、とにかくセシリアちゃんを助けましょう」

「そうね。こんなところで言い合ってる場合じゃないわ」

　デジャブの張本人である紗衣は、光宏の言葉に頷うなずくと、頼たのもしげにピンクのペンを取り出した。

　これこそが彼女の、唯ゆい一いつにして最大の武器。これでセシリアをリペイントすれば、手の鎖を解くことはもちろん、戦せん闘とう能力のようなものを与あたえることも可能なはず。

「セシリア、今行くわよ！」

「おお、早くわらわを助けるのだ！」

　紗さ衣えの声に反応したセシリアが、さっそくこちらに救いを求めてきた。ただしその喋しやべり方は、さっき光宏が呼び出した時のまま。

　逆に言えば、昼休みに紗衣が召しよう喚かんした時とは、大きく違っているわけで──。

　不意に紗衣が、ピタリと足を止めた。

「……葛かつ本もとくん」

「はい？」

「……いえ、何でもないわ」

　ああ、北原さんが妬やいてるよ。よりによって、こんな間の悪いタイミングで。

「北原さん、そのことは後で改めて謝りますから、今は早くセシリアちゃんを」

「そうね。分かってるわよ」

　多少こめかみを引きつらせながらも、紗衣はすぐに大人の対応を見せてくれた。それから気を取り直し、もう一度ペンを掲かかげて、セシリアのもとへ駆かけ寄ろうとする。

　だがそこで、セシリアからもう一言。

「ミツヒロ、早くわらわをっ！」

「セシリアちゃん、お願いだから、これ以上北原さんを敵に回さないで……」

　光宏が嘆なげこうにも、もう遅おそい。紗衣は完全に足を止め、非常に不満げな顔でこちらを振ふり返った。

「あの、北原さん。セシリアちゃんを……」

「あなたを呼んでるわよ、葛本くん。ほら、さっさと行きなさい」

　かなりつっけんどんな言い方で、彼女はすべてをこちらに丸投げしてきた。

　いや、そんなことを言われても困る。確かにさっき、紗衣頼みの自分を情けないと感じたのは事実だけど、だからって自力でセシリアを助けられるなら、最初からそうしてるさ。

「北原さん、お願いだから何とかしてください！」

「じゃあ私がセシリアを颯さつ爽そうと助けるから、葛本くんはその間、あの邪じや魔まなタコの引きつけ役をお願いね？」

「……ええと、それって、僕はひたすらタコになぶられてろと？」

　えらく不公平な分担作業じゃないか。だいたい北原さん、そのペンタブがあれば、タコぐらいどうにかできるでしょうに。

　そうは思うものの、すっかり嫉しつ妬と全開になった紗衣は、反論など許さない。

「ほら、行きなさい」

　そう言って、嫌がる光みつ宏ひろの背中をグイと押した。

　そのままフラフラとジャングルジムに向かって飛び出す光宏。そこへ当然のように、タコの触しよく手しゆが躍おどりかかってくる。牢を警護する番人──と呼ぶには厳おごそかさの欠片かけらもない見た目だが、こんなのでも一応巨きよ大だいモンスターには違いない。

　ペシンッ、と触手の先せん端たんで弾はじけば、ただの男子高校生などひとたまりもない。

「あうっ」

　情けない悲鳴を上げ、光宏はコロコロと地面に投げ出された。ああ、いくら引きつけ役だからって、こんなアホみたいなサイズの軟なん体たい動物相手に、まともに立ち回れるわけないじゃないか……。

「北原さん、もうギブ……」

　タコ×少年の残ざん虐ぎやくショーを眺ながめていた紗衣に、光宏は救いを求めて手を差し伸のべた。

「葛本くん、もう五、六回頑がん張ばって」

　容よう赦しやない反応が返ってきただけだったけど。

　──嗚呼ああ、これって何の罰ばつゲーム？

　ついつい卑ひ屈くつになる光宏に、紗衣の叱しつ咤たと月つき代よの嘲ちよう笑しようが交こう互ごに飛んでくる。

「葛本くん、何をへたばってるの！」

「ククッ、無理無理。こんな村人その１みたいな顔した煩ぼん悩のう野や郎ろうがお姫ひめ様さまを救い出すなんて、百万年かかっても無理だから」

　言いたいことを言っている。何だ、村人その１って。そりゃ確かに自分はただの平民役だけど、その平民とお姫様がくっつくから、ラブコメ的に盛り上がるんじゃないか──。

　地面に伏ふした光宏の頭には、もはやどうでもいいことしかよぎらない。だが、その時。

「ミツヒロ、助けてたもれ！」

　最愛の人の醜しゆう態たいに業ごうを煮にやしたセシリアが、エールも兼かねて、再び救いの声を上げた。

「お願いだ、わらわの王子様っ！」

　加えて、そんなことも。

　王子様って、なぜに今その単語を口にするのか。お昼の時とは、性格が変わっているはずなのに……。

　そう思いながらも、決して悪くはないその響ひびきに、光宏はふと心に温ぬくもりを覚えた。

　王子様。それは言い換かえれば、お姫様の結けつ婚こん相手。ならばセシリアにとっては、最大級の愛を込こめた呼び方に違いない。

　そう、自分はセシリアに愛されているのだ。それに気づいた瞬しゆん間かん、光宏の心に渦うず巻まく卑屈な感情は消えていく。

「ああ、このままじゃダメだよな。もっと頑張らないと……」

　確かに自分は王子なんて柄がらじゃないし、そういう子供っぽいシチュエーションはピンと来ないけど。でも、せっかくセシリアが愛を込めて応おう援えんしてくれたのだ。ここでヘタれているわけにはいかない。

　だから光宏は、再度起き上がった。いま一度、月代とタコに立ち向かおうと決心して。

　ただ──それとは別にもう一名、何やら奮い立った人が。

「違ちがう……王子様は私だわ！」

　紗さ衣えだ。

「そうよ、私ったら何を考えていたのかしら。囚とらわれたセシリアを助けるのは王子様の役目。葛かつ本もとくんなんかに任せるわけにはいかないんだから！」

　すっかり光宏のやられっぷりを堪たん能のうしていた彼女が、ペンタブを握にぎり締しめ、力強く叫さけんだ。どうやら「王子様」という単語をきっかけに、ついに覚かく醒せいしたらしい。

「セシリア、今行くわっ！」

　そして真正面からタコに挑いどみかかる。さながら、強大な魔ま女じよの手先に立ち向かう、勇ゆう敢かんな王子様のように。

「北きた原はらさん、気をつけてっ！」

「心配ないわ！　私、王子様だから！」

　得体の知れない自信とともに、紗衣は迫せまる触手の一本を華か麗れいにペン先で受けとめ、切り裂さくようにシュッとなぞった。

　いくら相手がでっかいタコと言っても、そこはただのデジタルイラスト。絵である以上、リペイントの対象になる。ペンでなぞられた長い触手は、まるでぶつ切りにされたかのように、たちまちボトリと地面に落ちた。

「どう、思い知ったかしら？」

「ククッ、甘いよ紗衣。タコさんの真の実力を知らないね？」

　だが、ジャングルジムの頂上でふんぞり返る月代改め「悪い魔女」は、こんなことでは参らない。落ちた足に向かって、彼女がブルーのペンを振ふるうと、途と端たんにタコブツがビタビタとのたうち、紗衣の身体からだを背後から捕とらえようとする。

　なるほど、リアルなタコもこれぐらいの生命力はあるらしい……けど、月代はなぜそんなところにこだわってるんだ。一応萌もえ絵師のはずなのに。

　光宏がどうでもいい疑問に頭を悩なやませている間に、紗衣は前と後ろから、一気にタコの足に挟はさまれてしまう。どんなにペンを振るおうとも、月代の妨ぼう害がいがあっては分が悪い。

　そうこうしているうちに、長い触しよく手しゆが一本、彼女の美び脚きやくへ──。

「きゃっ！」

「き、北原さんっ？」

　絡からみつかれて短い悲鳴を上げた紗衣に、光宏はどうしてもよからぬ反応をしてしまった。
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　ああ、このままじゃ危険だ！　北原さんが、いつもの萌えっ娘こと同じような目に遭あってしまう！

「おい月つき代よっ、北原さんにヘ、ヘンナコトしたら、承知しないからなッ！」

　光みつ宏ひろは顔を真っ赤にして叫んだ。だが月代はシレッと一言。

「は？　私のタコさんが三次元にそんなことするわけないじゃん」

　ああ、このタコも二次専なのか。じゃあいいんだけど……いや、よくない！　北原さんのピンチには違いない！

「何とか……何とかしなくっちゃ！」

　光宏は気を引き締め、改めて状じよう況きようを確かめた。

　まず、紗衣とタコが格かく闘とう中。そのタコを操あやつる月代は、ジャングルジムの天てつ辺ぺんで、ひたすらペンを振るっている。で、その真下では囚われの身になったセシリアが、助けて王子様とか何とか叫んで……。

「あれ？　これって、セシリアちゃんがすごい勢いでノーマーク？」

　じゃあもう助け放題じゃないか。

　何のことはない。紗衣がタコの気を引いてる間に、自分がセシリアを救出──って、さっき紗衣が提案した作戦を、そのまま配役を変えただけだ。

　よし、彼女には悪いけど、ここは一つ自分がセシリアを助けて、王子様になろう──。

　そんなことを思いながら、光宏は急ぎ足でジャングルジムに近づいた。それを防ぐべきタコと月代は、紗衣に夢中で、案の定こちらの接近には気づかない。

　バカバカしいほどあっさりと、光宏は牢ろうへの潜せん入にゆうに成功してしまった。

　入り組んだパイプの中に身体を潜もぐらせ、囚われたセシリアの前に立つ。

「セシリアちゃん、助けにきたよ！」

「おおミツヒロ、待ちわびたぞ」

　ようやく到とう着ちやくした王子様を見て、セシリアが嬉うれしそうに身を乗り出した。

　そして、その些さ細さいな動作が、どエライ事態を引き起こした。

　だいぶ前から脱ぬげかけていた彼女のドレスが、ついにパサッと地に落ちた。

「あ……」

　思わず表情を固まらせる光宏。その目の前には、下着一枚になったお姫ひめ様さまが両手首を拘こう束そくされて万歳しているという、この上なくＲ指定な絵が──。

「わぁっ！」

　驚おどろきのあまり、つい叫んだ。

　叫びながら慌あわてて目を横に逸そらすと、今度はタコに絡みつかれた紗衣と目が合った。

「葛本くん！　私のセシリアに何てことを！」

「わぁっ！」

　彼女の恐おそろしい剣けん幕まくとタコまみれっぷりに、またも光宏は目を逸らせようとする。が、正面には当然、あられもない姿のお姫様がいるわけで。

　前を見ては駄だ目め。横を見ても駄目。じゃあ、上を見るしかない。

　そう思い、光宏はとっさに顔を上に向けた。

　月代がいた。

　それを、真下から見上げてしまった。

　黒いスカートと、ニーソックスからはみ出した絶対領域に囲まれて、シマシマ模様の何かがバッチリ見えた。

「わぁっ！」

　光宏は、三度叫さけんだ。

「わぁっ！」

　こちらの視線に気づいた月代が、やはり叫んだ。

　そして──ついに全員の動きが止まった。

　固まった光宏。固まった月代。それにつられて固まったタコ。

　紗さ衣えも立ち回りを止やめ、セシリアは何が起きたのか分からないといった表情で、ただポカンと立ち尽つくす。

　だが、次の瞬しゆん間かん──。

「てめーナニ見てんだこの変質者がっ！」

　顔面を真っ赤にして涙なみだ目めになった月代が、頭上からすごい勢いで降ってきた。

　そのまま器用にパイプにぶら下がり、硬かたそうなブーツごと足を一ひと振ふり。

「ちょっと待て、お前に変質者呼ばわりされる筋合いは──グッ！」

　言い返す間もなく、月代の蹴けりが胸むな板いたにクリーンヒットし、光宏は悶もん絶ぜつして崩くずれ落ちた。

　そこへ、タコの始末を終えた紗衣がやってくる。とてつもなく呆あきれた顔で、ゴスロリ娘むすめの連続キックを食らっている光宏を見下ろし。

「ねえ葛かつ本もとくん」

「は、はい？」

「私が言うのも何だけど……、二次元と三次元の区別は、ちゃんとつけてちょうだいね？」

　何だかもう、やるせなくなるような苦言をのたまった。

　光宏は、わけが分からぬまま「はい」と頷うなずき、なおも月代に蹴け飛とばされ続けるのだった。




　それから五分後──。

　公園のそばには、後のすべてを紗衣に任せてトボトボと帰き途とに就つく、光宏の姿があった。

　こうして、お姫様を助けて王子様になろうとした少年は、魔ま女じよの呪のろいでただの村人に戻もどってしまったのでした……って、いいのかよ、こんな酷ひどいオチで。
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「王子様、わらわを王子様のお嫁よめにするのだっ♪」

「ええ、もちろんよ、セシリア姫」

　翌日の昼休み。空き教室では、今日も紗衣とセシリアの三文芝しば居いがおこなわれていた。

　ただ、セシリアの喋しやべり方が少し変わっているのは──。

「北きた原はらさん、それ、僕の影えい響きようですか？」

　相変わらずそばでボケッと眺ながめていた光みつ宏ひろは、盛り上がっている紗衣に、そう訊たずねてみた。もちろん向こうはキャッキャウフフに夢中で、何も答えてくれないけど。

　仕方なく傍かたわらを見ると、今日も月つき代よの落書きが、箒ほうきで引っぱたかれて倒たおれている。

「……なあ月代。僕に下着を見られるより、こっちの方が酷くないか？」

　つい込み上げてくる理り不ふ尽じんさに苛さいなまれながら、光宏は落書きに向かってそっと呟つぶやいた。

　いや、そもそも、いつだってヘンタイ根こん性じよう丸出しの月代が、なぜ自分にパンツ一枚見られた程度で、あそこまでブチ切れたのか。どうも女の子の感覚は、複雑すぎて理解できない。

　まあ、それが理解できるぐらいなら、男子として苦労はしないんだけど。

　ただ──今はべつに、そんな愚ぐ痴ちを漏もらすために、紗衣とセシリアの愛の巣に踏ふみ入っているわけではなく。

「ところで北原さん、ちょっといいですか？」

　横っちょに姫を侍はべらせてご満まん悦えつになっている二次専王子様に、光宏は改めて声をかけた。

「何かしら。今、すごくいいところなのに」

「いや、いいところって、ただスリスリしてるだけじゃないですか。それより、これ……」

　そう言って、大きめの紙かみ袋ぶくろを一つ差し出す。

「よかったら、貰もらってください」

「それは？」

「服です。昨日の……」

　あの赤いキャミソールとミニスカートだ。こんな購こう入にゆう動機の明かせないものを、まさか妹にプレゼントするわけにもいかないし、あとは紗衣ぐらいしか引き取り手が思いつかない。ここで断られたら、こっそり簞たん笥すの奥にでも隠かくしておくだけだ。

「ほほう、それは庶しよ民みんのドレスか」

　セシリアが横手から反応を見せた。もともとは、彼女が着たいと言ったものだけど……あいにくそれも昨日のこと。すでにこのお姫ひめ様さまは、紗衣に呼び出された時点で、光宏とのデートの記き憶おくをリセットされている。

　こっそりお城を抜ぬけ出してきた姫と楽しく過ごした時間は、あくまで一日限りの夢──だなんて。こんなシチュエーションも、いかにもお姫様っぽい話じゃないか。

　何だか無性に寂さびしさを覚えてしまう。そんな光宏の気持ちを汲くんでか、紗さ衣えはその紙袋を、そっと受け取ってくれた。

「ありがとう。使わせてもらうわね」

「すみません。こういう服って、北原さんはあまり着ないかもしれないけど……」

「いいのよ、気にしなくて」

　紗衣はただ、いつもの澄すまし顔でそう答えた。

　光宏は──相変わらず申し訳ない気持ちで、頭を搔かくのだった。
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　その夜、紗衣のサイト「ミラージュ・ネル」に、早くも次の新作がアップされた。

　タイトルは「プリンセスのお忍しのび」。こっそりお城を抜け出して町へやってきた、セシリア姫を描えがいたものだ。

　家でひとりその絵を見て、光宏は小さく微ほほ笑えんだ。

「北原さん……、使わせてもらうって、そういうことだったんですね」




　光るモニターの中で、セシリア姫はバラ色の笑え顔がおを浮うかべ、楽しそうに町を行く。

　赤いキャミソールと、ミニスカートをなびかせて。





























「このバカ姉貴っ！　いつまでもゴロゴロしてないで、少しは手伝いなさいよっ！」

　ここは魔ま界かいにあるユキの家。姉のミツヒメと二人暮らしの屋根の下は、今日もとても賑にぎやかだ。

　箒ほうきと塵ちり取とりを手に、姉を叱しかりつけるユキ。いつものドレスを割かつ烹ぽう着ぎで包み、まさに掃そう除じの真まっ只ただ中なか。一方ミツヒメはと言えば、こちらはタキシード姿のまま床ゆかに寝そべって、水すい晶しよう玉だまなど覗のぞいている。

　思いっきり掃除の邪じや魔まだ。

「うーん、僕、家事苦手なの。そこへ行くと、ユキは万能だよね。すごいなぁ。ユキたんファイト～」

「……お、応おう援えんなんかしたって、ダメなんだからねっ？　だいたい実の妹にまで『たん』とか付けないでよっ！」

　姉のふざけたお世辞に、それでもユキはちょっとだけ顔を赤らめ、照てれ臭くさそうにツンツンしてみせた。

　もっとも、ミツヒメがどく気配はない。相変わらず怠たい惰だな姿は改めず、水晶玉に夢中になっている。

「……さっきから、何見てんのよ」

　ユキはそう言って、あまりに動かない姉を、箒の先っちょで小こ突づきながら尋たずねた。

　ミツヒメが覗いている水晶玉は、ただの品ではない。悪魔だけが持つことを許された、高性能な魔宝玉だ。世界の隅すみ々ずみまで見み渡わたせるのはもちろん、その気になれば、メールのやり取りから通つう販はんの申し込みまで、何でもこなせてしまう。

　いつだったか、ミツヒメが水晶玉の前に数時間張り付いていたと思ったら、翌日大量のアダルトゲームが届いたことがあった。もっとも、そこは妹の務めとして、すぐにクーリングオフさせたけど。

「あんた、また変な物買おうとしてるんじゃないでしょうね。今度エッチなもの買ったら、晩ご飯抜ぬきだけじゃ済まさないんだからね？」

　しかしこの苦言にも、ミツヒメはケロリとしている。そしてこちらを振ふり返り、相変わらずヤラシイ顔つきで……。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ユキ。魔法学園の情報集めてるだけだから」

　そんな、ある意味不ふ穏おんなことを口走った。

　最近のミツヒメは、すっかりあの学園が気に入っている。いや、正確には、「魔法学園の女子寮りよう」と言った方がいいか。

　とにかく放っておくと、すぐにフラフラと寮へ忍しのび込みに行ってしまう。しかも、そのたびにエッチな事件を起こしては、寮の女の子達から手痛い反はん撃げきを受けて、ボロボロになって逃にげ帰ってくるのだ。

　そんなの、身内にしてみれば、恥はずかしいことこの上ない。

（まったく……どうしてこんなヘンタイバカ姉貴が、私のお姉ちゃんなのよぉっ！）

　ユキが心の中でそう嘆なげいていると、ミツヒメは「むふふ～」と怪あやしい笑えみを浮うかべ、こちらを手招きしてきた。

「ねえ、ユキも見て見て」

「な、何よぉ……。私はべつに、魔法学園なんて興味ないんだからね？」

「え～っ？　ユキだって、何度も寮に遊びに行ってるじゃん」

「あ、あれはあんたがバカなこと仕出かす前に、連れ戻もどしに行ってるだけなんだからっ！　あんたの恥はじは、私の恥なの！　勘かん違ちがいしないでよねっ？」

　慌あわてて言い訳するユキ。しかしミツヒメの言うとおり、今やユキは、すっかり寮のみんなと顔見知りになっていた。もっとも、きっかけを作ったのはミツヒメで間違いないのだけど。

　そのミツヒメは、なおもユキに水晶玉を見せようと、こちらに向かってしきりに手を振っている。

「もう、いったい何なのよっ。私、忙いそがしいのに……」

　不平を言いながらも箒を置いて、ユキは姉のそばにしゃがみ込んだ。

「ほら、これだよユキ」

「……何これ？」

　言われるままに覗き込んだ水晶玉には、なぜかユキの写真が映っている。その横には「生徒会主しゆ催さい・第一回ミス魔法学園、結果発表！」の文字。どうやら、学園の生徒会が作っている会報のようだ。

「結果発表だよっ」

　ミツヒメは満面の笑みで、そんなことを口走った。

「結果発表？　何の？」

「見てのとおり、ミスコンだよ。しかもユキが優勝だって。よかったね」

「よかったねって……。あのね、学園でそんなことやってて、しかも私がエントリーに入ってたなんて、初耳なんだけど。それに言っとくけど、私そんなの全然興味ないんだからねっ？」

　ユキは眉まゆをひそめ、思いっきり呆あきれた声で言い捨てた。

　そもそも自分は学園の生徒じゃない。なのに、勝手にそんなコンテストの対象にされていただなんて。しかも自分の知らないところで、いきなり優勝とか言われても困る。

（本当に、いい迷めい惑わくよ。みんなで寄って集たかって、よそ者の私を学園の一員と認めた上で、一番可愛かわいい女の子に選ぶだなんて……。そ、そんなにみんな私のことが好きなの？　愛しちゃってるの？　うぅ、急にそんなこと言われたって……もうっ！　だったらこれから先、どんな顔して寮に行けばいいのよぉっ！）

「ねえユキ、顔から湯気出てるよ？」

「う、うるさいわねっ！　これは……ちょっと風邪かぜっぽいだけよっ！」

　ミツヒメの指し摘てきを真っ赤になって押しやると、ユキは立ち上がり、再び箒ほうきを取る。誤ご魔ま化かすには、別のことをするのが一番だ。

「ほら、掃そう除じの邪じや魔まよっ！　いい加減どいてよねっ？」

　そう言って、ミツヒメのお尻しりを箒でペシッと軽くはたく。だが、それしきで言うことを聞くような姉じゃない。

　変な刺し激げきを受けたミツヒメは、半ズボンから飛び出した尻尾しつぽをクネクネさせながら。

「はうぅ、ユキたん、もっと僕をいぢめてぇっ[image: ]」

「もう、気持ち悪いこと言わないでよぉっ！　このヘンタイバカ姉貴っ！」

　毎度毎度の罵ば倒とうを繰くり返しながら、ユキはついにミツヒメの首根っこを摑つかんで、ネコのようにグイと持ち上げてやった。

「おおっ、これは新手のプレイ？」

「んなわけないでしょっ！」

　おバカな発言を一いつ喝かつし、そのままズルズルと引きずって浴室へ。

「ユキってば、さては僕と一いつ緒しよに、お風ふ呂ろで洗いっこしたいんだねっ？」

「……そ、そんなの、小五の時に卒業したんだからぁっ！」

　そんな姉妹漫まん才ざいを繰り広げながら、二人が浴よく槽そうへ辿たどり着けば、そこにはこの家のペットが待ち受けていた。

　その名もクラポン。ユキが、ナギサという学園の女の子から貰もらった、クラーケンの赤ちゃんだ。見た目はでっかいクラゲだけど、なぜか付いている二つのつぶらな瞳ひとみが愛くるしい。

「きゅぴきゅぴー♪」

　浴槽をプール代わりにして水浴びしていたクラポンは、ユキの姿を見ると、甘えたような鳴き声を上げ、ゼリーみたいな頭を愛あい敬きようよくチャプチャプ震ふるわせた。

「クラポン、ちょっとバカ姉貴の相手しててっ」

　ユキは愛あい玩がんモンスターに向かってそう言うと、引っ張ってきたミツヒメの身体からだを、グイと浴槽に押しやった。

「きゅぴっ？」

　わけも分からぬまま、差し出されたミツヒメに触しよく手しゆを伸のばすクラポン。どうやら餌えさか何かと勘違いしてるらしい。

「わっ、こらやめろっ、引っ張るな！　うきゃぁっ！」

　ザボンッ！　と派手に水音を立て、クラポンに捕とらえられたミツヒメは、無情にも浴槽へ引きずり込まれていった。

「ちょ、助けてユキっ！　触手が、触手がっ！」

「ふん、そこでおとなしく戯たわむれてればいいじゃない」

　冷たく言い放ち、ユキは浴室を後にしようとする。と、そこへ不意に、割かつ烹ぽう着ぎのポケットから音楽が鳴り響ひびいてきた。

　ユキの携けい帯たい電話だ。もっとも対応電波が悪あく魔ま専用のものなので、学園の知り合いからかかってくることはない。

　ただ一人、例外を除いては。

「……もしもし、アサミ？」

『こんにちは、ユキ様。……何だかジャブジャブ音が聞こえますけど、もしかして真っ昼間から、バカ姉貴様と洗いっこでもなさってましたか？』

　何だかテキトーなことを言っているが……。

　相手はアサミ。セクシーなワインレッドのメイドコスチュームが嫌いやでも印象に残る、年上の女悪魔だ。

　しかし今はあの学園で、カリンという生徒の使い魔をやっている。だからユキにとっては、唯ゆい一いつ電話で連れん絡らくの取れる、学園の住人というわけだ。

「な、何で私が、うちのバカ姉貴とお風呂に入らなきゃならないのよっ！」

　ユキが顔を真っ赤にしてそう叫さけぶと、受話器の向こうでアサミのクスクス笑う声が聞こえた。

『あらあら。わたくし一言も、お風呂で、などとは申しておりませんけど……。もしかして、本当に一緒にお風呂に？』

「う、うるさいわねっ！　そんなの小五で卒業したんだってばぁっ！」

　明らかにからかわれている。これはもう、むきになればなるほど、どつぼに嵌はまっていくに違ちがいない。

「……で、いったい何の用よ」

　このままでは負けだと悟さとり、ユキは努めて冷静に尋たずねた。

　アサミが用もないのに電話してくることはない。だいたい何かしら理由がある。主に、ミツヒメが寮りようで問題を起こしたとかで……いや、姉は今ここにいるから、それはないだろうけど。

（まあ、べつに用がなくたって、かけてきてくれて全然構わないんだけどね……。って、な、何考えてるの私！　それじゃまるで、私が寮のみんなに会いたがってるみたいじゃないっ！）

　勝手にあれこれ考えながら、ユキがジタバタしていると、アサミはようやく用件を切り出した。

　しかも、かなり意外な用件を。

『ユキ様、今日お暇なら、寮に遊びにいらっしゃいません？』

「……え？」

　唐とう突とつな誘さそいに、思わずポカンとしてしまうユキ。だがアサミは平然と、事情を説明する。

『ユキ様はご存じでしょうか。このたび学園の女子人気投票で、ユキ様が一位になられたのです。それで、ささやかではございますが、ぜひお祝いパーティーをしよう……とカリン様がおっしゃいますので』

「あ、ミスコンね。話には聞いてるけど……」

『でしたら話が早いですわ。ぜひおいでください。ご用意をしてお待ちしておりますわ』

　いや、誰だれも行くとは言ってない。

　ユキは「むぅ」と眉まゆをひそめ考える。ここで素す直なおに頷うなずいてしまっては、まるで自分が嬉うれしがっているみたいじゃないか。

「わ、私そんなの興味ないもんっ」

　だから、ちょっとふてくされた声で、答えてやった。

「だいたい私、魔ま法ほう学園の生徒じゃないんだからね？　なのに勝手にエントリーされて、しかも優勝だなんて……。そ、そんなの、本当に絶対まったく嬉しくなんかないんだからぁっ！」

『はい。つまりツンデレ的には、嬉しがっている、と』

「誰がツンデレよっ！」

　思いっきりツンツンしながら、ユキはスピーカーに向かって叫んだ。

　そう言えばミツヒメも、時々「ユキはツンデレだね」などと言って、からかってくる。ユキとしては面おも白しろくない限りだ。

「とにかく、私は家事で忙いそがしいの。パーティーなら自分達だけでやればいいじゃない」

『あらまあ。せっかくカリン様達もお会いしたがってますのに』

　と、その時。受話器の声が聞こえていたのか、いきなり浴槽から飛び出したミツヒメが、ずぶ濡ぬれのままこちらに突つっ込んできた。

「僕もカリンたんに会いたいよぉっ！」

「ああもう、出てくんなバカ姉貴っ！」

　自分までビショビショにされては敵かなわんと、ユキは怒いかりマークも露あらわに、寄ってくるミツヒメをドゲシっ！　と蹴けり飛ばす。

「きゃうぅっ！」

　またも悲鳴を上げ、クラポンのもとへ強制送そう還かんされていくミツヒメ。同時に電話の向こうで、アサミのクスクス笑いが繰くり返された。

　ホント、恥はずかしいことこの上ない。

「……聞こえたでしょ？　あのバカの世話もしなきゃならないの。遊びになんか行ってられないんだってば」

　相手にまた何か言われる前に、ユキは急いで言い訳した。

『あら、さすが、姉思いですのね』

　もっとも、アサミは混ぜっ返すばかりだけど。

『バカ姉貴様のことが大好きで大好きで仕方ない……といったところでしょうか』

「そ、そんなことないっ！」

　よりによって、あり得ない。ユキはそう思う。

　しかしアサミの言葉は止やまない。何しろ言葉責めが大好きなドＳメイド。主のカリンでさえ彼女に勝てないのに、ユキにどうにかできる相手じゃない。

『いいえ。ユキ様は、口では何だかんだ言っても、心の中では実の姉にハァハァしているだけの、ドヘンタイに決まってますわ。だって、あの姉あっての妹ですもの。むしろドヘンタイでない方が不自然でしょう？』

　もう言いたい放題だ。

　……が、ユキの方も、そこまで言われて、おとなしくしてはいられない。

「私はバカ姉貴のことなんか好きじゃないっ！」

　思いっきり、そう叫さけんだ。

　横でミツヒメが「えー？」と寂さびしそうにしているけど、それは無視して。

「本当はバカ姉貴なんてほっといたって、どうってことないんだからぁっ！」

『じゃあ、こちらにいらっしゃいます？』

「もちろ……って、ちょっと、何言わせるのよぉっ！」

　危あやうく引っかかるところだった。これだから油断できない。

　ユキはどうにか心を落ち着かせようと、一つ深呼吸した。このままでは流される一方だ。

　まあ、もともと落ち着きのない性格なので、息を吐はき切る前に喋しやべり始めたけど。

「と、とにかく私は行かないから。カリンとかナギサとかによろしく言ってくれていいわよ？」

　口早にそう言って、急いで電話を切ろうとする。と、そこですかさずアサミが。

『分かりました。お待ちしてますわね？』

「だぁかぁらぁっ！」

　そうじゃない……と言いかけた途と端たん、電話が切られた。逃にげ切ろうと思ったのに、逆に逃げ切られた形だ。

　ユキは憮ぶ然ぜんと携けい帯たい電話をポケットにしまうと、浴室を後にした。それから再び掃そう除じに戻ろうとして……ふと、思い止とどまる。

　このまま自分が行かなかったら、みんながっかりするだろうか。それは、ちょっと嫌いやかも。

（で、でも……ミスコン優勝に浮うかれてホイホイ出かけるなんて、絶対恥ずかしいんだから……）

　心の中で本音を呟つぶやきながら、ユキは箒ほうきを握にぎり締しめた。

　と、その時だ。不意に浴室から、ドタドタとミツヒメが飛び出してきた。

　相変わらずずぶ濡れのまま、せっかく掃除した床ゆかにボタボタと水を撒まき散らしながら。

「ユキ、僕決めたよっ！」

　満面の笑えみを浮かべて、何やら叫ぶ。だいたいミツヒメが嬉しそうにしていると、ろくなことがない。

「な、何よぉ……」

　恐おそる恐る尋たずねるユキ。それに向かってミツヒメは、「むふぅ」と鼻息も荒あらく一言。

「僕、今からちょっと魔法学園に行ってくる！」

「何でそうなるのよぉっ！」

　もうメチャクチャだ。

　しかしミツヒメは本気らしい。すぐさま濡れた服を脱ぬぎ捨てると、素すっ裸ぱだかのまま着き替がえを求めて、クローゼットへ一直線。もう、見るからに家の恥はじだ。

「ちょっと本気？　何であんたが学園に行かなきゃならないわけ？」

　ユキが嫌そうな顔で聞くと、新たなタキシードを着込んだミツヒメは、髪かみに櫛くしを入れながら、シレッと。

「だってさ、カリンたんの名前聞いたら、ムラムラしてきちゃったんだもの」

　やはりろくでもない答えを返してきた。

「今日こそ、あのボクっ娘この唇くちびるを奪うばって、僕のテクニカルキッスでメロメロにしてやるっ」

「いい加減にしなさいよ、このバカ姉貴がっ！」

　あまりのヘンタイぶりに、思わず箒を振ふり上げるユキ。しかしその先端がお尻しりを直ちよく撃げきする前に、ヒラリと身をかわした姉は、背中の翼つばさを羽ばたかせ、フラフラと宙に舞まい上がる。

「それじゃユキ、行ってくるね。お土産みやげ期待してていいよ？」

「え？　……な、何よ、お土産って」

「えっと……カリンたんのパンツとか？」

「誰だれがいるかっ！」

　しかしそんなツッコミも虚むなしく、ミツヒメはさっさと翼を翻ひるがえし、窓から飛び出していった。

　まったく、こういう時だけは、無む駄だに行動力が漲みなぎるのだ。

「あーもう、何回みんなに迷めい惑わくかけりゃ気が済むのよ、あいつは……」

　ほっぺたを精せい一いつ杯ぱいに膨ふくらませ、ユキは飛んでいった姉に、手て遅おくれの説教を垂れた。

　さて、どうするか。どうせほっといても、またズタボロにされて戻もどってくるだけだろうけど。

　でも、逆に考えれば……。

「も、もしかして、これって、私が魔ま法ほう学園に行く理由が出来ちゃったの……？」

　名目は、姉を連れ戻しに行くため。べつに不自然じゃない。今なら堂々と学園へ行けるのだ。ミスコン優勝とかパーティーとか、そんなこととは関係なく。

　まさにチャンス到とう来らい。でも、ここで素直に喜んでいては、逆にみっともないだけだ。

　だからユキは「うぅ～」と呻うめくと、

「もう、分かったわよっ！」

　持っていた箒を投げ捨て、自棄やけを装よそおって叫んだ。

「連れ戻しに行けばいいんでしょっ！」

　その刹せつ那な、視線を感じて振り向けば、そこには浴室からこちらを見ているクラポンの姿が。しかもそのつぶらな瞳ひとみが、どこか笑っているように見えて……。

「か、勘かん違ちがいしないでよねっ？　私はべつに、バカ姉貴のことなんか全然心配じゃないし、みんなに会いたいわけでもないんだからっ！　でもほら、一応姉の恥は妹の恥だし、カリン達がピンチなのは変わりないから、仕方なく行ってあげるのよ！　……ほ、本当だからねっ？」

　でっかいクラゲに向かって精一杯に見み栄えを張ると、急いでクローゼットへ向かう。

　そして取り出すのは、少し高価なよそ行きのドレス。

「せ、せっかくだから、パーティーにも出てあげるわっ！　感謝しなさいっ！」

　誰にも会わないうちから真っ赤になって、ユキはいそいそと着替え出した。

　それでも、顔がちょっと綻ほころんでいたのは……ユキとクラポンだけの秘密だ。




　かくして今日も、ユキは魔法学園へ遊びに行くのだった。
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　北きた原はら紗さ衣えの発言はいつも唐とう突とつだ。

　だいたい何の前まえ触ぶれもなく突とつ然ぜん口を開き、思っていたことをポツリと口にする。もちろん彼女の脳内ではいろいろと流れがあるのだろうが、聞いてる側にとっては唐突さに変わりはないから、どうしても呆あつ気けに取られて「はあ」としか言い返せない。

　今日の放課後も、そんな具合だった。

「──やっぱり妹が最強なのかしら」

　学校からの帰り道、紗衣に道みち端ばたで不意にそう言われ、葛かつ本もと光みつ宏ひろはお決まりの反応を示した。

「はあ」

「相変わらず魂たましいが抜けたような返事ね」

「いや、そう問われても……」

　仕方ないでしょ、と思いながら、光宏はポリポリと頰ほおを搔く。

　だいたい、今まで何を喋しやべるでもなく、黙だまって歩いていただけなのだ。たまたま下校のタイミングが合ったから、一いつ緒しよに……というか、紗衣が前を歩き、光宏がその後ろを歩いていた。それだけだ。

　クラスが同じで「趣しゆ味み」も同じ。加えて仲も──たぶん悪くはない。なのに光宏は女の子慣れしておらず、紗衣は紗衣で対人会話スキルが皆かい無むなため、こうして沈ちん黙もくの時間を強しいられてしまう。

　そこへ唐突に振ふり返った彼女から話しかけられ、しかも内容が「妹最強」では、他ほかに反応のしようもない。

　光宏にとっては片かた想おもいの相手だけに、話ができるのは大だい歓かん迎げいだが、一方で異様に疲つかれるのも事実だった。

　まあ、それも含ふくめて彼女の魅み力りよくなんだろうけど……いや、それはともかく妹って何だ。べつに紗衣の家族のことでないのはすぐに分かるが。彼女は一人っ子だし。

「いったいなぜにそんな話題が出たですか」

　光宏が訊たずねると、紗衣は相変わらずの真顔で返してきた。

「去年最強だったからよ」

「はあ」

　やっぱりわけが分からない。

　去年といえば、自分も紗衣もまだ中学生。学校も別々で、互たがいに顔も知らなかった時期だ。しかしこの際重要なキーワードは、「去年」ではなく「妹」の方な気がする。

　光宏はいま一度、紗衣の言わんとしていることを考えてみる。この「妹」。いったい誰だれの妹なのか──は、考える必要もない。たぶん萌えキャラの一属性としての意味だ。

　萌えキャラ。すなわち二次元美少女。それこそが、光宏と紗衣の共通の「趣味」だった。

　光宏が大の二次元美少女好きだというのは、クラスでも有名な話だが、紗衣がそれに輪をかけて二次元専門だという事実は、なぜかまったく知られてない。

　おそらくその清せい楚そなお嬢じよう様さま的スタイルからは、想像もつかないせいだろう。しかし間ま違ちがいなく彼女は真の二次専であり、それが高じて美少女イラストサイトまで運営している。

　サイト名は「ミラージュ・ネル」。ハンドルネームは「歌うた川がわミウミ」。版権物は扱あつかわず、描えがくキャラはオリジナルのみ。加えてアマチュアながら、そのプロ顔負けの画力から、ネット上では絶大な人気を誇ほこっている。

　当然、サイトの訪問者も多い。おかげでアクセスカウンターのキリ番争いなどエライことになるし、過去に一度だけ開かい催さいされたキャラの人気投票も盛せい況きようで──。

「……あ」

　そこでようやく光宏は思い出した。「去年妹が最強だった」といえば、一つしかないじゃないか。

「もしかして……去年のミスコンの話ですか？」

「もちろんよ」

　むしろ他に何があるんだ、と言わんばかりに紗衣は頷うなずいた。

　そう、あれはちょうど去年の今いま頃ごろだった。「ミラージュ・ネル」で一度だけ、ミスコンと称しようして人気投票が開催されたことがあったのだ。

　サイト内にアップされたキャラの中から、訪問者が「これ」と思った一人を選び、その娘こに投票する。そして一番人気のヒロインを決めるという、非常に単純なものだ。

　べつに誰が一位になったから何があるというわけでもない。せいぜいその女の子の新作イラストが飾かざられる程度の、ささやかな催もよおしだった。しかしもともと人気サイトだけに投票者は多く、盛り上がったのは間違いない。

　で、その戦いを制したのが、妹属性を持つ美少女キャラだった。名前は「マユ」。その幼い容姿と無む邪じや気きさを武器に、全国の大きなお兄ちゃん達をメロメロにし、堂々の初代ミスコン女王の座に君臨した──というわけだ。

　なるほど、それで「妹が最強」なのか。

　光宏はようやく話を理解し、それから改めて首を傾かしげた。

「……それで、何で急にそんな話を？」

　やっぱり謎なぞだ。紗衣の思考回路に自分が追い付くためには、何か時空すらも超こえるようなＳＦ的スキルを身に付ける必要がある。

「今日、二回目のミスコンを開こうと思うの」

　紗衣は己おのれのペースを崩くずさぬまま、そう答えた。

　要するに彼女の発言趣しゆ旨しはこうだ。「今日は一年ぶりにミスコンをやろうと思う。去年は妹が一位になったから最強だったけど、今年はどうだろう。やっぱり去年と同じで、妹のマユが最強なのか──」と。

　ああ、やっと解読できた。

「よかったら葛かつ本もとくんも投票してちょうだい？」

「ええ、ぜひ……」

　必要以上に疲れた気もするけど。

　しかしまあ、同じ二次元美少女を愛する同士として。そして、歌川ミウミの大ファンとして。イベントの開催自体は光みつ宏ひろも大歓迎だ。

「ぜひ参加します」

　改めて、光宏はそう答えた。

　紗さ衣えはそれを聞くと、満足げにコクンと一つ頷いた。そして動かした首を、今度は横に傾かしげ、何やら考える素そ振ぶりを見せる。

　いったい今度は何を言うのかと思いきや。

「葛本くんも妹なのかしら」

「北きた原はらさん、もっとこう、修しゆう飾しよく語ごとか入れてください……」

　たぶん「妹に投票するのかしら」と言いたいのだろうが。知らない人が聞いたら、いろいろとわけが分からなくなるに違いない。

　しかし紗衣は己の台詞せりふの不可解さなどまったく意に介かいさず、淡たん々たんとどうでもいいことを語り続ける。

「不思議よね。なぜこうも妹って魅み力りよく的なのかしら」

「さあ、何ででしょうね」

「私が考えるに、まず一つ屋根の下に住んでることが大事よね」

「そうですね。ドキドキしますもんね」

「でも、それだとメイドとか、異世界からの押しかけ妻でもいいわけでしょう？　となると、やっぱり『年下の家族』というところがポイントなのよ」

「まあ、僕は年上でもいいんですけど……」

「葛本くん、妹と姉は別物よ？　ついでに嫁よめと妹も違うわ」

　甚はなはだしくどうでもいいことだった。

　いや、そもそも光宏が妹に投票するなどとは、一言も言ってないのだが。

「葛本くん、今日は珍めずらしく覇は気きがないのね」

　紗衣は不思議そうに、なおも首を傾げる。確かにいつもの光宏なら、萌もえっ娘こを語る紗衣に同意するなり反論するなりして、このトークのどうでもよさを、大いに盛り上げるところだけれど。

「もしかして、お腹なかでも痛いのかしら」

「いや、そんなことはないです……」

　体調は至って良好だ。

　紗衣はそれを聞くと、「ふぅ」と、安心したのかがっかりしたのかよく分からない吐と息いきを漏もらし、改めて己の妹道を歩み出した。

「今も言ったとおり、妹は家族なの。家族だからこそ最も近しい存在だし、その絆きずなは決して切れないわ。それに遠えん慮りよなく甘えてくれるから、愛着もひとしおよね。そんなこともあって、私はマユだけは『嫁』と呼ばないようにしているの」

「はあ。じゃあ何て呼ぶんですか？」

「もちろん『妹』よ」

　まあ、そりゃそうか。まんまだ。

「嫁と妹──どちらも違ちがう重みがある言葉ね。もっとも、同じ『家族』というカテゴリーにある以上、両立は難しいけど」

「そういうものですか。『大きくなったらお兄ちゃんのお嫁さんになるの』とか、よく妹キャラの定番台詞みたいに聞きますけど」

「なるほど、確かに禁断の愛を乗り超えれば、両立は可能かもしれないわね。妹と結けつ婚こんするのは、ある意味究極の妹萌えなのだろうけど……。でも結婚してしまえば、妹と嫁が融ゆう合ごうされて、とんでもなくオンリーワンの萌えっ娘ができてしまうわ。もしマユがそんなことになったら、私はもうマユしか見れなくなって、他ほかの嫁達をスルーしかねない。それが恐こわいから、あくまでマユは『妹』なの。そして私はあくまで、マユの大好きなお兄ちゃん。どうかしらこの愛ゆえのジレンマ──」

　もはや得体も行く末も知れなくなった妹トークが、止めどなく紗衣の口から垂れ流される。

　しかし光宏は、相変わらず一言。

「はあ」

　魂たましいをすっ飛ばした反応を口にしただけだった。

　あなたお兄ちゃんじゃなくてお姉さまでしょとか、そもそも禁断なものは乗り超こえちゃいかんでしょとか、そんな平へい凡ぼんなツッコミすら出す気力がない。

　不思議だ。なぜこうも妹は、魅力的だと思われているのだろうか。

「僕には……妹萌えの世界はよく分かりません」

　そう言いながら、光宏は思い出す。去年の第一回人気投票で味わった、複雑な心境を。

　当時、純じゆん粋すいに歌うた川がわミウミの一ファンとして、二次元道を健すこややかに歩んでいた光宏が投票したのは、みんなと同じ妹のマユ──ではなかった。

　確かにマユは可愛かわいい。推定年ねん齢れい十代前半。セミショートをヘアゴムで二つ括くくっただけのシンプルな髪かみ形がたと、大きな垂れ目が幼さを強調し、加えて無む邪じや気きかつおとなしそうな性格が、全国のお兄ちゃん達の保護欲よくをくすぐって止やまない。

　なのに光みつ宏ひろが投票したのは、「ミラージュ・ネル」の萌えっ娘第一号、ネコミミ娘のタマミだった。投票プログラムのシステム上、投票権は一回きり。なので純粋にネコミミを選んだ形だ。

　まあ、結果的には妹がネコミミに勝ったわけだが──それは光宏に、「妹ってのは万人が認める萌え属性なんだ！」という世論を嫌いやというほど押し付けることになった。

　だからこそ、光宏の心境は複雑だった。

　なぜ世の男性達は、そんなにまで妹を好むのだろう。いったい妹のどこに惹ひかれるのだろう。自分には分からない。

　なぜならそう、理由はただ一つ──。
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「ミックン、家に帰って即そつ行こうでパソコンで二次元眺ながめてヘラヘラしてるようじゃ、本気で永遠に独身決定だね！」

「うるさいなぁ。兄の部屋に入る時はノックぐらいしろよ」

「ああハイハイ。生まれる時に先に頭出しただけで兄ヅラとはね。どうせ双ふた子ごなのに」

　……そう、理由はただ一つ。コイツだ。

　葛かつ本もと佐さ和わ。光宏の双子の妹。

　年齢も同じ。顔立ちも同じ。学校も同じ。クラスも同じ。何から何まで同じなのに、性別と趣しゆ味みはバラバラ。特に光宏の二次元愛など、佐和は偏へん見けんの目でしか見てない。

　今も部活動から帰ってくるなり、光宏の部屋を覗のぞき込み、何やかやと大きなお世話的なことを言ってきた。これではおちおち家でくつろいでもいられない。

「双子だって妹は妹だろ。少しは兄を敬え」

　光宏は苛いら立だったように言い返すが、それでおとなしくなるような相手なら苦労はない。

「んなこと言ったって、敬える玉じゃないじゃん」

　そう言って佐和は、ツインテールに結ゆわえた茶ちや髪ぱつを揺ゆらし、机の上に置かれた光宏のパソコンを覗き込んだ。

　ちょうど「ミラージュ・ネル」を閲えつ覧らん中だったせいで、モニターにはでかでかと二次元娘が咲さき乱みだれている。光宏にしてみれば、佐和が居間でドラマやらバラエティやらを見るのと同じ感覚なのだが、どうもその辺は理解されないらしい。

　部屋に籠こもって二次元に現うつつを抜ぬかしているダメな兄──というのが、佐和の光宏に対する評価だ。だいたいここ四、五年ぐらい。

「まあ、ミックンの二次専はビョーキに等しいから、哀あわれんであげてもいいけどさ」

「誰だれがビョーキだ。だいたい僕は二次専じゃない！」

「いや、それ無理あるでしょ。こんだけ部屋中に二次元溢あふれさせといて」

「こんだけって何だよ。せいぜい本とゲームとポスターとぬいぐるみぐらいじゃないかよ」

　いや、それだけでも充じゆう分ぶんかもしれないけど……。

　わあわあ言い合っているうちに、大たい概がい煩わずらわしくなってきた。光宏は少しでもいじられるネタを佐和の視界から取り外そうと、「ミラージュ・ネル」の表示されたインターネットブラウザを閉じた。

　今まで画面で微ほほ笑えんでいた女の子が消え、代わりに普ふ段だん愛用している、歌川ミウミ作のデスクトップ用美少女壁かべ紙がみが露あらわになる。

　女の子を取り除いたら、今度は別の女の子とか。

「何それマトリョーシカ？」

「やかましい」

　もうシャットダウンする以外ないのか。ああ、でもその場合は、『またお越しくださいませ、ご主人様』ってメイド喫きつ茶さ風ボイスが、終しゆう了りよう音として流れる仕組みで──。

　ああ、何て死角のない萌もえパソコンなんだ。

「で、お前は何の用があって、わざわざ僕の部屋に突とつ入にゆうしてきたんだよ」

　すべてを諦あきらめ、光宏は佐和に訊たずねた。

　べつに口では悪く言いつつ本当は兄に構ってほしい──とか、そういうツンデレ要素が何一つないことぐらい、こちらは承知済みだ。だから入ってきた理由ぐらいはあるはずだが。

「ああ、用ね。うん、何だっけ」

　あっけらかんと、佐和は身も蓋ふたもない答えを返した。

「変だなぁ。何かあったはずなんだけどなぁ。ミックン知らない？」

「何で僕がお前の用を知ってるんだよ」

「いや、そこは双子の勘かんとかでさ。まあ、勘で心とか読まれちゃ気持ち悪すぎるけど」

　シンクロニシティ全否定なことを言いながら、彼女は首を傾かしげる。本当に用事を忘れたらしい。これでは、悪口を言うためだけに来たのも同然だ。

　光宏が顔をしかめていると、佐和は「うぁー」とか呟つぶやきながら、部屋中をくるくる見回し始める。そんなことをしたって記き憶おくなんか蘇よみがえらないだろうに──と思っていたら、不意に手を伸のばして、足元に置かれていた本を一冊拾い上げた。

　最近光宏が読んでいるライトノベルだ。表紙には、心置きなく絶賛パンチラ中の萌えっ娘こが描えがかれている。

「ぷっ」

「いや、吹ふくなよ」

　妹の失敬な行動に辟へき易えきしていると、彼女は「ああ」と叫さけび、ようやく用件を告げた。

「ミックン、この本貸して？」

「……どうするんだよ」

「うちの部でネタにする」

「却きやつ下かだ。て言うか、何をどうネタにするつもりだ」

　一応文芸部のはずだが、文芸活動なんぞ微み塵じんもしてない。こいつが部活でやってることといえばただ一つ。部室で友達と集まって、世間話に花を咲かせるだけだ。

　ちなみにこの「世間話」。単に「光みつ宏ひろの噂うわさ話ばなし」と置き換かえてもいい。

　それも好意的なものなんて何一つないのだから、嫌いやになる。例えば「ミックンは元がん旦たんの夜にいい初夢が見られるように、枕まくらの下に美少女イラストを敷しいて寝ねてた」とか、「雨の日のミックンは脳内の二次元と相合い傘がさをするため、傘を差した後片側に詰つめる習性がある」とか……。

　ああ、事実無根じゃないのが腹立たしい。

　加えて、佐さ和わがこんな噂ばかり流し立てるせいで、今や自分は学校中の女子からネタにされる毎日だ。そんな中で唯ゆい一いつまともに接してくれるのが、学校一の大変人である紗さ衣えのみというのも、釈しやく然ぜんとしない話だが……。

「とにかく部屋に帰れよ」

　深く溜ため息いきをつき、光宏は佐和にそう言った。いい加減、コイツと一対一では疲つかれる。

「本は貸さない。お前なんかに読まれたら、この本が可哀かわい想そうだ」

「いや、そういうのを読む気は毛頭ないからご心配なく。二次専ミックンとは違ちがうんだから」

　至し極ごく失敬に言い放ち、佐和は部屋を出ていった。

　いや、失敬にも程がある。まるで失敬を人の形に固めたようなやつだ。泥どろ団だん子ごとかと同レベルだ。

　そして──これが現実の妹なのだ。

「ああ、萌えられるわけないだろ。妹なんかに……」

　そう呟き、光宏は再びブラウザを起動させた。

　光宏にとって「妹」といえば、佐和以外にあり得ない。生まれてこの方、ずっと兄を小こ馬ば鹿かにして、事あるごとに泣かせてくるアイツこそが、「妹」の代表格なのだ。

　だから、妹萌えになど陥おちいりようがない。

「たぶん妹萌えな人って、実際には妹のいない人がほとんどなんだろうな……」

　モニターに「ミラージュ・ネル」を表示しながら、光宏は独りごちた。

　大方それが正解だろう。一つ屋根の下で同じ家族として暮らす、年下の女の子──。そこにいろいろな幻げん想そうが溢あふれるのは理解できる。だいいち、独自の萌え論が売りの紗衣ですら、その呪じゆ縛ばくには勝てなかった。

　妹は兄を愛する──。萌えを語る上では、実に究極の固定観念だ。そんなこと、起こるはずがないのに。

　所しよ詮せん現実を知らないからこそ抱いだける夢だ。手が届かないからこその妄もう想そうだ。

「でも……」

　でも──思う。自分も、できれば夢を見たかった、と。

　光宏はマウスをいじり、ついさっきアップされたばかりの、ミスコン専用特設ページを開いた。「生徒副会長・チナツ」や「プリンセス・セシリア」など、つい最近出会った美少女イラストのタイトルに交じって、「甘えんぼシスター・マユ」の文字が輝かがやいている。

　少女名の横には、投票用スイッチとコメント用フォーム。そして、現在の票数を示す棒グラフと、元の絵にリンクしているサムネイル。

　マユが現状一位なのを確かく認にんしてから、サムネイルをワンクリックすると、すぐに別ウィンドウで、彼女の全身イラストが表示された。

　キャラとして最初に描えがかれたのは去年だが、人気のせいもあって、今でもしばしば新規に描き下ろされている。これはまだ新しいバージョンだ。

　白いドレスにも似た服を着て立つ、愛くるしい顔立ちの幼い少女。それがモニター越ごしにこちらを見つめ、もじもじしているのだから、好きな人には堪たまらない光景に違いない。

　光宏とて、彼女が「妹」という設定でなければ、喜んで萌もえていただろう。

　でも、マユは「妹」だ。タイトルに「シスター」とある以上、こればかりは覆くつがえりようのない事実だ。まさか姉でもないだろうし。

「嗚呼ああマユちゃん、何で君は『妹』なんだ……」

　つい嘆なげきを漏もらしながら、光宏は絵の美少女を見つめた。

　萌えたい。こんな可愛かわいい娘だもの。自分だって萌えたい。

　なのに萌えられない。理由は、「妹」だから。

　禁断の愛だからとかではなく、「妹」という属性そのものが、激しく自分を拒きよ絶ぜつする。

「せめて──」

　そして、思わず呟つぶやいた。

「せめて、佐和じゃなくて、最初からマユちゃんが僕の妹だったら……」

　自分の世界は変わっていたかもしれない。

　可愛らしい妹に懐なつかれ、甘えられ、抱き付かれ。一いつ緒しよに遊び、一緒にご飯を食べ、一緒に寝て。朝は手を繫つないで学校に行き、夕方は手を繫いで家に帰り。それをネタに周りから冷やかされたりもするけど、彼女は少し恥はずかしそうにするだけで、相変わらずお兄ちゃんのことが大好きで──。

　そんなパラダイスな団だん欒らんを過ごせたら、どんなに幸せだったか。

　マウスを握にぎり締しめ、光宏はしばし、そんな妄想に耽ふけった。




　大事なことを一つ忘れていた。

　北きた原はら紗さ衣えの──歌うた川がわミウミの描えがいた美少女イラストは、それを見た者の強きよう烈れつな萌え心に反応して、現実世界に実体化してくるのだということを。

　光みつ宏ひろがそれに気づいた刹せつ那な──。

　マユの表示されていたパソコンモニターが、眩まばゆい光を放った。
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「お兄ちゃん、ただいま～♪」

　そんな台詞せりふとともに、マユはパソコンからスポンと飛び出してきた。

　イラストどおりの髪かみ形がたに、イラストどおりの服装。そしてイラストどおりの彩さい色しきで。

　さらに「こんにちは」でなく「ただいま」なのは、あくまで家族という演出のためだろう。細かいところまで気を配りつつ、マユはニコニコしながら、無む邪じや気きに光宏の胸に飛び込んできた。

「お、お帰り……」

　突とつ然ぜんのことに強こわ張ばった笑えみを浮うかべる光宏。とはいえ、べつにこんな現象は初めてではない。

　そう、紗衣の絵は抜ぬけ出してくる。世界で一番その絵に萌えた人のもとに現れ、その人の願望を叶かなえてくれる。

　もっとも基本的には、作者である紗衣の萌え心が一番強い。その作者の愛を超こえて召しよう喚かん権を得られる煩ぼん悩のう野や郎ろうは、今のところ光宏一人のみ。だから抜け出す先といえば、紗衣か光宏の二択たくになっているのが現状だ。

　今年に入ってから頻ひん繁ぱんに起きていることだし、むしろ頻繁すぎて日課にも等しい。それにマユ自体、以前紗衣が自宅で召喚しているのを見たことがある。初対面というわけでもないから、今さら驚おどろく要素は何一つないのだ。

　でもまさか、自分が妹キャラを求めて召喚してしまうなんて──。

　予想外の展開にそんなことを思いながら、光宏はとりあえずマユの身体からだを受け止めた。

　さほど強い衝しよう撃げきはない。クッションのようなふんわり感だ。

　さらにヘアゴムで結ゆわえた頭がこちらの胸むな元もとに来て、そのまま嬉うれしそうに頰ほお擦ずりしてくる感かん触しよくが、何ともこそばゆい。しかも兄にしがみ付いてくる彼女の腕うでの細さときたら。ああ、さすがはちっちゃい娘こだ。

「でも、これでまた北原さんに叱しかられるな……」

　つい条件反射的に「妹」の頭をナデナデしながら、光宏は独りごちた。

　こうやってマユに出てきてもらえたのは嬉しいが、彼女は作者の紗衣にとっても大事な嫁よめ……いや妹である。その妹を光宏が取れば、当然紗衣は焼きもちを妬やく。

　こんな感じで展開される、光宏と紗衣と萌えっ娘達との三角関係は、すっかりこの春からのお約束になっていた。

「お兄ちゃん、きたはらさんってだあれ？」

　ふと、マユが胸に埋うずめていた顔を上げ、不満そうな目でこちらを見上げてきた。

　だあれって、マユちゃんの作者ですが。

「ええと……僕のクラスメイトだけど」

「ふーん、同じクラスの子なんだ……。美人？」

「え？　ああ、そうだね。美人だよ？」

　ていうか、以前紗衣の家で抜け出していたのだから、会ったことはあるはずなのに。何を今さらなことを言ってるんだか。

　光宏がそう思っていると、なぜかマユは口を尖とがらせて、俯うつむいてしまう。

「ふーん、そうなんだ。マユより美人なんだ……」

「……あ、もしかして妬いてる？」

　そうか。そういうシチュエーションか。

　兄の口に挙がった女子の名に不満を覚えるだなんて。何というセオリーに忠実な妹ぶりなんだろう。嗚呼ああこれだ。自分が求めていたのは、まさにこんな妹だったのだ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、マユ」

　一度調子付いてしまうといい気なものだ。光宏は優やさしい兄になりきって、マユのほっぺたを両サイドから包み込むように、そっと手で挟はさみ込んだ。

　そのまま、もう一度こちらを見上げさせる。上うわ目め遣づかいのマユが堪たまらなくいじらしい。

「僕の大好きな女の子は、マユだけだから、安心して？」

　……自分で言っといて何だが、鳥とり肌はだが立ちそうだった。

　それに今の台詞、紗衣が聞いたら何と言うだろうか。いや、何も言わないか。どうせ二次専の彼女は、いつも光宏のささやかなアプローチなど、スルーしっぱなしなのだし。むしろ「マユは私の妹よ！」とか何とか、別の理由で怒おこりだすんじゃ──。

「わぁい、お兄ちゃぁん！」

「わっ、急に抱だきつくなって！」

　怒れる紗衣への不安も、感かん極きわまった妹のハグには敵かなわない。たちまちすべて霧む散さんすると同時に、光宏は妹に押し倒たおされて、床ゆかの上に仰あお向むけに引っくり返ってしまった。

　上にマユの身体が乗ってくる。ちっちゃいから重くはないが、傍はたから見たら兄妹きようだいで危険極まりない構図になっている。

「えへへ、お兄ちゃん～」

　しかも恥はずかしそうに照れ笑いしながら、わざとギュウギュウして体重を預けてくるし。

「マユ、そんなに身体を押し付けないで……」

「むふぅ、お兄ちゃんの身体、ぽかぽかだよぉ」

　しかも堪たん能のうしてるし。

「お兄ちゃんあったかい……」

「うん、あったかいのは認めるから、お願いだからどいて？　ね？」

　離はなれまいとしがみ付いてくるマユをどうにか床に下ろし、光みつ宏ひろはようやく立ち上がった。

　だがマユは動かない。そのままペタンと座り込み、何やら床の上をじっと見つめている。

　いったい今度は、どんな妹プレイを始める気だ。

「マユ、どうしたの？」

「うん、これ……お兄ちゃんの本？」

　そう言って彼女が指さしたのは、さっき佐さ和わの手から守り通した、あの絶賛パンチラ中のライトノベルだった。

「あ、それは……」

　思わず口くち籠ごもる。いくら十八禁でないとはいえ、幼い妹に見せるには気が引ける表紙だ。そして案の定、マユはショックを受けたように表情を強こわ張ばらせ、表紙のパンチラ娘を、瞬またたきもせずに見つめる。

「お兄ちゃんも……こういうの好きなんだ……」

「き、嫌きらいだよ！」

「そんなのウソ……」

　はいウソです。ごめんなさい。

　心の中で素す直なおに認めながら、光宏は改めて後こう悔かいする。

　なぜこんな一見いかがわしそうな本を、妹が来る前に片づけておかなかったのか、と。

　いや、これも含ふくめてお兄ちゃんの味わうべき苦労なのか。佐和が相手の時は、こんなことまったく気にもしなかったけど。

「ご、ごめん。マユ……」

　光宏は急いで本を取り上げながら、謝った。やっぱり妹にとっては、大好きなお兄ちゃんのこういう一面は、見たくないはずだ。

　だが──忘れてはいけない。マユはあくまで二次元だ、ということを。

　そして二次元である以上、それなりに都合よく振ふる舞まってくれるのだ、ということを。

「お兄ちゃん、あのね……」

　不意に光宏の服の端はしをギュッと摑つかみ、マユはおずおずと口にした。

「お兄ちゃんも男の人だから、やっぱりエッチなのはしょうがないと思うの」

「は、はあ」

「でも、その本の女の子のパンツを見てニヤニヤするのは、やっぱりマユ、嫌いやだよ」

「うん、ごめん。本当にごめん」

「あのね？　だからね……？」

　そう言うなり彼女は片手で、己おのれのスカートを摘つまみ上げ。

「もしパンツが見たくなったら、マユに言ってくれれば──」

「な、何を言いだすですか、君はっ！」

　そのまま一気にたくしあげて、純白（希望的予測）の下着を見せようとする妹の手を、光宏は慌あわてて制した。

「ダメだよ！　マユは妹なんだから、そんなこと言っちゃ！」

「でも！　でも！　マユだって、ちゃんと女の子なんだよ？」

　目を潤うるませながら切なそうに、彼女はじっとこちらを見返してくる。

　これはまずい。そんな目で見られたら、いくら血の繫つながった兄妹だからって、何かしら過あやまちを……いや、待てよ？　そうか、血が繫がってないことにしてしまえばいいのか。

「お兄ちゃん、大だい丈じよう夫ぶだよ。だってマユ、義理の妹だもん……」

　さっそくその設定を反映してくれたマユが、相変わらず切なそうにフォローしてきた。

　ああ、さすが二次元。至いたれり尽つくせりだ。

　でもってこんな時、お兄ちゃんは何て答えればいいんだろう。

　選せん択たく肢し１「僕にとって、マユは正真正しよう銘めい、本当の妹だよ」

　選択肢２「実は僕も、前からマユのことが好きだったんだ」

「うわぁ、究極の選択だ……」
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　何かもう、どっちに転んでも結果は同じような気もするが……。それでも若気の至りで二次元の妹を呼び出してしまった少年は、ここぞとばかりに悶もん々もんと思い悩なやむ。

　いくらラブコメやら何やらで鍛きたえているとはいえ、これまで妹ネタだけは断固拒きよ否ひの姿勢を貫つらぬいてきた身だ。ここぞというところで、アドリブが利きかない。

「ねえ、お兄ちゃん……？」

　顔を真っ赤にして、マユが迫せまってくる。もう逃にげられない──。

　光宏がそう思った時だった。

「二人とも、ごはんよー」

　不意に一階の台所から、母親の声が飛んできた。

　同時に、意識が急激に引き戻もどされた。

「あ、ごはんの時間だ……」

　二次元と遊ぶのはここまでだ。下で現実の家族が待っている。

「マユちゃん、また今度ね……？」

　ちょっとだけ寂さびしさを覚えながら、光宏は目の前に立つ妄もう想そうの産物に向かって、そう告げた。

　禁断の愛ごっこを中断されて、マユはキョトンとした顔でこちらを見つめ返している。だが、特に絵の中へ還かえっていく素そ振ぶりは見せない。

「お兄ちゃん、晩ごはんの時間？」

　そして、そう訊たずねてきた。

「うん。そうだけど？」

「じゃあ、マユも急いで手を洗ってくるね！」

「い、いや、ちょっと待って！」

　もしや一いつ緒しよに食べる気か。リアルな家族の食しよく卓たくへ突とつ撃げきする気なのか。

「マユちゃんはダメ！」

　無む邪じや気きに廊ろう下かへ飛び出そうとする妹の手を、光みつ宏ひろは急いで引っ張った。

　弾はずみで後ろへ倒たおれそうになったマユが、もう一度こちらの身体からだにもたれかかってくる。トンと頭を胸むな板いたにぶつけ、彼女は不ふ機き嫌げんそうに呻うめいた。

「お兄ちゃんヒドイよぉ。マユもお腹なか空すいたよぉ」

「う……、そう言われると辛つらいけど」

「じゃあ、手を洗ってくるね？」

「いや、だからダメだってば！　マユの分はちゃんと持ってきてあげるから！」

「お兄ちゃんと一緒に食べたい！」

「じゃ、じゃあちょっと待ってて。すぐに戻るから……」

　ここで待ってて──ともう一度念を押し。

　まるで拾ってきた子こ猫ねこでもかくまってるかのような気分になりながら、光宏は急いで台所へ、夕飯を回収しに向かうのだった。




　台所では、母が焼き立てのハンバーグを皿に一つずつ載のせているところだった。

　全部で三つ。一人分足りない。

「あれ、父さん遅おそいの？」

「そうなの。さっき電話があったから、先に食べちゃいましょ。ああ光宏、そっちの運んじゃって？」

「うん、分かった……」

　言われるままに、お盆ぼんの上に皿を並べる。が、これを素す直なおにテーブルに運ぶわけにはいかない。

「あの、母さん──」

「何よ」

「あのさ、今日は……」

　部屋で食べる──と言いかけたところで、不意に玄げん関かんでチャイムが鳴った。

「光宏、出て」

「はーい」

　何だか片っ端ぱしから用を押し付けられている。ていうか、佐さ和わは何やってんだ。さっさと来て手伝えばいいのに……。

　心の中でそう愚ぐ痴ちりながら、光宏は持ちかけたお盆を置き、玄関の方へ向かった。

　そこへもう一度、繰くり返しチャイムが鳴る。こんな時間に誰だれだろう。

「こんにちはー、平ひら田たですけどー」

　聞き覚えのある女の子の声が、ドア越ごしに響ひびいてきた。

　確か、佐和と同じ部活の子だ。ということは、あいつの客か。

　そう思いながら光宏がドアを開けると、案の定、見たことのある女子が一人、なぜか手に文庫本を持って立っていた。

　ついでにその本も見覚えがある。自分が先月買ったのと同じやつだ。内容は、独り暮らしの少年の家に、ある日突とつ然ぜん魔ま法ほう少女が嫁よめに押し掛かけてくるという……いや、そんなことはどうでもいい。ただあの本って、気が付いたら部屋から消えていたような──あ！

「あーミックン。これ妹さんから借りてたの。返しといて？」

　平田さん的な女子は笑顔でそう言うと、魔女っ娘こを愛めでる本を差し出してきた。

　見覚えあって当然だ。自分の本じゃないか。

「な、何でこの本を君が……？」

「いや、ミックンの趣しゆ味みだって言うから、部活のみんなで回し読みしたの。あ、ちゃんと大事に扱あつかったから心配しないでね？　それに結構面おも白しろかったよ。いかにもミックンが喜びそうな内容で」

　そ、それは……いや、喜んだのは間ま違ちがいないけど、だからっていくら何でもあり得ないだろ人の本を馬ば鹿かにする目的だけで勝手に回し読みとかっていうか。

「こら佐和っ！」

　ついに堪たまりかねて、光宏は二階に向かって大声で叫さけんだ。

「平田さんだ！　お前の客だ！　とっとと下りてこい！」

　ついでに頭を下げて詫わびさせてやる。まあ、無理かもしれないけど。

　平田さんの生温かい視線に耐たえながら、ひとり激げき昂こうする光宏。その声に反応して、二階から足音が一つ、トントンと軽やかに駆かけ下りてくるのが聞こえた。

　そして、音の主がひょっこりと姿を現した。

「あ、平田さん、こんばんは～」

「こんばんは、マユちゃん。はいこれ、本」

「あ、どうもどうも。確かに受け取ったよ～」

　いや、何二人して普ふ通つうに会話してるんですか？

　片や三次元の平田さん。片や二次元のマユ。初対面なのに。いや、もはやそういう問題ではないはずなのに──。

「じゃあね、また明日あした～」

　何事もないかのように挨あい拶さつを済ませて、平田さんが去っていく。そしてマユは、返された魔法少女本を手にこちらを見やり、心配そうに首を傾かしげた。

「お兄ちゃん、何で怒おこってるの？　もしかして……さっきマユがエッチなこと言っちゃったから？」

「い、いや、そういうんじゃなくて──」

　誤解だし。それに今は、そんなことがどうでもよくなるぐらい、理り不ふ尽じんな展開になってるし。

　そこへ奥から、もう一度母の呼ぶ声が。

「二人とも何してるのー？　ごはん冷めるわよ？」

「はーい！」

　元気よく返事をし、マユが居間へ駆けていく。光みつ宏ひろが引き止める間もなく、母のもとへ。

「お兄ちゃんも早くぅ！」

　言われなくても、走りたい気持ちでいっぱいだ。

　光宏は猛もう然ぜんとマユの後を追った。とにかく何としても、彼女が母の目に触ふれるのを防がなければならないと、そう信じて。

　だが──。

「光宏もマユも、早く座って。今日はマユの好きなハンバーグよ」

「やったぁ、ハンバーグはんばーぐ♪」

　ああ、また普通に会話してるし……。

　食しよく卓たくに着くマユと、それを微ほほ笑えましげに見つめる母。そんな二人を、光宏は愕がく然ぜんと眺ながめるばかりだ。

　なるほど、確かにマユは「妹」だ。そして「妹」といえば家族の一員だ。だから母にこうして認知される──という都合のよさは、この場合本当にアリなのか？

　いや、しかし平田さんは何だったんだ。あの子は佐さ和わと同じ部活で、佐和に用があったはずなのに……。

　そこで急激に、一つの不安が頭をもたげた。

　佐和は──なぜさっきから姿を見せないんだ。

「あの、母さん……？」

　震ふるえそうになる全身をどうにか叱しつ咤たしながら、光宏は母に向かって訊たずねた。

「どうしたの、光宏。早く食べなさい？」

「いや、それより……佐和は？」

「サワ？　誰それ？」

「僕の妹だよっ！」

「どうしたのよ、大きな声出して。光宏の妹はマユじゃないの。ねぇ、マユ？」

　母に同意を求められ、マユが「うん！」と元気よく返事をした。

　とても無む邪じや気きな、屈くつ託たくのない笑え顔がおで。
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「もしもし父さん？　あのさ……妹のことなんだけど。……うん、妹。……ええと、妹の名前がね……。佐和、だよね？　……え？　誰だれそれって、その……うん。そうだね。マユだよね、ハハ……。ごめん、まだ仕事中なんだね。じゃあ。……ああ、もうごはんは食べてるよ。うん。……分かった。じゃあね」

　異様に寒々とした廊ろう下かの真ん中で電話を切り、光宏はふうと溜ため息いきをついた。

　すぐそばの居間からは、マユと母の楽しそうな団だん欒らんの声が響ひびいている。本来なら自分もそこにいるべきだが、とても戻もどる気にはなれない。

　そもそも、一番にいるべき人物が、どこにも見当たらない。

「佐和……」

　どこ行ったんだよ、と光宏は呟つぶやいた。もちろん、答えてくれる相手はいないけど。

　そう、姿も見せず。名前も知られず。

　間ま違ちがいない。葛かつ本もと佐和は──今この世界から消失している。

「でも、どうしてこんなことに……？」

　分からない。二次元の妹を呼び出したら三次元の妹が消えるなんて、いったいどんな法則だ。

　だいたい今までだって、二次元娘むすめが具現化したことは何度もあったじゃないか。自分が何度も召しよう喚かんしたし、紗さ衣えも何度も召喚している。その都度この世から誰か消えたか？　あくまでイレギュラーな人口が一人増えただけじゃなかったか？

　だったらマユも同じはずだ。光宏の萌もえ願望を満たすために飛び出してきただけなのだから、今までの二次元娘と何ら変わらない。

　なのに──。

「お兄ちゃん、どうしたの？　ごはん食べないの？」

　居間から「妹」が顔を覗のぞかせた。

　とても愛くるしい萌えっ娘こシスター。まさに、光宏が望んだとおりの妹。

　でもその代だい償しようとして、「本当の妹」がいなくなった。

　こんな展開を、自分は望んでいただろうか。佐和なんかいなくていいから、代わりにマユを、と──。

「ああ、思ったかも……」

　思ったかもしれない。いや、間違いなく思った。

　──せめて、佐和じゃなくて、最初からマユちゃんが僕の妹だったら。

　──世界は変わっていたかもしれない。

　そう願い、自分はマユを呼び出した。だから、その願望が叶かなえられたのだ。マユが本当の妹になり、佐和が消え、結果的に世界が変わった。

　なるほど、そう考えればいつもと同じなのだ。光みつ宏ひろにとって都合のいいことが起きたという、ただそれだけのことだ。

　でも、これでいいわけがない。「ただの都合」で人は消せない。

「僕は……どうすればいいんだろう」

　そう呟きながら、光宏はフラフラと二階へ向かう。

「お兄ちゃん待って、どこ行くの？」

　マユが後ろから慌あわてて呼びかけてきた。

　口元にハンバーグのソースが付いたままだ。あれでしがみ付かれたら、服にベッタリ跡あとが残るなぁ……などと現実逃とう避ひ的なことを考えながら、光宏は彼女を下に残し、自室に戻る。

　パソコンが点つけっ放しになっている。二次元のスクリーンセーバー少女がチョコチョコと動き回り、画面の焼き付けを健けな気げに防いでくれている。

　マウスを動かし、それを解除した。

　モニター上に、さっきまで見ていたページが再び表示された。「ミラージュ・ネル」のイラストギャラリー。その中にある、マユの一枚絵。

　もっとも今はそのマユが抜ぬけ出しているので、絵も人型に白くくり抜かれたものが見えるだけ──。

　……では全然なかった。

「何だこりゃ！」

　思わず光宏は目を剝むいた。後こう悔かいも虚きよ脱だつ感かんも、すべてをきれいに吹ふき飛ばすほどの衝しよう撃げきが、そこに待ち受けていた。

　白くくり抜かれたはずのマユの一枚絵。だが今、その白い部分に、果てしなく見覚えのあるやつがすっぽり収まっている。

　茶色いツインテールを揺ゆらす、どこからどう見ても三次元な女子高生。確定年ねん齢れい十五歳。属性は、やっぱり「妹」。

「さ、佐和……？」

　絶句しながら、光宏はその名を口にする。そりゃそうだ。てっきりこの世から消失したと思ってたのに、こんなところで……いや、消失には違いないのか。でも、だからって……。

　混乱する頭で、モニターの中の佐さ和わをみつめる。

　どう見てもマユとは違う。何しろ絵ではない。写真をそのまま貼はり付けたかのような生身っぷりだ。

　それに、大きな垂れ目でもなければ白いドレスでもなく、無む邪じや気きでもおとなしそうでも何でもないくせに──。

「何でこっち見てもじもじしてんだよ、お前はっ！」

　ポーズのみマユと同じとか、本気で勘かん弁べんしてほしい。

　しかも、そのはにかんだ笑えみは何だ。お前普ふ段だんそんな顔、作りさえもしないだろ。おかげで全然似合ってないじゃないか。

　絵の上にタイトルがある。「甘えんぼシスター・佐和」になっている。

「うぁー、ヒドイもの見た……」

　全身に鳥とり肌はだを浮うかべ、光宏はそっとブラウザを最小化した。

　終しゆう了りようさせなかったのは、せめてもの良心だ。とはいえ、ついさっきまでの戦せん慄りつなど、もはやすっかり失うせていた。

　とりあえずアイツの行き先は分かった。「ミラージュ・ネル」の絵の中だ。ということは──ひょっとして、紗衣に頼たのめば何とかしてくれるのではないだろうか。

「よし、北きた原はらさんに電話してみよう」

　おそらくそれが最善の策だ。

　とはいえ哀かなしいかな。あいにく自分の携けい帯たい電話に、彼女の番号は登録されてない。

　光宏はすぐさま廊ろう下かに飛び出すと、コードレス電話の子機を取り、部屋に戻もどった。そして調べるのはクラス名めい簿ぼ。これで、とりあえず彼女の自宅にはかけられる。

「あ、でも、家族の人が出たら何て言おう。お嬢じよう様さまはいらっしゃいますか、とか？　いや、いくら何でも硬かたすぎるかな。でも女の子の家に男が電話する以上、いろいろと第一印象が……」

　この際どうでもよすぎる悩なやみに直面し、ブツブツ呟つぶやく。と、どうやら受話器の方が業ごうを煮にやしたと見えて、いきなり光宏の手の中で、プルルルルル！　と派手な着信音を鳴り響ひびかせた。

「わっ！　は、はい！　葛かつ本もとですけど……ああ、北原さん！」

　紗衣だ。何とも絶ぜつ妙みようなタイミングだ。

『もしもし葛本くん？　これはどういうことかしら？』

　しかも明らかに苛いら立だってるし。

『うちのサイトに、佐和さんが載のっているのだけど──まさか知らないはずないわよね？』

「はい。よぉく存じてます……」

『むしろマユはどこ？』

「ええと、もちろん僕の家に──」

　います、と言いかけたところで、部屋のドアがバタンと開かれ、当の二次元シスターが飛び込んでくる。手に夕飯の載ったお盆ぼんを持って。

「お兄ちゃん、お兄ちゃんのハンバーグ持ってきたよ。一いつ緒しよに食べよ？」

　はしゃぎながら、受話器の先にまで届きそうな声で、そう叫さけんだ。

『……葛本くん』

「はい、何でしょう」
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『……とっても楽しそうね』

　まずい。完全に怒おこっている。

「あの……すみません、ホントすみません！」

　慌あわてて謝る光みつ宏ひろのそばに、ソースの香かおりを漂ただよわせたマユが、ペタンと座り込む。奇くしくもその隣となりには、例のパンチラ小説がいまだ放置されたままだ。

　妹とハンバーグとパンチラ。何なんだ、この病やんでそうな組み合わせの光景は。

「それより北原さん、佐和はいったいどうなったんですか？」

　ねぇねぇとズボンの裾すそを引っ張ってくるマユは置いといて、光宏は本来語られるべき用件を切り出した。

「絵の中に入ったっていうのは分かるんですけど、いったいなぜ？」

『訊きかれても困るわ。こんなケース、私も初めてだもの。むしろこっちが質問したいぐらいよ。ねえ葛本くん、いったい佐和さんに何があったの？　原因に心当たりはない？』

「それは……」

　少し躊ちゆう躇ちよしてから、光宏は事情を打ち明けた。

　いつものように佐和にいたぶられたこと。佐和の代わりにマユが妹だったらと願ったこと。そうしたら、その願いが実現してしまったこと──。

『何だか贅ぜい沢たくな話ね』

　だが光宏の告白に、紗さ衣えは冷たい反応を示しただけだった。

『私に言わせれば、現実に妹がいるというだけで、葛本くんのことがとても羨うらやましく思えるのに』

「……そういうものですか？」

『当たり前よ。一つ屋根の下に可愛かわいい女の子が住んでいて、しかも年下なのよ？　まあ、葛本くんの場合は双ふた子ごだけど、それはそれでポイント高いし、おまけにツンデレとくれば最高じゃない？』

　いや、それは大いに誤解だ。可愛いかどうかは主観的な問題だからともかく、佐さ和わはツンだけで、デレの要素がまったくない。

　やはり紗衣は一人っ子だから、妹がいて羨ましいなどと、そういうことが言えるのだ。だいたい冷静に考えれば、現実の肉親が萌もえの対象になるはずがないし……。

「とにかく、元に戻せないですか？」

　人の妹観はともあれ、今は佐和の帰き還かんが先決だ。そう思い、光宏は改めて紗衣に訊たずねた。

『どうかしら』

　紗衣の反応は芳かんばしくない。

「……難しいですか？」

『初めてのケースだもの。私にも、元に戻す方法なんて分からないわよ』

「でもほら、例のペンタブレットで──」

　そう、紗衣は愛用のペンタブレットで、自分の描えがいた絵に干かん渉しようすることができる。姿形や性格を修正したり、抜ぬけ出ているのを絵に戻もどしたり。ならばその逆で、絵の中に入り込んでしまった人間にペンで干渉することも可能なのではないか。

『葛かつ本もとくん、ペンは、あくまで絵を描くための道具でしかないのよ？』

　だが紗衣は、どこか重々しい声で、そう答えた。

『確かにあれを使えば、画像データと化した佐和さんをいじることはできるわ。でも、それだけで終わり。佐和さんが抜け出せるかどうかは別問題よ。……それに、考えてみて？　もし仮にそうやって佐和さんが抜け出せたとしても、それは果たして本当の佐和さんなのかしら。所しよ詮せん私の描いた絵に過ぎないのではなくて？』

　紗衣はそこまで言うと、これ以上の反論はないとばかりに押し黙だまってしまった。

　何を言いたいのか。光宏には彼女の意図が分からない。

　確かに佐和は絵ではない。正真正しよう銘めい、三次元の人間だ。それを画像として扱あつかってしまうことに抵てい抗こう感かんがないわけではないが、最終的に元に戻ってくれる可能性があるなら、試ためしてみる価値はあるのではないか──。

『葛本くん、グズグズしてる暇ひまはないのよ？』

　首を傾かしげる光宏を、紗衣は強く叱しつ咤たした。

『サイトは見てる？　このままだと佐和さんは──』

　そこで会話は途と切ぎれた。

　マユが不意に横から手を伸のばし、受話器を取り上げたからだ。

「……お兄ちゃん、さっきから誰だれと話してるの？」

　せっかく夕飯を運んできたのに無視され、こちらも苛いら立だちが募つのったらしい。しかも受話器の向こうから微かすかに聞こえてくる相手の声が女性では、このブラコンシスターが妬やかないはずがない。

　顔を真っ赤にしながら、マユは受話器を抱だき締しめ、じりじりと後あと退ずさる。

「マユ、電話を返すんだ」

「……やだ」

「マユっ！」

　光宏の怒ど声せいに、妹がヒクリと肩かたを震ふるわせた。

　大きな目に涙なみだが滲にじんでいる。怯おびえさせてしまったらしい。

『葛本くん、分かっていると思うけど──』

　マユの手にある受話器から、紗衣の声が聞こえた。

『マユは悪くないわ。悪いのはあなたよ、葛本くん』

　ちゃんと佐和さんを助けなさい。あなたならできるはずだから──。

　その言葉を最後に、通話は切れた。
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　改めてブラウザのサイズを元に戻すと、再びもじもじ中の佐和が、画面上に蘇よみがえった。

　何度見ても不気味だが──いや、ここで引いている場合ではない。

「でもさっき、北きた原はらさんは何を言いかけたんだろう。『このままだと……』って」

　いったいどうなってしまうのか。例えば……ありがちだが、佐和が完全に画像データと化して復帰不可能になるとか、そういうことだろうか。

　なるほど、それなら急がなければだけど。

「……でも、ペンを使わずに佐和を呼び戻す方法なんて、思いつかないよ」

　とても無理だ。紗衣の力を借りられないなら、他ほかに打つ手なんてない。

　光みつ宏ひろはパソコンの前に座り込み、正面から佐和の姿を睨にらみつけた。もちろんこんなことをしたって、何も起きないけど。

「ねぇねぇお兄ちゃん」

　マユが後ろからおずおずと話しかけてくる。さっき叱しかられたことを気にしてるのか。

「お兄ちゃんはそういう妹が好みなの？　マユも髪かみを伸ばしてツインテールにした方がいい？」

　いや、あまり関係ない話題だったようだ。

「べつにお気き遣づかいなく……」

　光宏は溜ため息いきをつきながらそう答えた。ちょうどマユの目には、自分が佐さ和わに萌もえているように映ったらしい。

　まあ、あり得ない。何をどうしたら、佐和なんかに萌えられるのか……。

「いや、待てよ……」

　ふと思う。もし自分が佐和に萌えたら、どうなるのだろう。

　もしかしたら──この画面から抜け出してくるのではないか？

「それだっ！」

　光宏は叫さけんだ。なぜもっと早く気づかなかったのだろう。

　二次元の女の子がこの現実世界に飛び出してくるのは、何も紗さ衣えがペンでいじっているからではない。絵を見た者が──具体的には光宏や紗衣が、そのキャラに萌えているからだ。

　だとしたら、絵の中の佐和を呼び出す方法は一つ。

　そう、萌えるしかない。

　……佐和相手に。

　よりによって、佐和相手に。

　よりによって、あの鬼き畜ちくな実妹の佐和相手に。

「……無茶だ。どう考えても」

　もはや名案ですらない。たとえ理り屈くつで実行しようと思っても、心が萌えを許すはずがない。

　現に目の前で微ほほ笑えむ平面の佐和を見たところで、ピクリともときめかないし。

　嗚呼ああどうすればいいんだ──と光宏が頭を抱かかえていると、そこへマユが、またもジェラシーに悩なやまされ始めた。

「お兄ちゃん、今度はずっとパソコンの女の子ばかり見てる……」

　そう言ってジットリとした眼まな差ざしで睨みつけてくる。これはこれで愛らしい。本当に、佐和とは大おお違ちがいだ。

　もし佐和にもこんな可愛かわいさがあれば、自分は過あやまちを犯おかさずに済んだだろうか。

「いや、リアルな肉親がそんなのだと、それはそれで気持ち悪いな……」

　至し極ごくもっともな正論を口にしつつ、光宏はマユを宥なだめようと手を伸ばした。

　艶つややかな髪を撫なで、落ち着かせてやる。するとマユはその手を取って、愛いとおしそうにギュッと抱き締めてくる。

「お兄ちゃん、絶対にマユが一番だからね？」

「ああ、一番だね……」

　去年一番だったな。「ミラージュ・ネル」のミスコンで。

　光宏はそんなことを思い出しながら、手を戻もどし、そっとマウスを動かした。

　佐和の微笑むギャラリーとは別に、もう一つ、開きっぱなしになっていたページがある。第二回ミスコン用の、投票コーナーだ。

　何とはなしに、更こう新しんボタンを押してみた。

　棒グラフの状じよう況きようが変動している。ついさっき一位だったマユの名は見当たらない。代わりに伸のびているのは──。

「佐和……？」

　目を疑おうにも、漢字を使った名前は一人しかいない。

　甘えんぼシスター・佐和。それがマユの消えた今、なぜかすべての二次元娘むすめを差し置いて、トップに君臨していた。

「な、なぜに佐和？　ここ、イラストサイトなのに……」

　いったい誰だれだ。投票してるやつは。

　呆あきれつつ焦あせりつつ。光宏はとっさに、佐和に寄せられたコメントの一覧を表示させてみた。

　いくつもの──おそらく大部分は男性からの──メッセージが、これまた別ウィンドウで開かれた。

　曰いわく、「何て生々しいんだ。最高です！」

　曰く、「佐和タンハァハァ」

　曰く、「生まれて初めて三次元に目覚めました。ぜひ俺の妹にください」

　曰く、「×××（自主規制）」

　……などなど。

「何だよコレ。なんで佐和が……」

　あり得ない。一いつ斉せいに萌えの対象になってるだなんて、どう考えたってあり得ない。

　でも、認めないわけにはいかないのだ。事実、そうなっているのだから。

　そして思う。もしこのままだと──。

「このままだと……？」

　電話での紗衣の言葉が蘇よみがえった。グズグズしてる暇ひまはない。このままだと、佐和は。

　そう、鑑かん賞しよう者しやに萌えられた「二次元」の佐和は──。

「……大変だ！」

　光みつ宏ひろの顔は、一いつ瞬しゆんにして蒼あおざめた。

　とんでもない展開が頭をよぎった。

　佐和は本来三次元だ。現実に生きる、れっきとした生身の人間なのだ。なのにそれが、彼らの萌え心に反応して抜ぬけ出してしまったら。そして、彼らの願望を満たすために動いてしまったら──。

　どう足あ搔がいても取り返しのつかないことになる。

「そんなの、絶対ダメに決まってる！」

　光宏は叫んだ。叫ばずにはいられなかった。

　他ほかの誰にも譲ゆずるわけにはいかない。佐さ和わを召しよう喚かんしていいのは、自分だけだ。

　ただし、萌えるのではない。そもそも佐和を呼び出すのに、萌える必要なんてない。そんなことをしなくても、自分は佐和の存在を、誰よりも心から強く望めるはずだ。

　なぜなら佐和は、血を分けた妹なのだから。大事な家族なのだから。

「佐和、今助けてやる！」

　何をすべきか、ようやく分かった。

　佐和をこの世界に呼び戻す、光宏にしかできない方法。それは即すなわち──。

「示すんだ。僕が佐和を大事だと思う気持ちを、示してやるんだ」

　マウスを動かし、光宏は投票画面に戻った。

　目指すスイッチはただ一つ。だがその時、その手を止める者がいた。

「お兄ちゃん──」

　マユだ。寂さびしそうに涙なみだを浮うかべ、「兄」にしがみつく。

「お兄ちゃん、マユよりも、そっちの『妹』がいいの？」

　その声に、光宏は首を横に振ふった。

「違うんだ、マユ」

　いいとか悪いとかどっちが好きとか、そういう問題じゃない。

　現実は現実。二次元は二次元。

　だから光宏は、マユに優やさしく言い聞かせた。

「君と佐和は、比べていい存在じゃないんだよ。君は可愛い。佐和は憎にくたらしい。でも、君が絵の中でみんなに見られて輝かがやくように、佐和はこの現実世界で生きてこそ輝くんだ。輝く場所がはっきり決まっているのに、あるべき姿でそこにいなければ、誰かが悲しむことになる。そう、佐和がいなくなって──僕は悲しいんだよ」

　そしていま一度、パソコンの中の佐和に向き直る。

　兄を前にしてはにかみ、もじつく佐和。こんなものは、「あるべき姿」の佐和ではない。

　だから光宏は、ためらわずにマウスを動かした。大事な妹の名を冠かんした投票スイッチへ向けて。

　佐和、戻もどってきてくれ──。

　そんなメッセージを添そえて、一押しした。




　そして──。




　　　　６




　翌朝、通学路で紗さ衣えとバッタリ会った。

「おはようございます」

「あら葛かつ本もとくん、おはよう」

　いつものように世間話に発展するでもなく、ただ彼女はそれだけを答える。

　当然、あの話題に触ふれることも、ない。

「あの、北きた原はらさん」

「何かしら？」

「昨日のことなんですけど……」

「昨日？　何かあったかしら」

　目をパチクリと瞬しばたたかせ、紗衣は小首を傾かしげた。

「……いえ、何でもないです」

　光宏は小さく苦く笑しようし、適当に誤ご魔ま化かした。

　紗衣も再び口を噤つぐみ、特に興味もないかのように、そっぽを向いて歩き出す。

　やはり……何も覚えてないのだ。

　光みつ宏ひろはそれを確かめ、そっと溜ため息いきを漏もらした。

　そう、気がつけば、すべてがなかったことになっていた。

　昨日の夜──あれからすぐに、二人の妹は元に戻った。マユは絵の中へ。そして、佐和は現実世界へ。

　両親の記き憶おくからはマユが失われ、再び佐和が刷り込まれた。そして当の佐和も、自分が絵の中にいたなどという記憶は一いつ切さい持ってない。「ミラージュ・ネル」からは佐和の文字が消え、すべてがマユになり──。

　本当に、すべてがきれいに戻った。むしろ、何も起きなかったと言っても信じてしまえるほどに。

（いや、ひょっとしたら、本当に何も起きなかったのかも……）

　むしろそう考える方が自然かもしれない。すべては一夜の夢。最初から、何の事件も起きなかったのだ、と。

　光宏はそんなことを思いながら、紗衣の後ろに付いて歩く。

　と、紗衣が不意に振り返った。

「──そう言えば葛本くん、昨日のミスコンだけど」

「え？」

　急にそんな話題を出されて、ドキリとする。だが、彼女が続けて口にしたことと言えば。

「大番狂くるわせだったわね。まさかマユが敗退するなんて。いったいどこに票が吸われたのかしら」

　他た愛わいもない、ただの感想だった。

　だから光宏は、「はあ」といつものように返した。

　間ま違ちがっても、「佐和と票が二分されたからです」とは言わない。

　本来マユ一人に入るはずだった票の過半数が、途と中ちゆうで入れ替かわった佐和に入ってしまった。だがその佐和が現実に戻ったことで、彼女が得ていた分の票も消しよう滅めつ。おかげでマユは中ちゆう途と半はん端ぱな数字しか残せず、そのせいで第二回の玉座には就つけずに、代わりに別のヒロインが繰くり上がりで栄えい冠かんを勝ち取った──と。

　もし昨日のアレが夢でないなら、大番狂わせの真相は他ほかにないけど。

「妹って、決して万能の萌もえ属性ではないんですよ」

　すべてを納なつ得とくさせるため、光宏は、敢あえて真っ当な解かい釈しやくを選んだ。

「他にも生徒会とかお姫ひめ様さまとか、魅み力りよく的な属性は山ほどあるんです。だから、マユが……いや、マユちゃんが一位になれない時だってありますよ」

「そういうものかしら」

「ええ、そういうものです」

「例えば、佐さ和わさんって可愛かわいいツンデレの妹さんで、本当は葛本くんのことが大好きなんだけど、つい本音とは裏腹に意地悪しちゃうじゃない？　それでもやっぱり、妹の魅力って万能ではないと言える？」

「いや、その意見は根本的な部分が間違ってます」

　そもそも佐和はそんな可愛らしいやつじゃない。今朝だって、人の本を勝手にかっぱらって、先にとっとと学校へ行ってしまった。これがツンデレに見えるのは、やはり紗衣が「他人」だからだろう。

　そして、光宏はふと思う。もし昨日の「夢」の中で、紗衣がペンを使って佐和を元の世界に戻していたとしたら──。

　そこには紗衣の妄もう想そうする、ツンデレの可愛い佐和しか──そう、あり得ない佐和しか戻もどらなかったのではないか。

　あの時紗衣が言った「絵に過ぎない」とは、おそらくそういうことなのだ。

　だからこそ、彼女はすべてを光宏に託たくしたのだろう。きちんと「ありのままの佐和」を望むことのできる、実の兄に。

　まあ、どうでもいいか。所しよ詮せんは夢の中の出来事だ。

「とにかく、僕には妹のよさはさっぱり分かりませんから」

「そう？　私は、佐和さんは充じゆう分ぶん魅力的だと思うわよ？」

　光宏の頑かたくなな言葉に、紗衣はそう言って小さく微ほほ笑えんだ。

「もっとも三次元では、私の守しゆ備び範はん囲い外だけど」

「いや、範囲内だとむしろ困りますから……」

　どんな三角関係になるんだ、それは。

　光宏のそんな呆あきれ顔など気にも留めず、紗衣は足を速める。

「悪いけど先に行くわ。早く学校へ行って、表ひよう彰しよう式しきを始めるから」

「表彰式？」

「ええ、せっかくミスコンを開いたんだもの。予よ鈴れいまでの時間を使って、私がみんなを直じき々じきに表彰してあげるのよ。ああ、葛かつ本もとくんは参加しなくていいわよ？　私一人で楽しむためにやるんだから」

　なるほど、またいつもの空き教室で、こっそり優勝者とイチャつく気なのだ。ということは、つまり今回のミスコンもそれが最終目的で、サイトの訪問者にとってはまったく旨うまみがないという──。

「……じゃあ僕は佐和でも表彰してやりますよ」

　冗じよう談だん交じりにそう言うと、紗衣は「ぜひそうしてあげてね」と大おお真面まじ目めに答え、さっさと学校の方へ走っていった。

　何だかんだ言って、やっぱり変な人だ。夢の中では、あんなにかっこよかったのに。

　光宏はそんな彼女の後を追うこともなく、ゆっくりとした足取りで、通学路を進んでいった。

　やがて学校に辿たどり着く。いつもの校舎のいつもの教室。入ればすぐに、佐和の声が飛んでくる。

「ねーミックン、今朝ミックンの部屋から持ってった本、変なの挟はさまってたよ？　何このいかがわしいの」

　そう言って掲かかげられた佐和の手には、一枚の便びん箋せんが。表には見知らぬ字で、「お兄ちゃんまたね」とある。

　大方、自分が寝ねぼけて書いたのだろう。そういうことにしておこう。

　光みつ宏ひろは佐和の手からそれを取り上げ、そっとポケットにしまった。

「ねえ、今の何？　ちっちゃい子からの手紙？　ってことはミックン、ついに現実と妄想の区別がつかなくなって、危険領域に手を出した？」

「んなわけないだろ。お前、僕を何だと思ってんだよ」

「二次専」

「即そく答とうするな。って言うか、僕は二次専じゃない！」

　それに現実と妄想の区別ぐらい、ちゃんとつけるさ──。

　心の中で呟つぶやきながら、光宏は己おのれの妹を見やった。

　兄を小こ馬ば鹿かにした不ふ埒らちな笑え顔がおが、今はただ眩まぶしい。




















「まったく……バカ姉貴のやつ、どこ行ったのよぉっ！」

　ここは魔法学園の女子寮りよう。その屋根の上で、ユキは思いっきり癇かん癪しやくを起こしていた。

　急いで駆かけ付けたはいいものの、肝かん心じんのミツヒメはどこにも見当たらず。更こう衣い室しつとかお風ふ呂ろ場ばとか、姉が行きそうな場所はすべてチェックしたのに、それらしい気配がまったくない。

　てっきりミツヒメのことだから、すぐに何かやらかして、騒さわぎになっていると思ったのに……。

「本当に、どこに隠かくれてるの？　まさか、カリンの部屋とか……？」

　ユキは難しく顔をしかめ考える。実はまだ、カリンの部屋は探さぐってないのだ。

　ミツヒメは、カリンに会いに行くと言っていた。だから順当に考えれば、ユキが真っ先に訪おとずれるべきは、更衣室でもお風呂場でもなく、カリンのところなのだけど。

「そ、それじゃまるで、私が最初からカリン達に会いに来たみたいじゃないのよぉっ！」

　顔を真っ赤にして、ユキはひとり叫さけんだ。

　そう、あくまで名目は「ミツヒメを連れ戻すため」だ。だからまずは姉を捕つかまえて、そのついでにパーティーに出る……というのが、ユキがこっそり思い描えがいていた筋書きだった。

　もちろん、最初からカリン達に会って、姉が来ていることを話してもいいのだけど……。

「でも、そんなことしたら……せっかくのパーティーに、水を差しちゃうじゃない」

　思わずポツリと本音が漏もれた。

　そして、今の自分の台詞せりふに、勝手に頰ほおを赤らめていると……。

「あー、ユキちゃん発見です！　ニャ！」

　いきなり聞き覚えのある声がして、屋根の縁ふちから、ネコミミ頭の女の子が、ひょっこりと顔を覗のぞかせた。

　猫妖精ケツト・シーのタマミだ。通つう称しようタマ先せん輩ぱい。この学園の生徒で、カリンとも仲がいい。

　……ということは、今日のパーティーにも絡からんでいるに違いない。

「何だかユキちゃんの声が聞こえた気がして、屋根に上がってみれば、案の定ですね。さ、来てください。パーティー始めますよ？」

　タマミは笑え顔がおでそう言うと、黒い肉球手て袋ぶくろに包まれた手を、こちらに差し出してきた。

　だがユキの方は、素す直なおに付いていくわけにはいかない。

「わ、私は用があって来たのよ！」

　肉球に飛び付くことはせず、両手を腰こしに当て、ツンとそっぽを向く。

「遊びに来たんじゃないんだからねっ？」

「あれ、違うのですか？　せっかくのパーティーがどうとかって言ってませんでした？」

「……き、聞いてたのっ？」

「はい。ネコは耳がいいのです」

　ニャッと微ほほ笑えむタマミ。しかしユキは全身が火ほ照てって、王おう冠かんから湯気が出そうになっている。

　まさか、あの恥はずかしい一言を聞かれてたなんて……。

「ち、違うのっ！　私はべつに、パーティーのことなんて気にしてないんだからぁっ！」

　慌あわてて全否定しようとするが、もはや手て遅おくれだ。

「は～い、ツンデレ一名様、ご案内～。ニャッ！」

　おどけた調子で鳴いたタマミは、身軽な動作でピョイとユキのそばに跳とんでくると、そのままこちらの腕うでをしっかり捉とらえた。

　彼女のフワフワ毛皮ローブが、こちらの肌はだに触ふれてくる。その心ここ地ちよさにうっとりしたのも束つかの間、ユキはタマミに引っ張られて、屋根から空へ。

　まさに問答無用のダイビング。

「わっ！　ちょっと、落ちるってばぁっ！」

「大だい丈じよう夫ぶですっ。ネコは着地も得意ですっ」

「私はネコじゃなーいっ！」

　悲鳴とともに、二人は寮の中庭へ落下していった。




　そして……いや、もちろん無事だったのだけど。

「カリンちゃんっ！　ユキちゃんをお連れしたのですニャ！」

　得意げに叫んでカリンの部屋へ到とう着ちやくしたタマミ。その身体からだには、ユキがお姫ひめ様さまだっこの状態で、しっかりしがみ付いていた。

　ドレスと王冠という、プリンセスな外見に違たがわない形だ。不本意だけど。

「な、何で私がこんな目に遭あわなきゃならないのよぉっ！」

　地面に着地した時の体勢のまま、タマミの腕の中で騒ぎ立てるユキ。でも、そんなユキを迎むかえた一同の眼まな差ざしは、どれも温かい。

「ユキちゃん、いらっしゃい！　待ってたんだよっ！」

　まずはこの部屋の主その一、魔ま導どう士し見習いのカリン。ショートヘアに一いち人にん称しよう「ボク」のコンボが光る、元気なボクっ娘こだ。

「ゆっくりしていってね、ユキちゃん」

　その横でニコニコしているのは、普ふ通つうの部屋にもかかわらずスクール水着を着た、青い髪かみの少女。こちらはマーメイドのナギサである。

　そう、例のクラポンをくれた娘だ。カリンとはルームメイト同士なので、部屋の主その二ということになる。

　それから……こちらはさっき電話で話した、カリンの使い魔・アサミ。

「ようこそユキ様。何だかんだ言って、やっぱりいらっしゃいましたわね。しかもそのドレス……。フフ、しっかりよそ行きではありませんこと？」

「き、気のせいよっ！」

　慌てて言い繕つくろうユキだが、さすがにアサミの目は誤ご魔ま化かせない。意地悪なメイドは、その涼すずしげな眼差しでユキを全身隈くまなく舐なめ回し、的確に弱点を見み抜ぬいてくる。

「その割には、アクセサリーが多めですわね。それに……ユキ様の付けてらっしゃる香こう水すい、いつもよりちょっと香かぐわしさが増しているような……」

「う、うるさいわねっ！　べつにいいじゃない。だってその……ど、どうせパーティーに出されるなら、それなりのオシャレぐらいするわよっ！」

　どうにも格好がつかず、ユキは仕方なくそう叫さけんだ。

　そこへ部屋のドアが開き、ポニーテールのウェイトレスがやってくる。こちらも顔かお馴な染じみ。カリンの同級生、ナナコだ。

「ユキちゃん、いらっしゃい！　食堂の方、用意できてるから、いつでも始められるわよ♪」

「わーい、ユキちゃん、行こう行こうっ！」

　なぜだか異様に喜んで、ユキの手を引くカリン。他ほかのみんなも思い思いに腰を上げ、パーティー会場と化した食堂へ向かおうとする。

　だが……このまま流されるわけにはいかない。ユキには、大事な用事があるのだ。

　もちろん、パーティーに水を差したくはないのだけど……。でも、止やむを得ない。あのバカ姉貴を放っておくのは危険だ。

「ちょっと待ってよ、みんな！」

　カリンにギュッと手を握にぎられながら、ユキは叫んだ。

「……どうしたの、ユキちゃん？」

　突とつ然ぜんの大声に、不思議そうに尋たずね返してくるカリン。今一番ピンチなのが自分だとは、気づいてないのだろう。

　ギュッと唇くちびるを嚙かみ締しめてから、ユキは言った。

「あのね、私はべつに、パーティーが目当てで来たんじゃないのっ！　うちのバカ姉貴が、またこっちに来てるのよ。だから連れ戻もどしに来ただけなの！」

「あれ、そうなの？　でも今、パーティーに出るって……」

「で、出るけどぉっ！　でもそれはついでと言うか、この際と言うか、できればと言うか……ああもうっ、どうでもいいから、ミツヒメだけは先に捕つかまえとかなきゃなんないのっ！」

　自分でもわけが分からなくなりながら、ユキは必死になって騒さわぐ。

　もっとも、カリン達はポカンとしているけど。

「ねぇねぇナギサちゃん、ミツヒメ見かけた？」

「ううん、プールにはいなかったよ？　ナナコちゃんは？」

「更こう衣い室しつにはいなかったけど……タマミちゃん、ミツヒメ見た？」

「窓の外にもいませんでした。ニャ？」

　みんな首を傾かしげている。まるで、ミツヒメなんか来てないと言わんばかりに……。

　いったいどういうことだろう。

（も、もしかして……バカ姉貴のやつ、本当に来てないの？　でも、確かに学園に行くって言ってたし、だから私もこうして追いかけて……。あっ！　まさかあのバカ姉貴、私をパーティーに行かせるために、わざと悪役ぶって……？）

　頭の中に突とつ如じよ浮うかんだ姉妹愛劇場。だが、ユキはすぐにそれを否定した。

　あいにくミツヒメは、そんな気の利きいたお節せつ介かいができる姉じゃない。本当に自分本位でしか動かない、ダメ悪魔中のダメ悪魔なのだ。

　だから、見つからないということは……きっと、どこかに隠かくれているに違ちがいない。

　しかし、そんなユキの考えなど無視して、アサミが口を開いた。

「さては……ユキ様？」

「な、何よぉ……」

「誘さそわれるままにパーティーに出てしまうのは格好悪いからと、そのようなウソをおつきになっているのですね？　なるほど、バカ姉貴様を追って来たという名目にしておけば、ユキ様が寮りようへいらっしゃるのも、不自然ではないですものね。……申し訳ございません。わたくし、まったく気づきませんでしたわ」

　わざとらしくペコペコ謝り、アサミは「さあ参りましょう」と、シレッとした態度で部屋を出ていく。しかも、他のみんなも今の説に納なつ得とくしたようで。

「何だユキちゃんってば、恥はずかしがることなんかないのに♪」

「このツンデレさんっ☆」

　笑え顔がおで口々にそんなことを言うと、ユキを食堂へ連れて行こうと、こちらを一いつ斉せいに取り囲む。

　そんな一同にもどかしさを覚えつつ。けれど、パーティーが始まるんだというワクワク感には抗あらがえず……。

「わ、私はツンデレなんかじゃないんだからぁっ！」

　とりあえず反論だけは飛ばしながら、ユキは為なす術すべもなく、会場へ連行されるのだった。




　パーティー会場となった寮の食堂は、すっかり見み違ちがえるような華はなやかさになっていた。

　天てん井じようからたわむように飾かざり付けられた、色とりどりのパーティーモール。木目の表面が剝むき出しだったテーブルには、花はな柄がらのテーブルクロスが掛かけられ、その上に、きれいに盛り付けられたご馳ち走そうの皿が並ぶ。

　そして正面の壁かべには、大きなパネルに「ユキちゃんミスコン優勝おめでとう！」の手書き文字。

「どう？　ボク、張り切って書いたんだよ？」

　そう得意げにカリンがのたまうとおり、勢いよく書かれた文字は、張り切りすぎて

余よ裕ゆうでパネルからはみ出している。まるで文字のでかさが、そのままみんなの喜びを物語っているかのようだ。

　ユキは顔を赤らめながら、勧すすめられるままに上座へ移動した。と、そこへナナコが、お盆ぼんにグラスを載のせて運んでくる。

「はいどうぞ、ユキちゃん」

「う、うん……」

　あまりのもてなしぶりに、妙みようにそわそわしてしまうユキ。しかも、みんな微ほほ笑えましげにその様子を見ているし。

（うぅ……、やっぱり恥ずかしいじゃないのよぉっ！）

　手にしたジュースの表面をプルプルと波立たせながら、ユキは心の中で叫さけんだ。

　グラスはすぐに他ほかのみんなにも渡わたった。カリン、アサミ、ナギサ、タマミ。最後にナナコが残ったグラスを取り、これで全員……というわけではなく。

「もうちょっとしたら、お姉さまや他のみんなも来るって♪」

　ニッコリ笑ってカリンが言う。「お姉さま」という部分で、ことさら声が弾はずむのは、ご愛あい敬きよう。

「じゃあ、それまで乾かん杯ぱいはお預け？」

「ううん、『遅おくれるから、先に始めててちょうだい』って、お姉さまが」

　しっかり気き遣づかってくれるのは、さすがお姉さまと言ったところか。

　それでなくても、目の前のご馳走がフライングをそそって止やまない。このまま待たされては胃に毒だ。

（も、もうバカ姉貴のことは、パーティーが終わってから捜さがせばいいわよね……？）

　すぐ目の前にあるみんなの温かさに心こころ惹ひかれ、ユキはそう思った。

　構うものか。せっかくのパーティー。厄やつ介かい者もののことは忘れて、存分に楽しもう。

「始めましょう。カリン様、乾杯の音おん頭どを」

　アサミに言われ、カリンが張り切って一歩進み出る。

　そして今一度、ユキに向かってニッコリ微笑んでから……。

「それじゃ、ユキちゃんのミスコン優勝を祝って……かんぱーいっ！」

「かんぱーいっ！」

　食堂に、少女達の明るい声が響ひびいた。

　それから各々が、グラスに唇くちびるを寄せる。甘い香かおりの漂ただよう、搾しぼり立てのフルーツジュースだ。

（わぁ～、いい香り……）

　ユキはその香かぐわしさを胸むね一いつ杯ぱいに吸い込み、ひとしきり堪たん能のうする。だが、さらに続いて、いよいよジュースを口に含ふくもうとしたその時……。

「あれ？　どうしたんだろ。ボク、眠ねむくなってきちゃった……」

　先立ってジュースを飲んだカリンが、不意にそう呟つぶやき、ガクリと床ゆかに崩くずれ落ちた。

　弾みで手に持っていたグラスが転げ、床にジュースを撒まき散らかす。そしてカリンは、その甘い液体にローブを浸ひたし、クゥクゥと静かな寝ね息いきを立て始めた。

「ど、どうしたの？」

　思わず目を見開くユキ。これは、ただ事ではない。

　真っ先に駆かけ寄ったのは、アサミだった。これでも使い魔ま。主あるじの異変には誰だれよりも敏びん感かんだ。

「……どうなさいました、カリン様？」

　心配そうに、カリンの顔を覗のぞき込む。

「おバカな寝ね顔がおなんか晒さらしてないで、とっととお起きになったらいかがです？」

　……心配なはずだ。たぶん。言葉に説得力がないけど。

　しかし、その言葉責めも長くは続かなかった。異変は、アサミの身体からだにも起き始めたのだ。

「あら嫌いやだ。なぜわたくしまで……？」

　フラッとよろけてアサミもまた、カリンの上に覆おおい被かぶさるように、倒たおれ伏ふす。

　そして、他の三人も……。

「うぅ、水着なのに身体がポカポカして眠いよぉ……」

「や、やだ。何これ、眠い……」

「ごろにゃん……」

　ナギサ、ナナコ、タマミと、みんな立て続けにバタバタ倒れていく。

　ただ一人、ユキだけが残った。理由はたぶん……。

「ま、まさかこのジュース？」

　ハッとして、慌あわててグラスを置く。

　そうだ。他に考えられない。自分が香りを楽しんでいたわずかな隙すきに、みんなこれを飲んだのだ。そして、眠ってしまった……と言うことは、きっとこのグラスに、眠ねむ気けを催もよおす魔法薬が入っているに違ちがいない。

　もちろん、誰かの悪意のせいで。

「だ、誰よ、こんなことしたのはっ！」

　少女達の寝息に包まれた食堂の中で、ユキは叫んだ。

　でも、考えてみれば……犯人の見当は付いている。

　バサッと羽音が響いた。食堂の外、ちょうど扉とびらのすぐ向こうだ。

「……そこにいるんでしょ？　入ってきたら？」

　ユキがそう言うと同時に、扉が勢いよく開け放たれた。そこにいるのは……。

「やあユキ、やっぱり来てたんだねっ！」

　案の定、ミツヒメだった。

　相変わらずヤラシイ笑えみを浮うかべ、堂々と胸を張る招かざる客。そう、ここで何か仕出かすやつと言えば、このバカ姉貴以外に考えられない。

「あ、あんた……何してくれんのよぉっ！」

　恥はずかしさとは別の理由で王おう冠かんを湯気立たせ、ユキは姉に向かって叫さけんだ。

　もっとも、ミツヒメは平然と、

「見てのとおり、ちょっと眠ってもらったんだよ？」

　ニヤニヤ顔で答えながら、食堂へズカズカ入って来る。

「だってさ、いつもみたいに襲おそっても、魔法で吹ふっ飛ばされるだけでしょ？　だから動けないように先手を打ったんだ。僕って頭いいよねっ」

「頭がいい？　イカレてるの間違いでしょっ！」

「うんうん。もう寝ねている女の子眺ながめてるだけで、僕、イカレちゃいそうだよ。んではさっそく……」

「こら、近寄るなっ！」

　ズゲシッ！

　寝ているカリンに飛び付こうとしたミツヒメを、ユキはすかさず蹴けり飛ばした。

「ひゃうぅっ」

　情けない悲鳴を上げ、ミツヒメがジュースの上に引っくり返る。おかげでタキシードが、またもずぶ濡ぬれだ。

「何するんだよ、ユキ。邪じや魔ましないでよぉっ」

　甘い香りの漂う身体を起こして、抗こう議ぎするミツヒメ。だがもちろん、ユキに聞く耳はない。

「はぁ？　邪魔するに決まってるでしょ！」

「どうして？　僕達姉妹じゃん。もっと仲良く……」

「姉妹だから何よっ！」

　ユキのその一言に、ミツヒメは黙だまった。

　黙らざるを得ないほど、ユキの怒いかりが激しかったから。

　そして、思わず身を竦すくませたミツヒメに、ユキは一気に捲まくし立てる。

「だいたいあんた、それでも私のお姉ちゃんなの？　どうしてそんなに下品でバカで、恥はじも外聞もないの？　最低にも程があるわよ！　あんたみたいなバカ姉貴なんかに比べたら、みんなの方が……」

　そう、カリンやアサミや、ナギサやナナコや、タマミの方が。

　ユキを友達と慕したってくれる、魔ま法ほう学園のみんなの方が。

「……み、みんなの方が、私にとっては大事なんだからぁっ！」

　カリン達の寝顔を見やり、ユキは内に秘ひめた想おもいを解き放った。

　ああ、これが本音だ。みんな大事な友達なのだ。その友達をヘンタイの魔手から守って、何が悪い。

「絶対許さないわ！　みんなが私のために開いてくれたパーティーを、こんな形で台無しにしようとするなんて！」

「ま、待ってユキ！　パーティーなんて行きたがってなかったじゃん！　ミスコンだって興味ないって言ってたじゃん！　なのにどうしちゃったの？　やっぱりツンデレなの？」

　妹の激しい剣けん幕まくに、思わず涙なみだ目めになりながら喚わめくミツヒメ。おそらくユキの羞しゆう恥ち心しんを煽あおろうという作戦だろうけど……もはやそれしきで、ユキの感情は修正できない。

　逆に堂々と胸を張り、ミツヒメの前に仁に王おう立ちになる。

「ええそうよ！　私はツンデレよ！　だから、あんたみたいなヘンタイバカ姉貴はこうしてやるっ！」

　そう言って、右手をまっすぐ頭上に掲かかげる。その先から瞬またたく間に溢あふれ出す、魔力のオーラ。それは急速に膨ぼう張ちようし、巨きよ大だいな手の平を形作る。

　これぞユキの必殺技わざ。その名もズバリ……。

「くらえっ、ツンデレビンタぁっ！」

　叫びとともに、ユキはミツヒメに向かって、巨大ハンドを振ふり下ろした。

　ズビシャァァァァンッ！

「うにゃぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　まさに直ちよく撃げき。ものの見事にビンタを食らったミツヒメは、そのまま紙くずのように軽々と宙を飛び、窓の外へ消えていった。

「ふぅ……。これに懲こりたら、二度とバカなことしないでよね？」

　軽く息をつきながら、オーラを霧む散さんさせるユキ。何だかようやく気が晴れた感じだ。

　もちろんミツヒメを撃げき退たいしたから、というのもある。けれど、たぶん原因はもう一つ。

　きっと……思いっきり本音を吐はいたからだろう。

「みんなの方が大事、か……」

　もう一度その言葉を口にし、ユキはひとり頰ほおを赤らめた。

　本当に、恥ずかしいったらない。いつもツンツンにしてるくせに、いきなりこんな台詞が出てしまうだなんて。

（でも……まあいいか。どうせみんな聞いてなかったんだし……）

　そう思いながらユキは、寝ているカリン達の方を振り返った。

　だが、そこでユキが見たものは……。

「ユキちゃん、おはよう♪」

「……って、何でみんな起きてるのよぉっ！」

　カリンもアサミも、ナギサもナナコもタマミも、みんなしっかり目を覚まして、こちらをポカンと見つめているではないか。

　途と端たんにユキは蒼あおざめる。蒼ざめて、また赤くなる。

「ユキ様、お顔が信号機のようですわね」

　さっそくアサミが茶化してくる。まるで、今まで寝ていたのがウソみたいだ。

　いや、ウソって、まさか……。

「あの……みんな、寝ねてたんじゃ……？」

　ユキが恐おそる恐る尋たずねると、カリンがあっけらかんと答えた。

「うん、寝てたけど、すぐに目が覚めたよ？　きっと薬の量が少なかったんだね。……で、そしたらユキちゃんとミツヒメが争ってて」

「じゃ、じゃあ……私達の会話、聞いてたの？」

「うん」

「……どこから？」

「えっとね、『みんなの方が、私にとっては大事なんだからぁっ』ってとこ♪」

　ツンデレ的に最も聞かれたくなかった台詞を、カリンは事もあろうか、しっかり物もの真似まねで再現してくれた。

「いやぁぁぁぁぁっ！」

　思わず絶ぜつ叫きようするユキ。もはや恥はずかしすぎて、ここにはいられない。

「こ、こうなったらこのジュースを飲んで、眠ねむってやるんだからぁっ！　そして目が覚めたら全部夢ってオチに……」

「ユキちゃん、落ち着いて！　落ち着いてよぉっ！」

　グラスを取って呷あおろうとするユキに、慌あわててカリンが飛び付いた。

　思わず目が合う。と、そこでカリンが、ニッコリと無む邪じや気きな笑え顔がおを浮うかべた。

「あのね、ユキちゃん」

「な、何よぉ……」

「うん。ボクもユキちゃんのこと、すっごく大好きだよ？」

　カリンならではの、飾かざり立てない素す直なおな愛情表現。そのまっすぐな言葉が眩まぶしすぎて、ユキはつい視線を左右に泳がせてしまう。

　でも、どこへ目を向けても同じだ。アサミもナギサも、ナナコもタマミも、みんなユキを見てニコニコしている。

　もはや逃にげ場はない。ユキはそれを悟さとると、いつもみたいにほっぺたをプックリ膨ふくらませ、

「わ、私だって、みんなのことが大好きよっ。わ、悪い？」

　ツンとそっぽを向きながら、精せい一いつ杯ぱい、みんなの愛に応こたえてみせた。

　これがユキなりの愛情表現だ。まだまだ不器用なままだけど、それでもみんなは分かってくれている。

　それを思うと、何だか無む性しように嬉うれしくなった。

「さあ、パーティーを再開しましょう？」

　気を取り直すように、アサミが言った。

「ナナコ様、換かえのジュースはあります？」

「うん、今すぐ用意するね？」

　バタバタと慌ただしく、再び準備を始める一同。ユキはそれを眺ながめるうちに、不意に口を開いた。

「あの……わ、私も……」

　一いつ瞬しゆん言い淀よどみ。それでも勇気を振ふり絞しぼって、上うわ目め遣づかいで囁ささやくように。

「私も、みんなと一いつ緒しよに準備手伝いたいな、なんて……。ダメ？」

「ううん、もちろん大だい歓かん迎げいだよっ」

　そう答えてくれたカリンの笑顔に、ユキもまた、ちょっと照てれ臭くさそうに微ほほ笑えむのだった。

　さあ、いよいよパーティーの始まりだ。
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　その夜。ユキがニヤケ顔で魔ま界かいの家に帰って来ると、そこには全身を包帯でぐるぐる巻きにしたミツヒメの姿が。

　そう言えば、パーティーに夢中ですっかり忘れていた。

「ユキ、お帰り～」

「ああ、生きてたんだ、バカ姉貴」

　ベッドから手を振って来る姉に、ユキは顔を引き締しめて、冷たく言い放った。

　だがその言葉に、ミツヒメは哀かなしげに涙なみだなど流してみせる。もちろんウソ泣きだけど。

「うぅ、ユキたん、許してよぉ。僕もう身体中痛くて死んじゃいそうだよぉ」

「何大おお袈げ裟さなこと言ってんのよ。いつも真っ黒焦こげでピンピンしてるくせに……。ほら、ちゃんとお土産みやげのケーキあげるから、静かに横になってなさいよ」

「でも僕、痛くて一人じゃ食べられないよぉ」

「……ああもう、食べさせてあげればいいんでしょっ！　ほら、口開けて待ってればいいじゃないのよ、このシスコンバカ姉貴がっ！」

　情けない姉に向かって罵ば声せいを浴びせながらも、ユキは甲か斐い甲が斐いしく、ミツヒメの世話を焼き始めた。

　何だかんだ言っても、姉妹は姉妹。今日も二人の夜は、仲なか睦むつまじく更ふけていく……。
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　それは、天気のいい穏おだやかな土曜の、午前のことだった。

　休日の校舎はひと気もなく、いつも通い慣れた教室が、今はひっそりと静まり返っている。校庭から響ひびいてくる運動部の掛かけ声も、心なしか遠い。

　そんな中で葛かつ本もと光みつ宏ひろは、あたかも自分が時の流れから解放されているかのような、妙みような心ここ地ちよさを抱いだいていた。

　いや、自分がではない。自分達が、だ。

　なぜなら目の前にもう一人、同どう伴はん者しやがいる。空いた席に腰こしを下ろし、持参したノートパソコンを立ち上げている女の子。光宏のクラスメイトであり、長い黒くろ髪かみと涼すずしげな表情が美しい、憧あこがれのお嬢じよう様さま──。

「葛本くん、何を呆ほうけた顔でニヘラニヘラしているの？」

　こちらの視線に気づいてか、北きた原はら紗さ衣えはいつものポーカーフェイスに瞬まばたきを一つ弾はじけさせ、どこか咎とがめるような口ぶりで訊ねてきた。

「何だか不気味すぎて、得体の知れない悪お寒かんを感じたわ」

「す、すみません。べつにやましいことを考えていたわけでは……」

「どうかしら。葛本くんのことだから、また萌もえっ娘このことでも思い浮うかべて、ハァハァしていたのでしょう？　いったい相手は誰だれ？　もしかして、またカリン？　駄だ目めよ。あの娘は私の嫁よめなんだから──」

　お嬢様な外見にそぐわぬアレな単語を並べ立て、彼女はお決まりの説教を始める。だいたい二人の関係は、いつもこんな感じだ。

　それでも、本格的に不仲なわけではない。光宏も紗衣も、同じ趣しゆ味みを共有する「仲間」であることは確かなのだ。

　趣味。要するに、「二次元美少女」である。

　アニメに漫まん画がにラノベにゲーム──。あらゆるメディアに溢あふれるイラストの女の子を、愛めでて愛でて愛でまくる。だが、それだけに留とどまらない。

　そもそも北原紗衣は、「歌うた川がわミウミ」の名で美少女イラストサイトを運営している、アマチュアイラストレーター。一方光宏は、そんなミウミの大ファンで、サイトの常連。言わば二人は、創造神とその信者みたいなものなのだ。

　そしてこのポジションは、互たがいが同じクラスと知った今でも、変わってない。

　だから光宏は、紗衣に憧れ続けている。絵師としても。それに、異性としても。

　まあ、所しよ詮せん片かた想おもいなのだけど。

　で。そんな二人が、休みの日に教室で何をやっているのかと言えば──。

「とにかく、さっそく『選考会』を始めましょう」

　紗衣はそう言って、机の上に、おもむろにプリント用紙の束をドサリと置いてみせた。

　高さにして二センチ。その表には、黒のインクで刻まれた活字が、ビッシリと並んでいる。

「……ずいぶんありますね」

　軽く絶句しつつ光宏が答えると、紗衣は真顔で頷うなずいた。

「萌えっ娘の焼くホットケーキと同じぐらいの厚さだわ」

　何が基準の喩たとえなのだか、よく分からないが。

　まあ、紗衣の発言がカオスなのは、いつものことだから構わない。それよりも、今はこの紙だ。

　軽く活字を目で追えば、「ツンデレ」「メイド」「絶対領域」。「幼おさな馴な染じみ」に「スクール水着」。そこに並ぶ単語は、普ふ段だん慣れ親しんだものばかり。

　いったいこれは何なのか。まずはその説明からしなければなるまい。

　そもそも事の起こりは、一週間前に遡さかのぼる。

　紗衣のサイト「ミラージュ・ネル」のトップページに、ある告知文がアップされたのだ。

「訪問者のみんなから、オリジナルの萌えっ娘を大募集！　あなたが一番グッと来る二次元娘はどんな娘か、思うままに設定を書いて送ってください。見事優ゆう秀しゆう賞に選ばれた娘は、私ミウミが心を込こめてイラスト化しちゃいます。投とう稿こうフォームはこちら──」

　……とまあ、こんな具合だ。

　要するに、訪問者参加型の一大企き画かくだ。いつかの人気投票もそうだったが、紗衣は時々サイトでこういうイベントを開かい催さいする。

　で、その募ぼ集しゆうの締しめ切りが、昨日の金曜日。あとは土日をかけて、選考・イラスト化しようという算段だったらしいのだが──。

　募集開始から三日目の月曜のこと。学校で紗衣に捕つかまり、光宏はこう言われたのだ。

「何だか応おう募ぼ数がものすごいことになっているの。葛本くん、選ぶの手伝ってくれない？」

　彼女からのたっての頼たのみだ。断る理由などない。

　かくして突とつ発ぱつ的に選考委員となった光宏は、今日ここで、紗衣と顔を突つき合わせているのであった。




（それはいいけど、この中から一人選ぶのって、すごく大変なのでは……？）

　改めて紙束を見ながら、光宏は思った。何しろ量が尋じん常じようじゃない。

「手分けした方がよさそうですね、北原さん」

「そうね。じゃあ半分お願いね？」

　紗衣はそう言って一センチを光宏に差し出すと、自分は残り半分を手に取って、さっそく読み始めた。

　なぜか朗読形式で。

「僕の最萌もえタイプは、とっても元気で甘えん坊ぼうな幼馴染で、髪かみの色はピンクか青。カチューシャかリボンかネコミミが付いてると嬉うれしいです。服装は半はん袖そでの赤系で、胸の部分だけ白地で輪りん郭かくを強調。下はミニスカにオーバーニーソで絶対領域さらけ出しまくり。あと縞しまパンで、しょっちゅうチラチラ見えちゃうんだけど、僕に見られてるのに気づくと、真っ赤になってモジモジして、『あのね、ミックンになら見られてもいいよ？』って──」

　そこまで読み上げたところで、紗衣は不意に口を噤つぐんだ。

　それから何かを問いかけるような眼まな差ざしで、こちらを眺ながめてくる。そんな彼女のまっすぐな視線に耐たえきれず、光みつ宏ひろは顔を真っ赤にして一言。

「ごめんなさい北きた原はらさん。それ、僕が送りました……」

「分かるわ。『ミックン』って書いてあるもの」

　どう見ても光宏のニックネームである。

「いや、あの……そのままだと恥はずかしいんで、書いた後で呼び名は直すつもりだったんですけどね？　いきなり佐さ和わのやつが部屋に乱入してきて、勝手に送信ボタンを──」

「どうあれ、選考委員の投稿は採用できないわ。ごめんなさい」

　相手の言い訳などスルーして、紗さ衣えは静かに没を食らわすと、さっさと次の投稿へと目を移していった。

　何とも虚むなしい気持ちになりながら、光宏もプリントを読み始めた。

　ウェブを通じて全国津つ々つ浦うら々うらから寄せられた、ドリームの大群。思いの丈たけを包つつみ隠かくさずに書かれたそれは、人気のある属性からマニアックなものまで、バリエーションも実に豊富だ。

（ええと、やっぱりツンデレキャラが多いなぁ。人気なんだなぁ。ヤンデレもいっぱいある。あとは妹とか姉とか、幼馴染とか委員長とか……。あれ？）

「あの……北原さん」

「何かしら？」

「この投稿、文字数の許す限り『長なが門と長門長門……』と書いてありますが」
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「なるほど、並々ならぬ情熱ね」

　はあ。確かに情熱には間ま違ちがいないけど。

「ちなみにこっちには、『泉いずみこなた』というのがあるわ」

「いいんでしょうか、こういうの」

「少なくとも、私は版権物は扱あつかわないから、採用は難しいわね」

　申し訳なさそうに判定を下し、紗衣は再び作業に戻もどった。

　手にマーカーを持ち、気に入ったと思おぼしきものに印を入れている。

　まずはいくつか候補を絞しぼって──ということらしい。

　光宏もそれに倣ならい、筆記用具から赤ペンを取り出すと、厚さ一センチの萌もえっ娘こ軍団に向けて、本格的に挑いどみ始めた。

　そして、二時間後──。




「結局全部読んでしまったわ」

　何やら満足げに笑えみなど浮うかべながら、紗衣は二センチに戻った紙の束をパラパラと捲めくり、呟つぶやいた。

　光宏に渡わたした分までしっかりと目を通したのは、さすが主しゆ催さい者しやと言うべきか。まあ、手分けした意味はなくなったけど。

「それで、どのぐらいまで絞れたんです？」

　光宏が訊たずねると、紗衣は少し考える素そ振ぶりを見せてから、指を四本掲かかげてみせた。

「私がチョイスした中から二人。あと、葛かつ本もとくんが印を付けた中からも、二人」

「ははあ、ずいぶん公平ですね。ありがとうございます」

「意図したわけではないわ。たまたまそうなっただけよ」

　光宏のささやかな喜びをシレッと流し、紗衣は改めて紙束の中から、例の四点が書かれた分を引っ張り出した。

　表をビッシリと埋うめ尽つくす文字の中に、マーカーと赤ペンでそれぞれ印が付いている。「ミラージュ・ネル」の訪問者達が送ってきた、オリジナルの萌えっ娘四人。この中から最終的に一人を選ぶわけだけど。

「ここまで来たら、実際にラフを描かいてみた方が早いわね」

　そう言って紗衣が取り出したのは、例によってメタリックピンクのペンタブレット。ＣＧを描く時には欠かせない、彼女の愛用の品だ。

　しかし──このペンを使って美少女を描く以上、そこから先に起きることと言えば、一つしか思い浮かばない。

「北原さん、もしかして……」

「何かしら？」

「いや、べつに……」

　真顔で訊ね返され、軽くお茶を濁にごしつつも、光宏は思った。

　ああ、絶対抜け出すぞ、これ……。
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　北原紗衣の描いた美少女イラストは、見た人間の萌え心に反応して、なぜか現実世界に抜け出してくる。そして、自分を呼び出した者とイチャイチャしてくれる──。

　いまだに理由の解明されていない不可解な現象だ。しかし光宏の頭脳では、科学的にもオカルト的にも、このシステムを探究することは難しい。

　だからまあ、結局「また抜け出した！」と喜ぶぐらいしかできないわけで。

「また抜け出しちゃいましたね、北きた原はらさん」

　光みつ宏ひろがニッコリ笑ってそう言うと、紗さ衣えは不満げに「ふむぅ」と呻うめき、見境なしの召しよう喚かん術師を睨にらみつけた。

　召喚術師──要するに、光宏のことだ。

　大の歌うた川がわミウミファンなればこそ。光宏は、紗衣の描いたイラストに、誰だれよりも激しく萌えてしまう。だから新作と見れば、即そつ行こうで抜け出させてしまうのは、いつものことだが。

「葛本くん、何も描いたそばから呼び出すことないじゃない。まだ一人目よ？」

　そう言って紗衣が憮ぶ然ぜんとするのは、呆あきれ半分、やっかみ半分といったところか。

　もともと彼女が自分の「嫁よめ」にする気満々で描いたはずの二次元娘は、あくまで「一番強く萌えた人のもとに抜け出す」という謎なぞの法則に従って、光宏の後ろに傅かしずくようにして佇たたずんでいる。

　無理もない。光宏がチョイスした娘なのだから。

　歳としはこちらと同じぐらい。ポニーテールの形に結ゆわえた黒くろ髪かみを背中まで垂らした、凜りんとした顔立ちの娘だ。

　名前を「シオリ」という。紗衣がそう名付けた。

　キュッと吊つり上がった眦まなじりに、締しまった口元。背もスラリと高いが、女性ならではの凹おう凸とつはしっかりと自己主張している。さらにその良好なスタイルを、濃のう紺こんのセーラー服と黒のハイソックスが清せい楚そに飾かざる。

　これだけなら、さながら硬こう派はな武士をも思わせる美少女だ。しかしただ一点、そんなすべての凜り々りしさを覆くつがえすような巨きよ大だいなワンポイントが、彼女には取り付けられていた。

「それにしても、ずいぶんと可愛かわいらしいエプロンですね」

　光宏がそう言うと、シオリは口を噤つぐんだまま、仄ほのかに頰ほおを赤らめた。

　セーラー服の前面を覆おおう、パステルピンクのビブエプロン。何だか家庭科の調理実習みたいな格好だが、それもそのはず。凜々しい外見とは裏腹に、彼女は「家事が得意で世話好きな良妻」という設定だったりする。

　なるほど、妻だからエプロンだ。実に真っ当だ。いや、じゃあ何でセーラー服を着せたんだというツッコミは置いといて──。

「そ、そんなに変ですか……？」

　顔を真っ赤にしながら、シオリは光宏の視線から逃のがれようと、モジモジする。それでもなお見つめ続けると、ついに居たたまれなくなったのか。

「あ、あなたが『どうしても』と言うから着てるのですよ？　私はべつに、こんなのは似合ってなど……」

　召喚主の光宏に向かって、何やらツンツンし始めた。

　まあ、着せた──と言うか、描いたのは紗衣なのだが。そこは「設定」ということで、勘かん弁べんしてもらいたい。

　そう、今の彼女は光宏の妻。その妻がいじけているのなら、フォローするのは夫の役目。

「いや、すごく似合ってるよ。シオリちゃん、可愛いから」

　作者の厳しい視線などものともせずに、堂々とのたまう光宏。それを受けて、シオリはなおも赤くなる。

「そんなこと……。だって私は、その、目つきも悪いし……」

「悪くなんかないよ。切れ長で、とっても美人だよ？」

「もう、あなたったら……ばか[image: ]」

　そう言いながら、プイとそっぽを向くシオリ。

　ああ、ツンデレだ。ツンデレで、しかも良妻。もう至いたれり尽つくせりだ。

　いっそ、このまま本当に結けつ婚こんしてしまいたい──。光宏がそんなことを考えながら頰を緩ゆるませていると、すっかり存在を忘れ去られていた紗衣が、ようやく口を開いた。

「葛かつ本もとくん、二人目の萌もえっ娘こが描けたわよ？」

「あ、すみません。見ます見ますっ」

　慌あわてて紗衣のもとへ向かう光宏。だが──どうやらそれは、紗衣なりの罠わなだったらしい。

　不意に、後ろから袖そでを摑つかまれた。何事かと光宏が振ふり向くと、そこには唇くちびるを嚙かみ締めたシオリが、吊り目を三割増しぐらいに尖とがらせて、こちらを睨んでいる。

「あの……何事？」

　恐おそる恐る訊たずねるも、返事はない。

　いや、理由は分かる。今の光宏は、シオリの夫という立場でありながら、彼女の目の前で他ほかの二次元娘に走ろうとしているのだ。そりゃ睨まれても当然だろう。

「……あなた」

　エプロンの可愛らしさも拭ぬぐい捨て。どこか押し殺した声で、シオリが囁ささやいた。明らかに怒おこっている。

「待ってシオリちゃん。これには事情が──」

「事情とは何です？　私は妻として、あなたに操みさおを立てた身。なのにあなたときたら、こんな仕打ちをするなんて……」

　えらく古風な言い回しをしながら、次し第だいにその瞳ひとみが涙なみだで潤うるみ始める。

　愛妻にそんな顔をされ、光宏はようやく己おのれの迂う闊かつさを呪のろった。が、謝ろうにも、時すでに遅おそし。

「申し訳ありません。私、しばらく実家に帰らせていただきます！」

「実家ってどこっ！」

　そんなツッコミに答える間もなく、シオリは目に大おお粒つぶの涙を浮うかべ、光みつ宏ひろのもとからダッと走り出した。

　すぐそばに座っている紗さ衣えのもとへ。

　ぶっちゃけ、距きよ離りにして一メートルもない。そんな超ちよう短たん距きよ離りを全力疾しつ走そうしたシオリは、すぐさま紗衣の隣となりにちょこんと座り、拗すねたように頰を膨ふくらませて黙だまりこくってしまった。

　いや、そこなのか、実家って。

「葛本くんがきちんと反省するまで、シオリは私が預かっておくわね？」

　紗衣が真顔で言った。しかしその手には、例のピンクのペンがある。ペンとは即すなわち、絵を描かくツール。その気になれば、シオリの思考回路を描き直し、正真正しよう銘めい自分の嫁よめに修正することも可能なはずだ。

「北きた原はらさん、いつもみたいに描き直しリペイントするんじゃないんですか？」

　心の傷を負った光宏がそう問うと、紗衣はすぐに首を横に振った。

「こんなに焼き餅もち妬やきなのに、私が次の萌えっ娘とイチャイチャしだしたら、また『実家』に飛んでいくに決まってるわ。だから、今はこのままよ。……すごく悔くやしいけど」

　なるほど、あくまで堅けん実じつだ。まあ、その堅実さの原因が「浮うわ気きしたいから」ってのも、相当アレだけど。

「そもそも、『生しよう涯がい二人で添そい遂とげる』と決めたからこその夫婦よ」

　己のダメっぷりを棚たなに上げ、紗衣は堂々とのたまった。

「妻を持つとは、そういうことよ。浮気をするなんて、もっての外だわ」

「でも北原さんだって、嫁をたくさん作ってイチャイチャしてるじゃないですか。今さら人に説教なんて……」

「何を言ってるの葛本くん。『嫁』と『妻』は別物だわっ」

　もう意味が分からない。言ってることが無茶苦茶すぎる。

　光宏はゲンナリしながら、改めてシオリを見やった。

　と、同時にシオリもまた、チラリとこちらを見る。さすがは夫婦。息が合う。

　とは言え、浮かべた涙は拭いもせず。彼女は光宏と視線が合うと、すぐにプイと横を向いてしまった。

「あ、あの、シオリちゃん……」

　もうきちんと謝る他ない。そう思い、怒れる愛妻に、精せい一いつ杯ぱい呼びかける。

「ごめんね、僕が節操なしで……。で、でも、その……ちゃんとシオリちゃんのこと、愛してるから。だから──帰ってきてください！　お願いします！」

　そう言って、光宏はシオリに向かって、ペコペコと頭を下げた。まるで本物の夫ふう婦ふ喧げん嘩かだ。

　そして、夫の真心を受けてか。

「わ、私はべつに……」

　ポツリと、シオリが口を開いた。

　相変わらずそっぽは向いたまま。それでも横目で光宏の顔を窺うかがうようにしながら、おずおずと。

「……あなたのこと、嫌きらいじゃないんですよ？　だから、その……。もう！　そんな風に謝られたら、許しちゃうしかないじゃないですか！」

　何やらツンデレ風に叫さけぶと、彼女はようやくこちらを振り向き、光宏に言った。

「あなた。帰ってきても……いいですか？」

「はい、もちろん！」

　誰だれが拒こばむか。ぜひカムバックだ。

　ほんの一いつ瞬しゆん入った夫婦間の亀き裂れつも無事埋うまり、光宏は笑え顔がおでシオリに手を差し伸のべた。シオリもそれに応こたえるように、そっと目め尻じりの涙を拭い、濡ぬれたままの指先を光宏の手へ──。

　と、その時。またも部外者と化していた紗衣から、メッセージが。

「葛かつ本もとくん、二人目はいいの？」

　ああ、またその手か。しかし、光宏とて学習能力はある。

「北原さん、僕にはもう妻がいるんです。他の女の子に萌もえるわけには──」

　いきません、と言いかけたところで、パソコンのモニターが目に留まった。

　起動されたイラスト作成ソフトのキャンバスに、新たな萌えっ娘こが描かれている。ポニーテールの髪かみ形がたはシオリと同じだが、カラーは明るい茶色。背も小こ柄がらだし、何より服装がまったく違ちがう。

　白の半はん袖そでシャツに、下腹部を覆おおう臙えん脂じ色いろの逆三角。今や絶ぜつ滅めつ種しゆとなった、体操服に赤いブルマの組み合わせ。しかも上のみジャージを羽織るという、なかなか趣しゆ味み人の心を捉とらえた一枚だ。

　さらには、首から下げたストップウォッチ。手にはふかふかのタオルを掲かかげ、キラキラ輝かがやくようなスマイルとともに、こちらに向かって差し出す様は、いかにも運動部のマネージャー。

「名前はハルナよ。この娘も葛本くんのチョイスだったわね？」

　紗衣の言葉に、光宏は無言でコクリと頷うなずいた。

　とっても元気な運動部のマネージャー。頑がん張ばり屋やでよく気が付いて、いつも明るいんだけど、本当はちょっぴり泣き虫で。

　嗚呼ああ、こんな娘にぜひともマネージメントしてもらいたい──。

　そんな良からぬ想おもいとともに、自分がこの投とう稿こうを選んだのは間ま違ちがいない。

　そして、光宏がその記き憶おくを呼び起こした瞬間。パソコンモニターが白く輝き、中から光が膨れ上がる。さながら、ハルナの笑顔が溢あふれ出すように──。

「ごめんなさい北原さん、また呼んじゃいます！」

　抗あらがいがたい衝しよう動どうを覚え、光宏がそう叫んだ刹せつ那な。眩まばゆい光を身にまとい、元気はつらつな二次元マネージャーが、パソコンの中からスポンと飛び出してきた。

「さぁ光みつ宏ひろ、練習練習っ♪」

　そんな挨あい拶さつ代わりの言葉とともに、具現化したばかりのブルマっ娘は、有う無むを言わさず光宏に飛びついてくる。もう妻がいるとか気取ってる場合じゃない。

「あなたっ、これはどういうことですかっ！」

　目の尖とがり具合も五割増しに、激げき昂こうしたシオリが声を荒あらげる。だが光宏が言い訳しようにも、今度はハルナがそれを許さない。

「ほら光宏、練習だよ？　大会が近いんだから、休んでなんかいられないよっ」

「あの、大会って何？」

「部活に決まってるよ。さ、走って走って」

　そんなことをのたまいながら、ハルナは有無を言わさず、光宏を廊ろう下かに引っ張っていく。

　確かに彼女は運動部のマネージャー。ならばその相手役を務める光宏は、やはり同じ運動部であるべきだ。少なくとも、シチュエーション的には。

　日々スポーツに励はげみながら、明るいマネージャーと仲良くなって、大会優勝を目指して熱血して──。そんな青春大だい爆ばく発はつ劇場が、今まさに始まろうとしているのだ。

　ただ、重要なことが一つある。

「ハルナちゃん、僕、帰宅部なんだけど……」

　悪いが、スポーツなんかやっちゃいない。

　しかしそこは二次元娘。多少の理り不ふ尽じんも何のその。

「うん、目指すは帰宅大会優勝！　今日こそタイム更こう新しんだよっ？」

　そう言うや、「位置について！」と元気よく叫び、問答無用でストップウォッチを掲げてみせる。

　もう後には退ひけない。ハルナの笑顔と、その場の乗りと、ついでに殺気満開のシオリから逃のがれたいという想いも手伝って。

「用意……スタートっ！」

　マネージャーの掛かけ声を合図に、光宏はわけも分からぬまま、廊下を一心不乱に走り始めた。

　そんな哀あわれな少年の背に、わざと聞かせるかのように、紗さ衣えの声が。

「さあシオリ。邪じや魔ま者ものもいなくなったことだし、一いつ緒しよに楽しいことしましょうね？」

「そ、そんな、いけませんっ。別居中とはいえ、私は夫のある身なのに……」

「フフ、こういうのも妻属性の醍だい醐ご味みよ？」

　嗚呼、夫の留守中に、いったい何を仕出かすつもりなのやら──。
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「頑張って光宏！　あと一周したら、休きゆう憩けいだよっ！」

　そんな声せい援えんに後押しされ、光宏はなおも廊下をフラフラと走り続けていた。

　休日が幸いし、校舎内は貸し切り状態。そんな無人の廊下をトラック代わりに、グルグル回ること約十分。いや、本当に走る必要なんてないし、そもそも走るのは苦手なのだが、後ろからハルナが追いかけてくるんだからしょうがない。

　そう、追いかけてきている。しかも自転車で。

（あの自転車、どこから湧わいてきたんだ……？）

　どう見てもハルナ同様、絵に描かかれた代しろ物ものだ。ということは、彼女のオプションか何かか。でも、それを校舎の廊下で乗り回すのは、アリなのか？

「光宏、脚あし上がってないよっ」

「はヒぃ」

　後ろから叱しつ咤たされ、光宏は慌あわてて返事をした。だいぶ息が上がって、日本語になっていなかったけど。

　何しろ走り慣れない身だ。とてもじゃないが、精神を集中させてジョギングに打ち込むなんて、できやしない。それでなくても、スタート地点の教室前を横切るたびに、中から紗衣とシオリのキャッキャウフフ声が響ひびいてくるのに。

　光宏がそんなことを思っていると、そこへすかさずハルナから叱咤が。

「ほら、集中力途と切ぎれてるよ！　声出して行こっ。みつひろー、ファイっ」

「おー」

「ファイっ」

「オー」

「ファイっ」

「オーっ」

　あ、なんかランナーズハイ来たかも。

　我ながら調子のいい話だが。それでも元気なマネージャーのおかげで、どうにか体勢を立て直し、光宏はラストスパートに突とつ入にゆうした。

　うん、走るのも案外悪くない。帰宅部だけど。




　──などと余よ裕ゆう綽しやく々しやくでいた割には、へばるのも簡単だった。

「も、もうムリ……」

　流し台の前にへたり込み、酸素を求めて喘あえぐ光宏。あまりにも情けない姿だが、これでもメニュー分の距きよ離りはこなした。責められる筋合いはない。

　いや、帰宅部のメニューというのも謎なぞだけど。

「こら光宏、だらしないぞ？」

　自転車を止めたハルナがそう言って、間近にしゃがみ込む。台詞せりふはともかく、べつに怒おこってる風でもない。むしろ頼たよりないボーイフレンドをからかうような、そんな口ぶりだ。

「はい、タオル」

「あぅ、ありがと……」

　手て渡わたされたフカフカのタオルで顔を拭ぬぐい、光みつ宏ひろはようやく人ひと心ごこ地ちつく。それからふらつく足で立ち上がり、そばにある蛇じや口ぐちに手を伸のばそうとした途と端たん。

　不意に、目の前にミネラルウォーターのペットボトルが差し出された。

　しかも丁てい寧ねいにストローまで挿さしてある。驚おどろいて横を見れば、笑え顔がおのハルナが。

「どうしたの？　はい、お水」

「う、うん……。どうも」

　思わぬケアを前に、光宏はつい口くち籠ごもってしまう。

　だが考えてみれば、このタオルだってそうだ。こちらが頼たのまないうちから、彼女は気を利きかせて渡してくれた。

　マネージャーの仕事と言ってしまえば、それまでかもしれない。でも、だからって意識するなと言う方が難しい。

「ちょっと、やだなぁ。何照れてるの？」

　モジつく心を見み透すかしてか、クスリと微ほほ笑えむハルナ。そのスマイルを前にして、光宏はなおも顔を真っ赤にしながら、そっとストローを口に含ふくんだ。

　よく冷えた水が喉のどに流れ込み、火ほ照てった身体からだを冷ましていく。そんな中で、光宏が思うことと言えば。

（ああ、何て健全なんだ……）

　スポーツに打ち込み、仄ほのかな恋こい心ごころに胸をときめかし──。実に高校生らしい、真っ当な青春だ。これこそが女子マネージャーの醍だい醐ご味み。ツンデレワイフ相手の夫ふう婦ふ喧げん嘩かごっことは、まったく味わいが違ちがう。

（これはこれでいいよなぁ。て言うか、今まで僕が不健全だったみたいだけど……）

　いや、否定はするまい。

　光宏は潔いさぎよく反省すると、咥くわえていたストローを離はなした。

　弾はずみで水が一いつ滴てき、口元から零こぼれ落ちる。慌てて拭おうとすると、やはりハルナがタオルを摘つまんで、そっと拭ふき取ってくれた。

　彼女の指先が顔に触ふれている──。そんな意識が、どうしても胸の鼓こ動どうを速める。

　もはやここには、妻帯者など存在しない。いるのはただ、無む垢くな心を燃やす少年のみ。

「ねえ、光宏──」

　ふとハルナが一歩後あと退ずさり、口を開いた。少し伏ふし目がちになりながら。

「今度の大会……優勝できるかな」

「え？」

　いったい何の……などと無ぶ粋すいな質問は禁止だ。帰宅大会。それのどこが悪い。

　しかし、ハルナの言葉は芳かんばしくない。

「正直言うとね、今のタイムだと、難しいと思うんだ……。もちろん光宏の走りは、まだまだ伸びると思うけど……それだと、大会に間に合わないかもしれない、って」

　でもね、と彼女は続ける。

「私ね、絶対光宏に優勝してほしいんだ」

　そう言って、おもむろにこちらへ顔を上げてきた。

　その目に──微かすかに浮うかぶ涙なみだを、光宏に見み逃のがせるはずがなかった。

「ハルナちゃん……？」

　純じゆん粋すいに部員を応おう援えんするのとは、明らかに違う。突とつ然ぜんの涙に不思議がる光宏に、しかしハルナは、その胸の内を明かそうとはしない。

　ただ、あくまで思わせぶりに。

「伝えたいことが、あるから──」

　体操着の胸むな元もとに両手を組み、祈いのるように、そう告げた。

「伝えたいことがあるの。光宏が優勝したら、絶対伝えたいの。だから──優勝してほしい」

　赤らんだ頰ほおを濡ぬらし、二次元女子マネージャーは、秘ひめた想おもいをそっと漏もらす。

　伝えたいこと──。それが果たして何なのか。考えずとも、答えは一つしかない。
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　だから光宏は、ニッコリと微笑んで、言った。

「僕も──伝えたい」

「……え？」

「伝えたいんだ。僕も優勝したら、ハルナちゃんに絶対伝えたい。だから──」

　絶対優勝する、と光宏は叫さけんだ。

　これで夕ゆう陽ひでも照っていれば、完かん璧ぺきだったのだけど。

「僕、ハルナちゃんのためにも、全力で大会に挑いどむよ。練習も、もっともっとする。だから泣かないで。ね？」

「うん……。ごめんね、変なこと言っちゃって」

　ダメだな私、と彼女は小さく呟つぶやいた。照れ臭くさそうに、涙目で笑いながら。

「光宏のこと、励はげまさなくちゃいけないのに、逆に励まされちゃった……。あ、私が泣いてたこと、部のみんなには秘密だよ？　……こんな顔見せるの、光宏だけなんだからね？」

「うん。誰だれにも言わないよ」

　まあ、どうせ部員は他ほかにいないから、確約だ。

　……などという冷静なツッコミも湧わかず、光宏は先ほどのタオルを、そっとハルナに差し出した。

「ハルナちゃん、これ、使っちゃったけど……よかったら涙を拭いて？」

「ありがとう……。フフ、光みつ宏ひろのにおいがする」

　そんな甘いやり取りを交かわし、ようやく落ち着いた二人。と、そこへ不意に、グ～ッと定番の音が。

　光宏の方だ。珍めずらしく運動などしたせいで、空腹を覚えたらしい。

「戻もどってお昼にしよっか」

　クスッと笑い、ハルナは自転車に跨またがる。改めて見ると、ブルマと自転車という組み合わせも、結構マニアックなのかもしれないけど。

「お弁当作ってきたんだ。一いつ緒しよに食べよ？」

「うん」

　あまり不健全なことは考えないよう努めながら、光宏は自転車のハルナと一緒に、再び廊ろう下かを走り出した。




　　　　４




　ただ──この時点で、忘れていたことが三つあった。

　一つ目。青春するのは結構だが、教室では妻が自分の帰りを待っている。

　二つ目。今日のまだ見ぬ萌もえっ娘こは、あと二人控ひかえている。

　三つ目。つーか選考しろ。

「あなた、お帰りなさい」

　恐おそる恐る教室の扉とびらを開ければ、そこにはおとなしく椅い子すに座ったシオリが、光宏に向かって深々と頭を下げていた。

　怒おこっているのかいないのか。もともとクールな顔立ちだけに、分かりづらいけど──。

「さっきは……あの、ごめんなさい」

　光宏が何か言う前に、彼女はすぐに詫わびの言葉を口にした。

「あれからよくよく考えたのですけど……。やはり夫を家に留とどめられないのは、妻である私が至らないからだと思うんです。ですから私、もっともっと、あなたに尽つくそうと……あの、なぜポカンとしてるのです？　やっぱり駄だ目めですか？」

「いえいえ、シオリちゃんの気持ちはすごく嬉うれしいんだけど……」

　と言うか、ジェンダーフリーのご時世にこの台詞せりふでは、逆に心配になるけど。

　だが、愛妻からの情け深い言葉よりも先に、光宏の目は、自然と別の方へ移ってしまった。

「──遅おそかったわね、葛かつ本もとくん」

　紗さ衣えだ。

　いや、正確には紗衣の隣となり。空いたシオリの「実家」にチョコンと座る、三人目の女の子に、だ。

　そう、光宏が廊下を走っている間に、三人目が具現化していた。もちろん呼び出したのは紗衣だ。

　そもそも光宏が候補に挙げたシオリやハルナと違ちがい、こちらは完全に紗衣のチョイス。作者の好みがダイレクトに反映されているに違いない。

　もっとも、元の投とう稿こうを読んでない光宏には、その属性は分からないけど──。

（何だこの娘、すごく可愛かわいい……）

　思わず啞あ然ぜんとするほどの可か憐れんさを、その三人目の少女は溢あふれんばかりに見せつけていた。

　幼くも人形のような美び貌ぼうに、ハルナよりも小こ柄がらな身体からだ。セミショートの銀ぎん髪ぱつはサラサラで、肌はだも透すき通るように白い。まさに王道を行く美少女だ。

　服装は、フリルも過か剰じようなピンクの半はん袖そでロリータドレス。ミニスカートから伸のびる細い脚あしには、肌に溶とけ込むような白のオーバーニーソ。おかげで絶対領域まで完成してしまっている。

　そんな絵に描かいたような──いや、絵だけど──美少女を、無視する術すべはない。光宏は男子の本能に従って、ついついその娘を凝ぎよう視ししてしまう。

　と、彼女の困ったような表情が、その視線を受け止めた。

「あ、あの……」

　消え入るようなか細いソプラノボイスが、美少女の口から漏もれた。

「そんなに見ないで……。恥はずかしいよぉ……」

　そう言いながら内うち股また気味になって、スカートの裾すそを摘つまみ、キュゥと前に引っ張る。おそらく絶対領域を男子の目から守ろうとしているのだろう。が、まるで己おのれの魅み力りよくを恥じらうかのように、白い肌をほんのり上気させるその様は、どうしたってこちらの心を搔かき立てずにはいられない。

「北原さん、こ、この娘はっ？」

「アリスよ。我ながら素す晴ばらしい出来だわ」

　何やらご満まん悦えつ気味に、紗衣は三人目のエントリーを紹しよう介かいした。

　なるほど、アリスちゃんか。見事に名が体を表している。

　そして紗衣に名を呼ばれた瞬しゆん間かん、ますます肌全体を赤く染めるアリス。テーマは「恥ずかしがり屋の美少女」に違いない。何かといじりがいがありそうだ。

　……いや、そんなことより、放置されて苛いら立だっているキャラが二名ほどいるけど。

「あなた……。やっぱり私、実家に帰った方がいいですか？」

「光宏、一緒にお弁当食べようよぉ」

　シオリとハルナが連れ立って、節操ない少年の背中をドスドスと小こ突づいてくる。これだから、リアルハーレムは辛つらい。

　しかも目の前では、紗衣が物欲しそうな顔でこちらを睨にらんでいるし。

「葛本くん、シオリの人妻ぶりは堪たん能のうしたから、次はブルマっ娘を味わいたいところだわ。あなたも二人同時は大変でしょう？　こっちにちょうだい」

「北きた原はらさん、そういうエロオヤジみたいな台詞は、いかがなものかと……」

　いったいどっちが節操なしなんだか。

　しかし呆あきれている暇ひまはない。不意に襟えり首くびを摑つかまれた光みつ宏ひろは、妻とマネージャーにズルズルと引きずられ、問答無用で近くの椅子に着席させられる。

「さ、光宏。お弁当だよ？　カロリー計算もバッチリだからね？」

「あなた、私もご飯を作っておいたのですけど……。いえ、べつに待ってたわけじゃないんですよ？　でも、あなたがどうしてもって言うのなら……一いつ緒しよに食べてもいいのですけど」

　明らかに互たがいを意識しながら、二人の美少女が机の上に置いたのは──。

　片や、大きな弁当箱に入ったおにぎりセット。ミニオムレツやポテトサラダに加えて、縁えん起ぎを担かついだミニメンチカツが微ほほ笑えましい。

　片や、家庭料理の代表格、肉じゃが。炊たき立てのご飯に、味み噌そ汁しると漬つけ物も添そえられた、本格的な和食のお膳ぜん。

　これまた、どこから湧わいて出たのか。それはともかく、さすがにこの量では、完食は無む謀ぼうだ。

　だがしかし。そんな無謀に敢あえて挑ちよう戦せんするのも、二次元を愛する者の使命。

「い、いただきます……」

　おっかなびっくり箸はしを取り、光宏は差し出された食事を口に含ふくむ。

　まずは愛妻の肉じゃがから──。

（う、醬しよう油ゆと砂糖の比率が狂くるってる……）

　得体の知れない味を覚え、思わず目を白黒させる光宏に、シオリが決まり悪げに言う。

「ごめんなさい。一生懸けん命めい勉強しているのですけど、どうも料理は苦手で……」

　そうそう、そんな設定が書いてあった。あの投稿には。

　何て忠実なんだと感心しながら、さらにハルナのメンチカツへ。こちらは問題ない。揚あげ物だが決してしつこくなく、オリジナルブレンドされたソースも程よい甘あま辛からさ。

（そう言えばこれ、選考会だったっけ。もし料理で対決するなら、断然ハルナちゃんの勝ちだなぁ。でも、愛する夫のために、一生懸命料理を勉強する奥さんってのも捨てがたいし……）

　そんなことを思いながら、光宏が交こう互ごに料理をパクついてると、不意に紗さ衣えが立ち上がった。

　同時に横でアリスがビクッと震ふるえる。べつに取って食べるわけでもあるまいし、そんなに怯おびえなくてもいいのに。

「どうしたんですか、北原さん？」

「ええ、そろそろ私もお昼の時間だわ」

「よかったら、一緒に食べます？」

　そんな気き遣づかいの台詞せりふを口にした途と端たん、シオリとハルナの表情に険しさが宿る。まあ、確かに恋こい心ごころを込こめて料理した側にしてみれば、今の自分の発言は、この上なく空気を読まないものだったに違いない。

　ああ、やっぱりリアルハーレムは辛い……。

「葛かつ本もとくんは、ちゃんと二人の手料理を食べてあげなさい」

　女心に不器用な少年に、紗衣は叱しかりつけるように言った。

「それに、私の食事なら心配しないで。ちゃんとデリバリーを頼たのんだから」

「デリバリーって……」

　いいのか、学校でそんなことして。

　まあ、萌もえっ娘こを大量に呼び出して、ミスコンごっこなどしている時点で、すでにアウトかもしれないけど。いや、それ以前に、自転車娘と一緒に廊ろう下かを爆ばく走そうするのは、明らかに校則違い反はんだけど。

「フフ、届いたら一緒に食べましょうね、アリス」

　光宏の心配をよそに、紗衣は小さくなっているアリスに微笑みかける。その笑え顔がおを見た途端、恥はずかしがり屋の美少女は真っ赤になって、無言でコクンと頷うなずいた。

「あらあら、一緒に食事するだけなのだから、そんなに緊きん張ちようしなくていいのよ？」

「う、うん。でも……変なこと、しない？」

　おどおどした目で紗衣を見上げ、そんな質問をするアリス。何だ、変なことって。

「そうね。アリスはお口が小さいから、チーズで汚よごれた時は、私がフキフキしてあげるわ♪」

「そ、そんなの自分でできるよぉ……」

「席は私の膝ひざの上よ？　ダッコして食べさせてあげる♪」

「い、いいよぉ。だって、恥ずかしいもん……」

　アリスはそう言って困った顔で、首をイヤイヤと横に振ふる。作者のセクハラに、すっかり参っているようだ。

　そんな乙おと女め二人の白しら百合ゆりごっこを傍はたから眺ながめつつ、光宏はシオリお手製の、不思議な風味の味噌汁を啜すする。

「あなた、視線が泳いでますけど、どうしたんです？」

「いや、べつに何でもないよ、シオリちゃん……」

「光宏、何だか挙動不ふ審しんだよ？」

「ハルナちゃんも、気にしないで……」

　言えない。間ま違ちがっても、「僕もアリスちゃんをいじる方に混ざりたい！」とか、言えるはずがない。

　だいたいシオリもハルナも、光宏が選んだ女の子なのだ。その二人を侍はべらせてなお、紗衣の召しよう喚かんした娘にまで目移りしていては、節操なしにも程があると言うもの。

　それに「選考会」である以上、やはり光宏には、自分の選んだ娘を推おす義務がある。

（耐たえろ。ここは耐えるんだ──）

　どうにか鉄の心を呼び覚まそうと、ひたすら己おのれの浮うわ気き心ごころを叱しつ咤たする。だがその鉄をハンマーで叩たたき潰つぶすかの如ごとく、紗衣のアリスとのプレイはなおも続く。

「そんなに恥ずかしがることないのよ？　女の子同士じゃないの」

「ち、違うもん。ボク──」

　え、ボク？

「ボク、男だもんっ！」

　度たび重かさなる羞しゆう恥ちに耐えきれず、ついにアリスは絶ぜつ叫きようした。

　同時に光みつ宏ひろは、盛大に味み噌そ汁しるを吹ふき出した。いや、吹き出さずにいられるものか。

「お、オトコですとっ？」

「葛本くん、何を仰ぎよう天てんしているの？　今人気の『男の娘』じゃないの」

　アリスを背後から抱だき締しめつつ、堂々と紗衣は言い放つ。

　男の娘。要するに女装している──あるいは無理やりさせられた──女の子と見み紛まがうほどの可か憐れんな男子だ。確かに、最近妙みように目立ってきているけど、まさかここに現れるとは。

　啞あ然ぜんとしながら、光宏はアリスを見やる。しかし、いくら男と言われても、外見は寸すん分ぶん違たがわず女の子そのもの。せいぜい胸がないぐらいだが、それも体型の一いつ環かんと言ってしまえばそれまでで──。

「あぅ、ダメだよお兄ちゃん。ボクのことエッチな目で見ないでぇ……」

「見てない見てない！　絶対見てない！」

　アリスの艶つやっぽい声に、光宏は慌あわてて反論した。あいにくソッチの気けはない。

　……と思う。正体を知るまで、ずっと意識しまくっていたけど。

　そんな光宏の心を察してか。残る二人の萌えっ娘から、すかさず手厳しいお言葉が。

「あの、私はべつに魅み力りよくなんてないのは分かってますよ？　でも……な、何も妻のいる前で、男の娘に色目を使うことないじゃないですかっ」

「シオリちゃん、それ誤解！」

「そっか。光宏って、こういうのが趣しゆ味みだったんだ……。ごめんね、気づかなくって」

「ハルナちゃんも、泣きながら納なつ得とくしようとしないで！」

　なぜそうなるか。だいたいこの中で唯ゆい一いつアリスに萌えてるのは、彼女──もとい、彼を選んだ紗さ衣えだけなんじゃないのか。いや、それ以前に、なぜ選んでしまったのやら。

　そもそも紗衣のサイトには、男性キャラの絵なんて一枚もなかったはず。それはひとえに、彼女の嗜し好こうによるものと思っていたけど──。

「北きた原はらさん、男は描かかないんじゃなかったんですか？」

　だが光宏のその言葉に、紗衣は真っ向から言い返した。

「アリスは男じゃないわ。男の娘よっ」

「それ、何が違うですか……」

　もうわけが分からない。

　いくら「男の娘」と言葉を換かえたところで、いわゆる「ショタ」に女装させただけだ。所しよ詮せん男に変わりないじゃないか。

　加えて言うなら、同じ男子の光宏にとっては、守備範はん囲いになりようもない。あと、紗衣が男に抱だき付いているのは、かなり問題がある気がする。個人的にだけど。

「葛かつ本もとくん、男の娘こというのは、実質『女の子』であることが大事なのよ？」

　しかし紗衣は意味不明なことを口走りながら、アリスの銀ぎん髪ぱつに頰ほおをスリスリする。そんなお姉さまからの愛あい撫ぶに、プルプル震ふるえて応こたえるアリス。口なんか半開きだ。

「外見、仕草、性格。どれを取っても立派な女の子。だけど設定上は、あくまで男子──。これが大事なのよ」

「そうなんですか？　でも、そういうキャラに萌もえるのって、ただのヘンタイなのでは？」

「甘いわね、葛本くん。確かにヘンタイ的な意味での需じゆ要ようもあるけど、他ほかにも、男の娘が持て囃はやされる理由はちゃんとあるわ」

　何か、紗衣なりの論理があるらしい。ここはご高説を賜たまわるべきか。

　改めて耳を傾かたむける光宏に、紗衣は堂々と言い放った。

「もしハーレムストーリーの主人公が、普ふ通つうの男子じゃなくて、こんな可愛かわいい男の娘だったら──。そこにはもう、男の存在なんてないも同然。出てくるキャラは主人公も含ふくめて、全員萌え萌えなヒロインよ？　ハァハァするもよし、真っ当に感情移入するもよし。どのみち花はな園ぞの。ウハウハねっ」

　いや、ウハウハねって、あんた。

「葛本くんだって、ラブコメの主人公が自分と違うタイプの男子だったら、ちょっと嫌いやでしょ？　でも、その主人公が実質女の子なら、何となく許せてしまうでしょ？　そういう感情論も大事よ」

「はあ。何となく分かるような、分かってはいけないような……」

　なるほど、理り屈くつはあるらしい。内容が身も蓋ふたもないけど。

　あと、さすがに男の娘に感情移入するのは、ちょっと恐こわい。新たな趣味に目覚めそうで……。

「と言うわけで、私はまず、アリスを推すわ」

　最後に紗衣はそう結び、ようやく男の娘のＰＲを終しゆう了りようした。

　そう、見事にＰＲだった。この時点で光宏の「男の娘」観は、最初に比べれば、だいぶプラスの方に移りかけている。

　でも、このままアリスが一位になるとしたら……、それはそれで大番狂くるわせかもしれない。

「で、次は四人目なのだけど──」

「ああそうだ。まだ出てないですね。四人目……」

　すっかり忘れていた。紗衣の選んだ娘は、あと一人いるのだ。

「四人目はこれから描くんですか？」

　今一度「選考会」の初心に立ち返り、光みつ宏ひろは訊たずねた。

　もっとも、相手からの答えは意外なものだったけど。

「もう描いたし、とっくに呼び出しているわ」

　そろそろ来る頃ころだと思うけど──。

　彼女がそう告げた、その時。

　廊ろう下かの方で、大きなエンジン音が鳴り響ひびいた。
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「毎度どうも！　宅配ピザの『ピザ・ミラージュ』です！」

　エンジンの音に続けて聞こえた萌えボイスは、明らかに紗衣の昼食が届いたことを告げていた。

「フフ、待ってたわ♪」

　そう言って、嬉き々きとして扉とびらを開ける紗衣。そこには最後の二次元娘が、熱々のピザの箱を手に、笑え顔がおで立っている。

　緑・白・赤のイタリアンカラーに塗ぬり分けられた帽ぼう子しと、同色のジャケット。長い足にはグレーのジーンズ。いかにもな宅配ピザの制服に身を包んだ、ショートヘアのきれいなお姉さん。

「お待たせしました。こちら、『ギガみこミート』と『ツンデレスパイシースペシャル』の、ハーフ＆ハーフのＬサイズになります」

　何やらすごいメニュー名とともに、配達員から紗さ衣えの手に渡わたるピザ。まさか、さっき言ってた「デリバリー」って、コレなのか。

　あと、お姉さんの後ろに止まっている屋根付きバイクは何だ。廊下でバイクって、自転車以上にアウトじゃないか。

　もうツッコミどころが多すぎる。しかし紗衣の方は手慣れたもの。ピザ屋のお姉さんに向かって、笑顔で話しかける。

「いつもありがとう♪　ねえ、よかったら一いつ緒しよに食べない？」

「すみません。私今、勤務中なんで～」

　配達員をナンパするというアレな言動に、これまた笑顔でやんわりとお断りするお姉さん。なかなか真面まじ目めな性格をしている。いや、紗衣とのイチャイチャを拒きよ否ひするという前代未聞の流れは、結構斬ざん新しんかもしれないけど──。

「北きた原はらさん、なぜこの娘を候補に……？」

　さっぱり理解できないのは、果たして光宏が悪いのか。

　だが首を傾かしげる間もなく、お姉さんはすぐバイクに跨またがり、廊下を走り去っていった。

　これでおしまいなのか。どう扱あつかえばいいんだ、今の娘は。

「ずいぶん不思議そうな顔をしてるのね」

　逆にそれが不思議だとばかりに、紗衣は光宏にそう言った。

「ピザ屋のお姉さんよ。萌もえよ」

「いや、萌えって、どの辺がですか？　そりゃきれいな人でしたけど……」

　そこは紗衣が描かいたのだから、美人で当然だけど。

　分からない。ピザを届けてすぐ帰っていっただけのキャラに、どう萌えればいいのか。

　例えばシオリは愛妻だから、いくらでも萌えられる。ハルナだって、溢あふれんばかりの青春があるから、やっぱりいくらでも萌えられる。アリスは……まあ、これも百歩譲ゆずって勢いでオッケーとして、だ。

　なぜピザ屋なんだ。

「ポイントは、『ピザを頼たのむといつもあの娘こが届けてくれる』という点よ」

　机の上に巨きよ大だいなピザを開きながら、紗衣は新たなご高説をのたまいだした。

　──毎度どうも！

　──いつもありがとう♪

　なるほど、確かにそんなやり取りはしていたけど。

「いつもピザを運んでくる可愛かわいい娘。すっかり顔かお馴な染じみなのに、そこから先に進めない。名前も素す性じようも分からなくて、でも会いたいから、しょっちゅうピザを頼んでしまう──。そんなラブコメ、いいと思わない？」

「……すごく、マニアックです」

　他ほかに言い様がない。だいたい想おもいが一いち途ずすぎて、毎日二次元娘をとっかえひっかえしてるような人の言う台詞せりふではない。

　それでも紗衣は、あくまでピザ屋を推おすらしい。彼女の熱弁はなおも続く。

「他にも、女の子にバイクの組み合わせとか、一生懸けん命めい働く女の子とか、萌えポイントはいくらでもあるわ。それに、ああいう『毎回出てくる名も無き萌えっ娘』って、それはそれで結構気になっちゃうのよね。……そういう経験、葛かつ本もとくんにはないかしら」

「えーと、そりゃぁ、ありますけど……」

　つまり、モブキャラ的な美少女だ。人気投票なんかだと、地味に票を集めていたりするタイプだ。設定が固まってない分、妄もう想そうがいくらでも膨ふくらむのも美味おいしい。

　でも……じゃあ、あの娘には名前がないのか。それはそれで、他の三人に比べて不公平な気がする。

　光宏のそんな心こころ遣づかいをよそに、話を終えた紗衣は、再びアリスの方へ。

「さあ、ピザが来たわよ。アリス、こっちにいらっしゃい？」

「うぅ、お姉さま、目がエッチだよぉ……」

　アブノーマルな予感にビクンビクン震ふるえるアリス。いや心配ない。もし紗衣が何かしら一線を越こえようとするなら、そこは自分が何としても止めてみせるつもりだ。

　しかし、あろうことか。紗衣の狙ねらいは男の娘だけに留とどまらず。

「シオリとハルナも、一緒にどう？」

「全員独どく占せんするつもりですか、北原さん……」

　少なくとも、人妻は堪たん能のうしたんじゃなかったのか。いや、それに──。

「妻を持つのはどうとか、さっき言ってませんでしたっけ？」

「大だい丈じよう夫ぶよ。すでに愛人が三人もいれば、結構なし崩くずしで押し切れるものだわっ」

　理り屈くつがメチャクチャだ。

　一方誘さそわれた二人も、あくまで光みつ宏ひろに呼び出された存在として、健けな気げにお断りするのだが。

「ごめんなさい。私は夫のある身ですから──」

「私も、光宏と優勝目指さないと──」

　そんな二人に、紗衣はつかつかと歩み寄る。その右手には案の定、愛用のピンクのペンが。

　ああ、結局やるのか。

「二人とも、もうエントリーの紹しよう介かいは済んだから、葛本くんの相手は充じゆう分ぶんよ。さあ、早くイチャイチャしましょっ」

　サラリと無情に言い放ち、彼女はそのペン先で、シオリとハルナの額をちょこんとつついた。

　この一いつ瞬しゆんにして、二人の思考回路は描き変えられる。光宏を慕したっていた状態から一転、紗さ衣えの嫁よめへと早変わり。二人前の食しよく卓たくを離はなれ、チーズの香かおり漂ただよう乙おと女めの園そのへと向かっていく。

「あなた、またこんなに女の子に囲まれて……。今度こそ実家に帰りますよ？」

「紗衣、カロリー摂とりすぎだよ？　午後のメニュー、増やしとくからね？」

　そんな彼女達の苦言も何のその。紗衣はまったく気にすることなく、シオリとハルナを椅い子すに座らせ、「いただきます」と手を合わせる。

「さあ、早くしないと冷めちゃうわよ？　ほらアリス、あーん♪」

「い、いいよぉ。ボク自分で食べられるから……ひゃあ、チーズ、お口にヌリュヌリュしちゃらめぇっ」

　もちろん男の娘いじりも忘れてない。

　さらに、紗衣の思考パターンに染まったシオリとハルナまでが、アリスに興味津しん々しんと化したようで。

「やだわ、アリスちゃん、可愛い……。い、いいわよね？　だってアリスちゃんは女の子なんだし……決して浮うわ気きじゃないわっ」

「ねえ、アリスも帰宅部に入らない？　アリスのブルマ姿、絶対に似合うと思うんだ。……ちょっと試ためしに穿はいてみてっ」

「うぅ、ボクは男なのにぃ……」

　そう抗こう議ぎして逃にげ出そうとするアリスだが、そうはさせじと、紗衣がしっかり腕うでを捕とらえている。これは──確かに感情移入先としては、最高かもしれない。

　新たな属性に開眼しつつある光宏。と、そこへ再びバイクの音が。

「ただいまー。店長、戻もどりましたぁ」

「お帰りなさい。お疲つかれ、キヨミ♪」

　ガラリと扉とびらを開けて入ってきた配達娘むすめに、即そく座ざに紗衣が労ねぎらいの言葉をかける。

　……って、名前あるじゃないか。あと「店長」って何？　北きた原はらさん、さっきまで客だったのに、一人二役？　あとこの教室、配達先から店に変わった？

「どんなコントですか、いったい……」

「あら、何を呆あきれているの、葛本くん？」

　んなこと言われても困る。呆れる以外にどうしろと。

「働く女の子の相手役といえば、当然店長も捨て難がたいわ。だから、ちょっとシチュエーションチェンジしただけのことよ」

　いや、チェンジにも程がある。

　しかし紗衣の妄想力は、留まるところを知らない。キヨミと名付けた四人目のエントリーについて、ピザを片手に嬉き々きとして語る。

「キヨミは、普ふ段だんは真面まじ目めなバイトなんだけど、実は昔不良だったの。で、私に一ひと目め惚ぼれしたのをきっかけに、不器用ながら一生懸けん命めい更こう生せいしたという設定よ。でも怒おこったり興奮したりすると、ヤンキー口調が出ちゃうの」

「……北原さん、やっぱりこの娘、マニアックすぎませんか？」

「それが何？　マニアックな萌もえこそ、真に輝かがやくものよ？」

　そういうものなのだろうか。まあ、確かに元不良でピザ屋のお姉さんなんてキャラ、光宏にしてみれば初めての組み合わせだ。少なくとも、他ほかにないタイプには違ちがいない。

　なるほど、気にはなる。外見的には、ジーパン姿も相まって、見事に「年上のかっこいいお姉さん」。充じゆう分ぶん守備範はん囲いだ。彼女と仲良くなれたら、それはそれで未知のイチャイチャが楽しめるに違いない。

　もっとも、いくら光宏の守備範囲だったところで、今の相手役は紗衣で確定なのだけど。

「さあキヨミ、こっちに来て、一いつ緒しよに食べましょ？」

「すみません店長、ゴチになりますっ」

　微び妙みように砕くだけたお礼とともに、キヨミも仄ほのかに頰ほおを赤らめ、新たに萌えっ娘この輪に加わった。

「あれ、アリス。またヘンタイみたいなカッコして……。どうして私より似合うかなー。えい、このやろー」

「きゃっ！　キヨミおねーちゃん、ボクのスカート捲めくっちゃヤぁっ！」

　しかも普ふ通つうに男の娘いじりに参加してるし。
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　ともあれ、これで四人全員揃そろい踏ぶみ。ただしそのハーレムの中心に陣じん取どっているのは、やっぱり紗衣だ。結局光みつ宏ひろの割り込む余地など、どこにもない。

（まあ、どうせいつものことだけどさ……）

　そんな悲ひ嘆たんに暮れながら、光宏はひとり寂さびしく、和食とお弁当のセットを貪むさぼった。

　ほんのわずかの間とはいえ、自分のそばにいてくれた、萌えっ娘二人の置き土産みやげだ。果たしてこれを次に味わえるのは、いつの日か。

　いや……、本当にそんな日は来るのか。

　光宏は、ふと不安になった。

　忘れてはいけない。これは選考会だ。「ミラージュ・ネル」にアップされるのは、この四人のうち、ただ一人だけなのだ。

　選ばれた二次元娘は、ネット上で毎日会える。光宏がその気になれば、簡単に召しよう喚かんもできるだろう。しかし、他の三人は──。

　このまま紗衣のパソコンの中で、一データとして眠ねむるのみ、か。

（辛つらいな。一度現実に抜ぬけ出してきているのに、もう二度と会えないなんて……）

　正直、そう思う。

　でも──作者の心は違うのかもしれない。紗衣の場合はネットを介かいさずとも、今日描かいた絵は常にそばにある。だから、光宏のネガティブな感情とは、無む縁えんのはず。

　──ずるいですよ、北原さん……。

　心の中でそっと嘆なげきながら、光宏は冷めたご飯を一口頰ほお張ばった。

　芯しんのある白米。炊たき方はいまいちだけど、これも愛妻の真心の味だ。運動して疲れた身体からだに、とても染しみ入る。

　その運動をサポートしてくれたのは、同じ部活のマネージャー。完走した直後のタオルと水のありがたみは、今でも忘れられない。

　忘れられないと言えば、人形みたいな美少女が、男の娘だったと知った時の衝しよう撃げき。しかも妙みようにエッチだし。自分にとっては未知の萌えを、新たに教えてくれた。

　そして、こちらは今なお未知すぎるピザ屋さん。できることならその魅み力りよく、もっときちんと知ってみたい。

　この考えは、果たして贅ぜい沢たくなものなのか──。

「……あの、北原さん」

　光宏は立ち上がると、紗さ衣えに向かって呼びかけた。

　何事かと振ふり向く紗衣。周りにいる四人の萌えっ娘も、その声にピザを摘つまむ手を止め、一いつ斉せいにこちらに目を向ける。

　シオリ。ハルナ。アリス。キヨミ──。みんな二次元には違いない。でも、今ここで、心を持って生きているのは確かだ。

「何かしら、葛かつ本もとくん」

　だからそう問いかけた紗衣に、光宏は思い切って提案した。

「──全員、採用にしませんか？」

　ツンデレで焼き餅もち妬やきな愛妻も。

　ブルマ姿の元気なマネージャーも。

　いじられ系の可か憐れんな男の娘こも。

　ちょっと不良なピザ配達員も。

「四人とも、採用にしませんか？　この中から一人だけなんて言われても、僕には選べません……」

　それが、彼女達への何よりの愛の証あかしだ。そう思ったから。

　そして──そんな光宏の熱い言葉に、紗衣は瞬まばたきを一つして。

「もちろんよ」

　ふと頰を緩ゆるめ、コクリと頷うなずいた。

「私も葛本くんと同じことを思ったわ。だって……もう四人とも、大切な私の嫁よめなのだもの」

　選考会はここまでね──。

　そう言って、紗衣は──歌うた川がわミウミはニッコリと微ほほ笑えみ、コンテストの結果を大々的に発表した。

「優勝はシオリ、ハルナ、アリス、キヨミの四人よ。みんな、家に帰ったら、改めてきちんと仕上げてあげるわ。明日あしたにはネットでお披ひ露ろ目めよ。楽しみにしててね♪」

　その言葉に、四人もまた嬉うれしそうな笑え顔がおを見せる。

　こうして紗衣の主しゆ催さいした、第一回「ミラージュ・ネル」妄もう想そう投とう稿こうコンテストは、無事幕を下ろした。

　新たに、四人の嫁を迎むかえ入れて。




　ただ──光宏も紗衣も、この時は思いもしていなかった。

　この後に、意外な結末が待っていようなどとは……。
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　それから一日置いて、月曜日の朝のこと。

「葛本くん、いったいどういうことかしら？」

　どことなく憂ゆう鬱うつな週明けは、そんな紗衣の不満げな声とともに始まった。

　登校してすぐに昇しよう降こう口ぐちで捕つかまった光宏は、ポカンとした顔で彼女を見た。

「どうしたんです、北きた原はらさん？」

　まったくもって、叱しかられる心当たりがない。まあ、いつもいろいろとやらかしてはいるけど、少なくとも、今日はまだ無罪だ。

　だが紗衣は、眉まゆをわずかにヒクつかせるのみ。仕方なく光みつ宏ひろは、心当たりを求めて、己おのれの胸の内を探さぐってみる。

　自分が紗衣に叱られる──と言えば、だいたい理由は一つ。彼女の嫁を勝手に召しよう喚かんして、奪うばう形になってしまった時だ。もっとも、それが今の状じよう況きようかと言えば……。

「僕、今は誰だれも呼び出してませんけど？」

　困こん惑わく気味の表情で光宏が言うと、紗衣はすぐさま澄すんだ瞳ひとみをちょっと尖とがらせ、「噓うそおっしゃい！」と叫さけんだ。

「白々しいのよ、葛本くん。シオリもハルナも、アリスもキヨミも──、昨日からどんなに私が絵を見てハァハァしても、一人も出てこないのよ？　大方、またあなたが勝手に呼び出して、囲ってるんでしょ？」

「あの北原さん、人目人目……」

　登校時間だけあって、周りの生徒達が何事かという顔でこちらを眺ながめている。しかも学校一の美少女が、妙なことを口走っているし。

　光宏は溜ため息いきを一つつくと、紗衣に申し出た。

「ちょっと場所を変えて話しません？」

「何か話すことがあるというの？　言い訳なら聞かないわよ？」

「いや、そうじゃなくて──」

　こっちも出てないんですよ、と光宏は小声で告げた。

「四人とも、出てないんです。昨日北原さんがサイトにアップした時から、ずっと呼び出したくて頑がん張ばってるんですけど、一人も……」

　その言葉に、紗さ衣えはようやく押し黙だまった。

　恥はじも外聞もない、人様の嫁を盗とる気満々だった光宏のカミングアウト。しかしその正直な一言に、ようやく疑いを晴らしたか。

「……どういうことなのかしら」

　怒いかりを鎮しずめ、彼女は考え込むように、人差し指を己の顎あごに添そえてみせた。




　それから二人は、場所を校舎の屋上へと移した。定番だが、人目を避さけて話すにはもってこいだ。

　で、紗衣の話によると──。

　土曜日の選考会を終えた後。家に帰った彼女は、約束どおり、四人のラフ画にきちんとペンを入れ、彩さい色しき処理も施ほどこして、きれいに仕上げた。しかもそのまま四人を召喚し、光宏の邪じや魔まが入らない自室で、ひとしきり楽しんだとのこと。

　まあ、それは……何も言うまい。どうせいつものことだろうし。

　問題は、その翌日の日曜日だ。紗衣がこの四人の絵をサイトにアップし、「コンテストの優勝者」として、名前や設定書きも添えて大々的に発表した、その直後──。

　突とつ然ぜん、四人とも出てこなくなった。

　シオリも。ハルナも。アリスも。キヨミも。まったくモニターから飛び出してこない。

　それでも紗衣は、割と冷静だったそうだ。なぜなら、原因は一つしか思い浮うかばなかったから。

　そう、光宏である。

「どうせ葛かつ本もとくんが呼び出してしまったせいで、私のところには出てこないんだ──と思ったのだけど……。違ちがったのね？」

「ええ、違いますよ」

　鉄てつ柵さくが作るわずかな日ひ陰かげに身を預け、光宏は答えた。

　自分も紗衣と同じだ。選ばれた四人の二次元娘むすめが、「ミラージュ・ネル」にアップされた時。恥はずかしながら、真っ先に召喚しようと萌もえ狂くるった。

　決して難しいことではないはずだった。教室で見たラフよりも、はるかにきれいになったイラストの乙おと女め達。一目見ただけで、心ときめいて当然だ。

　だから、ただ彼女達を相手に妄もう想そうを働かせるだけで、自分のもとに飛び出してくる、と──そう光宏は考えたのだけど。

「……出なかったんです」

「ええ、出なかったのね……」

　光宏と紗衣は、いま一度それを確かめ合うと、キョトンとした目で互たがいの顔を見た。

「どういうことかしら」

「どういうことなんでしょうねぇ」

　こんなの、今まであり得なかった話だ。

　果たして何が起きたのか。それを摑つかむためにも、光宏は、二次元娘が抜ぬけ出す時の法則性を、もう一度振ふり返ってみる。

　まず一つ目。絵の中の美少女達は、自分に萌えた相手のところに抜け出してくる。

　続いて二つ目。彼女達が抜け出している間は、他の鑑かん賞しよう者しやのもとに現れることはない。

　最後に三つ目。同時に萌えた人間が複数いる場合は、その中で最も「萌え心」の強い相手が選ばれる。

　思うに、この三つ目が重要だ。萌え心が最も強い──と言えば、それはまず、生みの親である紗衣に他ほかならない。

　そして、この紗衣の心を超こえるのは、容易ではない。そんな芸当ができる人間と言えば、世界広しと言えども、光宏一人ぐらいのもの。だから紗衣と光宏以外に、二次元の女の子を呼び出せるはずがない。

　少なくとも、今までがそうだったのだから。

　だとしたら──今回の異変の原因は何なのか。例えば、いつもと違う何かがあって、それが三つの法則に絡からんでいるとでも言うのか。

「もしかして……」

　ふと、紗衣が呟つぶやいた。

「もしかして、いつもと違うからかしら」

「え？」

　彼女の言葉に、光みつ宏ひろは首を傾かしげてみせた。

　いつもと違う？　いったい何が？

　だが──そんな疑問もすぐに消える。少し考えれば、「違い」はすぐに見つかった。

「そうか。あの四人って……」

　シオリ。ハルナ。アリス。キヨミ。

　いずれも、今回のコンテストに参加すべく、「ミラージュ・ネル」の訪問者達が送ってきた、「自分が一番グッと来る二次元娘」。すなわち、彼らの妄想の結けつ晶しよう。

　つまり──四人の生みの親は、紗衣ではないのだ。

　ならば、その絵が抜け出す先は、紗衣でも光宏でもない。

「なるほど……。そういうことだったのね」

　光宏が気づくと同時に、紗さ衣えはそう言って空を仰あおいだ。

　その目が細められているのは、太陽の光が眩まぶしいからだけではないのだろう。

　ウェブを通して旅立っていった、四人の二次元美少女達。そんな彼女達との束つかの間の思い出を、記き憶おくの中でもう一度だけなぞり、心の箱に丁てい寧ねいにしまっているに違いない。

　だから光宏は、同じ想おもいを胸に抱いだきつつ、紗衣にそっと言った。

「幸せになれるといいですね。四人とも」

「ええ。そうね」

　本当に──。

　そう答え、紗衣は空を見上げながら、ニッコリと微ほほ笑えんだ。

　今この世界のどこかで、元の投とう稿こう者しやを驚おどろかせ、そして喜ばせているであろう、かつての愛いとしい嫁よめ達たちに向けて。







　あとがき







　こんにちは、東です。このたびは『妄もう想そう少女が～る』五巻目をお手に取ってくださり、まことにありがとうございます。

　いろいろと佳か境きように入り出した四巻目でしたが、今回はその続き……ではなく、ちょっと箸はし休やすめの意味も込こめて、本編からは独立した短編集になっております。内容は、主に「ザ・スニーカー」誌に連れん載さいされたものが中心。いずれも時系列的には、光みつ宏ひろ達が夏休みに入る前のエピソードです。

　加えて今回は、読者参加企き画かくとして開かい催さいされた「妄想コンテスト」絡がらみのお話も収録されております。それについては後ほど詳くわしく説明するとして、まずはそれ以外のエピソードのコメントなど。




●第一話　我々生徒会は正義でちゅ

　基本設定であるところの「二次元娘むすめは召しよう喚かんした人間の願望を反映する」という部分を強調してみました。これを書いた当時は、まだ月つき代よも現役の敵かたき役やくだったため、やりたい放題やってます。ついでに光宏もやりたい放題やってます。

　チナツは今回のエピソード収録に先さき駆がけて、四巻で早くも本編に登場しています。彼女が優ゆう秀しゆうな生徒会長から転落し、四巻での姿へと移り行く様を、どうぞお楽しみください。




●ある少年の決意──萌え、やめます！

　スニーカー文庫の公式モバイルサイト「すにすに村」にて連載されたショートストーリーです。二巻目に収録された「ある少年の告白」と同じノリで、とにかく下らなくしてみました。ちなみに元ネタは「稲生いのう物怪もののけ録ろく」という妖よう怪かい話です。分かりにくいけど。




●第二話　助けて、わらわの王子様！

　もともと眠ねむり姫ひめのイメージで書いていたのに、なぜか途と中ちゆうから「ローマの休日」にすり替かわってました。まあいいや。

　好き勝手に暴れ回るお姫様を書くのは楽しかったです。始めは商店街でなくゲームセンターに突とつ入にゆうさせようと思い、そのくだりもしっかり書いたのですが、何だか全体の流れに絡んでなかったので、自主的に没ぼつにしました。

　なお、セシリアの一いち人にん称しようである「わらわ」は、完全に私の趣しゆ味みです。ついでに言うと、語ご尾びは「～じゃ」にしたかったのですが、喜べる人が何人いるのか分からないので、やめておきました。




●第三話　妹なんかに萌えられない！

　マユ編──と見せかけて、実は佐さ和わ編。もともとは、一巻目の内容を考えている時に思いついたネタでした。当時はまだシリーズの執しつ筆ぴつに入る前で、基本設定が固まっていなかったこともあり、だいぶぶっ飛んだ超ちよう常じよう事態が起きています。おかげでかなりの異色作になりましたが、私自身がどうしても書きたかった話ですので、ここで実現できて満足です。

　葛かつ本もと佐和は、二次元ではない「現実の女性」を象しよう徴ちようする存在です。そんな彼女に対して、果たして光宏がどう向き合うべきなのか──。答えの一つが、ここにあります。




　そしてここからは、「妄想コンテスト」のお話。

　そもそも「妄想コンテスト」とは──。以前モバイルサイト「すにすに村」で開催された、読者参加企画です。内容は二つ。まず一つは、『妄もう想そう少女が～る』に登場する女性キャラクターオンリーの人気投票「第１回ミス妄想少女」。そしてもう一つは、読者が脳内で妄想したオリジナルの萌もえっ娘こを投とう稿こうする「オリジナル二次元少女コンテスト」です。

　この「オリジナル二次元少女コンテスト」は、採用されたキャラクターが小説本編に登場するという特典付き。おかげさまでご好評だったようで、何と千三百通を超こえる応おう募ぼがありました。ありがとうございます。戴いただいた内容は、もちろんすべて目を通させていただきました。

　そして気になる結果発表は、すでに「ザ・スニーカー」二〇一〇年八月号にておこなわれております……が、「知りたい人はバックナンバーを探してね♪」で済ませるのもあまりにアレなので、この場を借りてもう一度発表させていただきます。

　まずは「第１回ミス妄想少女」から（三次元と二次元とで別々に集計しています）。




●三次元部門　第一位：北きた原はら紗さ衣え　第二位：岡おか田だ月つき代よ　第三位：葛かつ本もと佐さ和わ

●二次元部門　第一位：ユキ　　　第二位：アサミ　　第三位：カリン




　こんな具合でした。北原さんはぶっちぎりでトップでした。さすがヒロイン。

　この結果を反映して、一位になった紗衣とユキの、リボンでグルグル巻きな待ち受け画像が作られています。さらに今回書き下ろしの「ユキのミラネルライフ」前後編も、このコンテストを記念したエピソード。二次元部門一位になったユキが主役の、いつもとは違ちがうミラネルライフをお楽しみください。

　続いては「オリジナル二次元少女コンテスト」。優に千三百を超えるエントリーの中から採用させていただいたキャラクターは、こちらの四人です（なお、キャラクター名の指定は特にありませんでしたので、私の方で勝手に付けさせていただきました。ご了りよう承しようください）。




●シオリ　投稿者：マルコメさん

　少し古風な考え方の凜り々りしい系ツンデレ少女。好きな人には甲か斐い甲が斐いしく世話をする。良妻。ヤキモチ焼き。家事は得意だが料理だけは微び妙みよう。少しツリ目の美人だが、本人は目つきが悪いと気にしている。黒のポニーテール。和わ菓が子し派。台所に出るアレとカエルが苦手。




●ハルナ　投稿者：雛菊さん

　ポニーテールでブルマのマネージャー。元気ハツラツでみんなを励はげます。汗あせをかいたらタオル、お腹なかが空すいたらお弁当をくれる完かん璧ぺき少女だが、実は泣き虫。




●アリス　投稿者：ホームズさん

　女の子のような男の娘こ。Ｍじゃないのに、Ｓな女の子からエッチなことをされる。




●キヨミ　投稿者：竜ヶ峰さん

　ピザ屋のお姉さんで、主に配達をしている。黒くろ髪かみのショートカット。快活な性格で、曲がったことが嫌きらい。本気で怒おこるとヤンキーみたいになる。普ふ段だんは温おん厚こう。和風美人。




　というわけで採用された皆みな様さま、おめでとうございます。他の皆様も、本当にご応募ありがとうございました。

　本書の最終話「みんなの嫁を大募集！」は、この四キャラクターが一いつ斉せいに登場する、お祭り騒さわぎな作品です。どうせなら敢あえて楽屋オチに徹てつした方が面おも白しろいだろうと思い、「紗衣が読者からオリジナルキャラクターを募集して……」という展開にしてみました。余談ですが、長門とこなたも実際にあった投稿でした。いいのか。

　ともあれ、こんな経けい緯いもあって書かれた「みんなの嫁を～」は、頭のネジが五本ぐらい緩ゆるんですっ飛んで行ったかのような、普段にも増してクレイジーな内容になっております。北原さんの溢あふれる珍ちん言げんも含ふくめて、どうぞお楽しみください。




　……と、そろそろ残りのページも少なくなってまいりましたので、諸もろ々もろの告知をば。

　まず一つ目。次の六巻ですが、二〇一〇年十一月一日に出ます。そして、すでに予想されている方も多いかと思いますが──この六巻目が『妄もう想そう少女が～る』の最終巻になります。

　果たして光宏は、妄想世界に引き籠こもった紗衣を連れ戻もどすことができるのか。ミラージュ・ネルを舞ぶ台たいに繰くり広ひろげられる『妄もう想そう少女が～る』完結編は、もちろん紗衣の嫁よめ達も総登場でお送りします。どうぞご期待ください。

　続きまして、二つ目。すでに何度かお話ししてます『ドラマＣＤ　妄もう想そう少女が～る』が、フロンティアワークス様（http://www.fwinc.co.jp/）から絶賛発売中です。よろしくお願いいたします。なお、こちらに登場するオリジナル二次元少女「ヤンデレ妹・ミルル」は、前述の「オリジナル二次元少女コンテスト」にヤンデレネタが多数送られてきたことから実現したキャラクターだったりします。

　そして今回、このドラマＣＤの発売を記念して、かな～り豪ごう華かな読者プレゼントを、編集部が用意してくれました。何と、キャストの皆さん＆ちこたむさん＆私の、寄せ書きサイン色紙です。ご希望の方は、次の応募要よう項こうに沿ってご応募ください。





◆賞品：『ドラマＣＤ　妄もう想そう少女が～る』出演声優９名　＋　東亮太　＋　ちこたむのサイン色紙

◆人数：２名様

◆応募締しめ切きり：２０１１年１月15日（当日の消印有効）

◆応募方法：ハガキに、①郵便番号　②住所　③氏名　④５巻で好きな台詞せりふを２つ　⑤感想　を書いて、次の宛あて先さきまでお送りください。

◆宛先：〒１０２‐８０７８　角川書店　スニーカー　『妄想』係




●当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。●お客様の個人情報は賞品の発送に利用させていただくほか、個人を特定できない形で統計処理させていただきます。処理終了後は小社が責任を持って破は棄きいたします。●賞品につきましては、インターネットオークションなどによる第三者への譲じよう渡とを禁止させていただくことを、応募の条件とさせていただきます。何なに卒とぞご了承の上でご応募くださいますよう、お願い申し上げます。プレゼントにご応募いただいた段階で、条件に同意していただいたものとさせていただきます。






　すげーレアものです。どうぞ奮ってご応募くださいませ。当たった方は宝にしてください。

　さて、でかい告知が二つ重なったところで、おまけの三つ目。実は私、密ひそかにブログを始めてました。小説関係の話題もちょくちょく載のせておりますので、よろしければ覗のぞいてやってくださいませ。

　東亮太ブログ「ＭＩＳＴＹ ＰＬＡＮＥＴ」　http://kiripla.blog16.fc2.com/




　最後になりましたが、恒こう例れいの謝辞をば。イラストのちこたむ様、いつもありがとうございます。今回は一つの話で新キャラが一気に四人とか、無茶やらかしてすみません。

　担当様、お世話になっております。連れん載さい中は三巻執しつ筆ぴつとの並走でかなりハードでしたが、いい経験になりました。

　読者の皆様、ここまで本当にありがとうございます。『妄もう想そう少女が～る』は次回で完結です。ぜひこのまま、最後まで見届けてやってくださいませ。

　それでは、最終巻もよろしくお願いいたします。来月またお会いいたしましょう。





東　亮太　　






【編集部注】

このプレゼント企画は、２０１１年１月15日（当日締切有効）で締め切っています。これ以降の応募はできませんので、ご注意ください。










妄もう想そう少女が～る５




エッチな目めはダメ、お兄にいちゃん[image: ]








東あずま　亮りよう太た
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